
課局 目標№ 目　標　の　標　題　　　　

1 業務の効率化とサービス向上

2 職員の人材育成と適正な人事管理

3 職員の労務管理と働きやすい職場づくり

4 災害に備える体制強化

5 地域防災力の中核となる消防団組織の強化

6 地域でまもる交通安全・犯罪防止

7 迅速かつ正確で親切な窓口業務

8 公金の適正な出納事務の実施

9 現金の管理及び運用

10 マイナンバーの適正な管理

1 地域コミュニティの支援と住民参画の推進

2 利用しやすい公共交通の推進と次世代高速交通の整備

3 情報発信と都市間交流の推進

4 健全な財政運営

5 システムの適正化、統計調査の適正実施

6 ＩＪＵターン支援と若者定住の促進

1 町税の適正な課税と賦課環境の整備

2 町税の収納率の向上

3 住民窓口サービスの向上

4 消費者保護の推進

1 医療費の抑制

2 高齢者福祉サービスの推進

3 介護保険事業と後期高齢者医療の健全な運営

4 福祉施策の充実と推進

1 地域の特色を活かした魅力ある農業作り

2 森林の恩恵を次世代へつなぐ里山づくり

3 地域を丸ごと楽しめる観光づくり

4 地域に密着した商業と力強い企業を育む工業づくり（商業／工業／企業支援）

5 継続できる農業づくり（農業生産/中山間）

1 生活環境の美化、保全

2 廃棄物の適正処理

3 自然環境の保全

4 水道水の供給

5 下水道施設の維持管理

6 上下水道事業の健全経営

1 安心・安全な交通を確保する道路整備

2 都市計画の推進

3 都市公園の維持管理

4 農業基盤整備の推進

5 景観行政団体への移行

1 子育て世帯の負担軽減

2 子育てに対する相談・支援の充実

3 子育て支援サービスの充実ときめ細やかな対応

4 安心して子育てできる環境づくり

5 学校教育の推進と学習環境の整備

6 子どもたちの安心安全と健全育成

7 教育委員会の「言える化」「見える化」の推進

1 社会教育・公民館活動の充実

2 社会教育・体育施設の整備及び維持管理

3 利用しやすい図書館の運営

4 地域におけるスポーツ活動の推進

5 コスタリカとの人的・文化的交流の推進

6 歴史・伝統文化の継承の推進

7 男女共同参画社会を目指して

8 子どもたちの豊かな社会力の育成

1 開かれた議会運営の推進

2 関係町村議会との連携

3 財務や事業に関する監査の実施

4 明るい選挙の推進と適正な選挙事務
　注）　№（掲載順）は、政策の優先順位を表すものではありません。
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 総務課

標題 担当係 行政庶務係

施策大綱

施策小項目

①5S推進活動（職員研修、いいむす
21、事務マニュアル等）に取り組み、
業務改善を推進する。
②庁舎設備（2階男子トイレ洋式化、
庁舎前外灯設備、既存エレベーター
基準適合化改修、グリーンカーテン
等）を整備し、利用環境を整える。
③職員接客の各事業（職員研修、窓
口サービスアップ実践マニュアル、窓
口アンケート等）を実施し、接客力の
向上を図る。
④叙勲、表彰の事務に適宜適切に取
り組み、授与を行う。
⑤情報公開審査会を定期的に開催
し、適切な情報公開を行う。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①いいむす21は、9月の制度改定説明会（広域連
合主催）に出席し、更新手続きについて検討中。事
務マニュアルは、全課で取り組み、9月に作成作業
が完了した。
②既存エレベーター改修は、9月に発注し2月まで
の工期契約。花壇苗植え（松川高校協力）とグリー
ンカーテンは5月に整備した。
③職員研修「窓口接客とクレーム対応」として7月に
全職員を対象に開催した。窓口サービスマニュアル
の見直しについて、住民税務課と進め方等の打合
せを行った。窓口アンケートは3件（主に町に対する
要望）あり、各課へつなげた。
④町長表彰（商工会経由30年勤続）は5月に3名へ
授与した。
⑤情報公開請求は9件あり、うち非公開とした2件に
ついて異議申立がある状況。9月に審査委員会を
開催し、異議申立案件の内容確認や審議の進め方
等を中心に打合せを行った。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①いいむす21は、年間を通して全課で取り組んだ。
4月にはごみ焼却発電への切替え契約を結び、1月
には庁舎LED照明化工事を行った。事務マニュアル
は9月に完成した。
②既存エレベーター改修は2月に工事が完了した。
花壇苗植えは5月と3月に作業を行った。2階男子ト
イレ洋式化は2月に工事が完了した。
2月に既存エレベーター改修及び2階男子トイレ洋式
化の工事が完了し、3月には花壇苗植え作業を行っ
た。
③職員研修は7月に全職員を対象に開催した。窓口
サービスマニュアル見直しは3月に改定版が完成し
た。3月に窓口サービスマニュアルの改定版を策定
した。
④町長表彰は5月に3名、11月に14名へ授与した。
⑤情報公開請求は年間を通して計23件の請求が
あった。非公開とした2件について異議申立があり
審査委員会を開催し審議した。

①事務マニュアルの活用方法
を検討する。
②建物自体の耐震補強は進
んできたが、老朽化で漏水や
雨漏りなどが起きている箇所
がある。
③住民税務課と連携し、今後
も定期的な見直しをしていく必
要性がある。
④地域や団体等、幅広く対象
者を募る方法を考える。
⑤請求件数が増加している
中、より慎重に対応する必要
がある。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①事務マニュアルは定期的な
更新を図っていく。
②引き続き松川高校の協力が
得られるよう関係づくりを維持
する。
③改定版窓口マニュアルを活
用し、新入職員や全職員に研
修を進める。
④各課と情報共有や連携を図
り取り組んでいく。
⑤請求があれば速やかに対応
をしていく。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①いいむす21は、改定内容に適合する更新手続き
を年度内を目標に進める。事務マニュアルは、利活
用できるよう管理し、随時更新できるような形を整え
る。職員研修は、いいむす21や窓口サービスマニュ
アルと関連があるため、各事業の進捗により計画
する。
②2階男子トイレ洋式化、庁舎前外灯設備は年度内
に完了するよう整備する。
③窓口サービスマニュアルは、10月から定期的に
住民税務課と見直しの検討作業を行う計画。
④町長表彰は、10月に推薦者取りまとめと審査委
員会を設け、11月に表彰式が開催できるよう進め
る。
⑤異議申立案件は、10月から審査委員会にて審議
を行っていく。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①紙、ごみ、電気等の使用を抑えたことで、省エネと
節電につなげることができた。
②庁舎設備の安全性、利用環境、利便性が向上し
た。
③現代に合わせた内容で、見やすく実用性のある
マニュアルが整った。
④善行・功労・成果等を表彰することができた。
⑤21件を情報公開し、公正な行政運営を図ることが
できた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標1 業務の効率化とサービス向上

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり（自治体経営）

効率的な行政経営

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

H30 総務課 1



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 総務課

標題 担当係 行政庶務係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①推進委員会を中心に人材育
成計画の運用を進める。
②農林水産省（新規）と長野県
（継続）との人事交流を行う。
③運用改善は見直し方針に
マッチする仕組みを検討してい
く。
④職員定員管理計画と会計年
度任用職員制度の設計に取り
組む。
⑤年間を通し情報収集に努
め、定期的に審議会を開く。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①必要に応じて推進委員会を開催し、適正な運用
管理を行っていく。
②計画に基づき、職員研修及び人事評価制度に取
り組んでいく。
③運用改善は、年内に推進委員会へ諮れるように
小委員会で検討を行う。
④正規職員は第2段階として10月から初級事務、保
育士、栄養士、社会人経験の採用試験を行う。保
健師は12月募集（今年度最終）に向け関係課と協
議して募集する。
⑤審査会を１月に開催するよう計画する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①各取り組みの適正な運用管理を行うことができ
た。
②職員の能力向上を図ることができた。今年度も長
野県と人事交流を行い、人脈も増えてきている。
③運用改善の見直し方針は出たが、小委員会は2
回の検討までに留まっている。
④事務職5名、保健師1名、保育士2名、栄養士2名
を採用することができた。
⑤報酬及び給料の適正な改定が行えた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①職員人材育成推進委員会におい
て、適正な人材育成計画の運用管理
を行う。
②職員研修（新入職員、職務階層
別、専門分野、人事交流、職場内等）
を実施し、能力の向上を図る。
③人事評価制度の実施及び運用改
善の検討を行い、業務遂行と自己啓
発につなげる。
④計画的な職員採用と定員管理を行
い、適正な人事管理を目指す。
⑤特別職等報酬審議会を定期的に
開催し、適正な報酬及び給与額を審
議していただく。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①推進委員会を4月と5月に開催し、今年度の取り
組み（主に人事評価制度、新人メンター制度、職員
研修等）について協議し、計画を定めた。
②5月に年度当初職員研修会を開催し、職員へ今
年度の人材育成計画を周知した。計画に基づき、
職員研修及び人事評価制度に取り組んでいる状
況。
③5月に業務目標の決定（目標設定、当初面談）、9
月に中間フォロー面談を実施した。制度の運用改
善は、小委員会も設け見直し検討をすることとし、8
月に初回の小委員会を開催し、進め方等について
協議した。
④正規職員は第1段階として8月に上級事務2名・保
育士2名を採用内定した。保健師は2回募集したが
応募がない状況。臨時職員及び協力隊員の採用は
随時行った。
⑤審議会は未着手。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①推進委員会において計画を策定し、人事評価制
度、新人メンター制度、職員研修等を取り組んだ。
②新入職員、職務階層別、専門分野、職場内等の
職員研修を行った。
③現行の人事評価制度による運用を行った。
④正規職員は計3回の募集及び試験を実施し、臨
時職員と協力隊員も随時実施した。会計年度任用
職員制度の職員実態調査を実施した。
⑤2月に報酬審議会を開催し、答申をいただいた。

①定期的な推進委員会を開催
し、適正な計画の運用管理に
努める必要がある。
②積極的に職員研修の機会を
設けて職員の能力向上を図
る。
③見直し期限を設けて取り組
む必要がある。
④会計年度任用職員制度設
計の進捗は、他市町村と同
様、情報が少ない状況である。
⑤公平で適正な審査会の運営
に努める。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標2 職員の人材育成と適正な人事管理

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり（自治体経営）

適正な人事管理

H30 総務課 2



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 総務課

標題 担当係 行政庶務係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①衛生委員会を主体に検討を
行っていく。
②療養や出勤等労働状況の
情報把握に努めていく。
③産業医、産業カウンセラー
等の専門家とのつながりや体
制づくりを整える。
④4月からメンタル研修、メン
ター制度に着手し進める。
⑤衛生委員会において研修を
検討・計画する。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①ストレスチェック結果をもとに今後の取り組みや
対策等について協議を行う。支援につなげるため、
高ストレス判定者に対し、事務局へ申し出てもらう
よう促す。
②出退勤時のタイムカードを徹底し、出勤状況の把
握に努める。
③心理相談員と連携し、引き続き不調者の支援に
あたる。
④9月面談の報告書をもとに必要に応じて支援を行
う。
⑤11/7,8に全職員を対象に心理相談員を講師とし
て、ストレスチェック結果傾向をもとにしたメンタルセ
ルフチェック、ラインケア等についての研修会を計
画する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①健診及びストレスチェックにより健康状態を確認
でき、それぞれ健康指導及び面談を実施することが
できた。
②昨年と比較し、ストレスチェックの受診率が上がっ
た。また相談のあった職員へのサポートを行うこと
ができた。
③不調職員及び復帰職員の支援を状況に応じ、継
続的に対応することができた。
④3月にメンター制度懇談会したところ、新入職員全
員からありがたかったという声があがった。
⑤心の病は誰もがかかりうる病であることや、メンタ
ルセルフチェック、ラインケア等について学ぶことが
できた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①職員衛生委員会等において、心身
の健康と職場環境づくりの促進検討
を行う。
②ノー残業デーと休暇取得向上に取
り組むと共に、労働状況を把握し分
析する。
③専門家（保健スタッフ、労務管理・
心理相談員、カウンセラー等）の体制
を整え、状況に応じた支援を行う。
④新入職員へ各支援（メンタル研修、
メンター制度、定期面談等）をして、
早く職場に溶け込めるようにする。
⑤職員研修を実施し、職場環境の向
上を図る。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①6月と9月に衛生委員会を開催し、現状及び今年
度の取り組みについて協議した。その中で「心の健
康」を大きな課題として取り組んでいくこととした。衛
生委員会の会議内容は、掲示板を通じて職員へ報
告している。
②ノー残業デーは、第1,3,5水曜日に設定し取り組
んでいる。療養休暇や出勤状況等の状況把握を行
い、衛生委員会において協議した。
③不調者は心理相談員と連携し支援にあたってい
る。ハラスメント相談窓口を設け、職員へ体制の周
知を行った。
④4月にマッチングを行い、5月にメンター研修、新
入職員メンタル研修を開催した。6月と9月に面談を
設定、9月にはメンターによる情報交換会を開催し、
状況の共有と意見交換を行い、支援にあたってい
る。
⑤衛生委員会において、ストレスチェック結果を踏
まえた「心の健康」についての研修会を、全職員対
象に計画することとした。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①年間を通して衛生委員会を開催し、「心の健康」を
大きな課題として協議を行った。
②年間を通してノー残業デーを実施した。出退勤時
のタイムカードの徹底と出勤状況の取りまとめを
行った。
③労務心理相談員や衛生委員を通じて不調職員へ
のケアにあたった。
④4月にマッチングを行い年間を通して取り組みを
行った。
⑤11月に全職員を対象に心理相談員を講師として
「心の健康」をテーマにした研修会を開催した。

①異動等で人員が変わっても
継続的な運営の体制づくりの
ための検討。
②システム化が困難である出
先機関の労働状況の把握まで
には至っていない。
③心理相談員は多忙なため、
面談等の日程調整に時間を要
することがある。
④新卒採用、社会人経験者、
事務職、専門職などにより、メ
ンターの適任者の人選は悩ま
しい。
⑤支えるべき上司や周りの職
員の理解や復帰支援への認
識がまだまだ浅い状況であ
る。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標3 職員の労務管理と働きやすい職場づくり

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり（自治体経営）

適正な人事管理

H30 総務課 3



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 総務課

標題 担当係 危機管理係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①毎年度定期的に見直し案の
審議を進める。応援協定締結
業者との顔合わせを検討す
る。
②各課照会項目の回答を受
け、策定案の審議を行い職員
への周知を進める。
③最大浸水想定区域の反映を
含めた改定を進める。
④自主防災会の継続的な支援
が必要。各防災会へ配備され
た資機材等を活用した、より実
践的な研修により、防災力の
底上げを検討する。
⑤効果的に使用していくため
に操作研修を定期的に開催す
る。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①地域防災計画の決定を受けて、県防災計画改定
に合わせ修正作業を実施する（Ｈ29年度分及びＨ
30年度分）
②地域防災計画の決定を受けて、マニュアルの見
直し作業を進める。
③生東地区地区マップ作成を進める。
④随時補助事業手続きを進める。1月末のリーダー
研修会の調整を行う。
⑤工期内の完了に向け進める。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①担当職員の意識向上。
③地域住民へ「自分で守る」という意識付け。
④自主防災会内の共助の意識高揚。
⑤防災情報配信の多重化、情報配信の複数化。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①松川町地域防災計画の随時更新
を行う。
②災害発生時の減災を図るため、マ
ニュアルの更新を進める。
③防災マップ、地区防災マップの作
成更新を進め、情報の充実を図る。
④自主防災組織への活動強化に向
けての研修会、資機材等整備の支援
を行う。
⑤災害情報伝達システム（防災デー
タ放送設備、移動系防災行政無線）
の整備を進める。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①9/27防災会議へ協議した。
②未着手
③浸水想定区域の変更資料の収集及び検討を
行った。
④リーダー研修会２回実施済。町補助事業業務は
随時手続き済。
⑤防災データ放送は6月に契約。移動系無線は8月
に契約。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①11年ぶりとなる地域防災計画の見直し版を公開し
た。職員及びホームページへの周知を行い、防災意
識の向上に努めた。
②業務継続計画の策定に着手を行った。各課照会
項目の回答があり次第周知を行う。
③松川町防災マップの改訂版策定について（H31年
度改定予定）検討した。
④リーダー研修会の講義として、県専門員による土
砂災害の危険性について研修を行った。
⑤年度内整備については完了した。研修会を開催
し、職員への周知を図った。

職員一人ひとりへの意識付
け。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標4 災害に備える体制強化

総合計画の
位置付け

火災や災害に強い地域力のあるまちづくり（消防・防災)

防災対策の充実

H30 総務課 4



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 総務課

標題 担当係 危機管理係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①引き続き課題の調整を行う。
副分団長選出方法及び定数
調整の検討を進める。
②消防団の装備の基準に照ら
した備品整備の計画配置。
③自主防災組織の初期消火
は重要となるため、地域内在
住者との訓練等計画を進め
る。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①定員管理の協議を進めていく。
②次年度更新車両計画及び事務手続きを行う。
③救護訓練、水防工法等の共同訓練の検討を行
う。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①統合により、幹部団員の削減及び短期間での技
術習得につながった。
②老朽化した機材の更新。
③団との関係構築及び連携。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①分団組織再編実施後の分団活
動、方面隊活動についての調整を図
る。
②活動の手助けとなる団員装備品の
充実、車両更新計画に伴う配備、整
備等進める。
③地域防災組織と消防団の連携や
消防施設整備等災害発生時の初期
消火体制の強化を図る。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①毎月の幹部会にて協議を行っている。（問題点は
無い）
②防火服７月契約済。小型ポンプ8月契約済。
③9月防災訓練時に自主防災会への指導を実施。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①本年度4月より2分団体制に改編した。
②計画した事業は、年度内に完了した。
③防災訓練にて自主防災会と団との連携確認を
行った。

団員の確保の困難性。
幹部団員の活動期間の長期
化。
活動団員の負担増。
救助資機材備品の適切な配
備。
防災会代表（リーダー）の複数
年兼務。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標5 地域防災力の中核となる消防団組織の強化

総合計画の
位置付け

火災や災害に強い地域力のあるまちづくり（消防・防災)

消防活動の充実

H30 総務課 5



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 総務課

標題 担当係 危機管理係

施策大綱

施策小項目

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①交通安全協会、交通指導員会との
連携を強化し、交通安全意識の向上
に向け取り組みを進める。
②交通安全施設（公安要望施設、安
協整備施設）の整備を推進し安全確
保に努める。
③青色回転灯を使用した、下校時の
児童生徒の見守りに引き続き取り組
む。また、地域全体で見守りを強化す
るため、地域パトロール隊（仮称）を
進める。
④特殊詐欺にあわないための情報
発信に努める。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①継続中の死亡事故ゼロに向け、街頭指導等を実
施。啓発チラシを配布した。
②平成32年度交通安全施設要望について、10月の
申請に向け準備を行った。
③週２回実施した。防犯パトロール車両へのマグ
ネットステッカーの配布を行った。
④広報等で啓発に努めた。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①12月に交通死亡者が発生し、連続記録がストッ
プ。（２５６２日）
②信号機要望箇所（１箇所）への設置が完了した。
③週２回広報活動をした。不審者情報への緊急巡
回等を行った。
④事前広報（データ放送）や、兆候確認時への対応
を行った。

夜間歩行者への反射板の着
用の徹底。高齢者への安全講
習。
横断歩道要望箇所の道路改
良。
不審者への対応。多様な詐欺
手口への対応。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①歩行者への周知に併せ、運
転者への注意喚起を強化す
る。
②継続要望箇所の道路整備。
③児童生徒への見守りに併
せ、徘徊者への監視強化。
④事前情報の配信や留守番
電話等への設定の呼びかけ。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①災害時の連携体制を検討する。
②交通安全施設要望箇所の現地確認立会。
③防犯パトロール啓発表示板を購入し、配布する。
④定期的に広報活動を行う。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①交通事故の減少へはつながっていないが、歩行
者及び通勤者への周知による意識高揚。
②定期的な設置相談等により、危険箇所の現状把
握ができた。
③青色回転灯による広報活動により、児童への警
戒の他、地域住民の防犯意識の向上につながっ
た。
④音声告知放送（チャンネルユー）を活用した前兆
情報の配信。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標6 地域でまもる交通安全・犯罪防止

総合計画の
位置付け

交通事故や犯罪のない安心・安全づくり（交通安全・防犯)

交通安全対策の推進／犯罪のない地域づくりの推進

H30 総務課 6



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 総務課

標題 担当係 会計室

施策大綱

施策小項目

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標7 迅速かつ正確で親切な窓口業務

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり（自治体経営）

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○迅速かつ正確な窓口業務を行う。
①指定金融機関の在席（9：15～15：
30）以外の窓口業務、窓口混雑時の
サポート、現金取扱員による徴収現
金の出納等、正確に窓口業務を行
う。
②長野県収入証紙の購入・保管を行
い、個人や事業者に販売している。
適時広報を行い、売上実績を上げる
ように努める。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①毎日の業務であり、正確に行われている。
②第2四半期までに県証紙は838,070円の販売を
行った。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①毎日の業務であり、正確に行われている。
②2月末までに1,392,500円の販売を行った。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

②今後、県立高校入試・入学や県立大学の入学が
あるので、広報等を活用していきたい。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

②昨年同時期より30万円弱増加しており、広報の効
果が出ている。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

H30 総務課 7



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 総務課

標題 担当係 会計室

施策大綱

施策小項目

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標8 公金の適正な出納事務の実施

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり（自治体経営）

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○財務規則に基づき適正な公金の
出納事務を実施する。
①各課の歳出歳入伝票類が、財務
規則その他の関連法規に適合してい
るか審査を行い、担当者に適切なア
ドバイスを行う等、会計事務の適正
化を図る。
②会計事務担当者の適正、確実な会
計処理と事務の効率化を図るために
出納事務研修を行い、事務の統一、
職員の認識を深めるよう努める。
③指定金融機関から毎日送付される
納入済通知書について、点検、仕分
け整理、財務会計データ等と照合を
行い、担当課へ送付する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①伝票類の点検を行い、誤りや疑義のあるものに
ついてアドバイスを行った。
②4月17日に新規職員研修の一環として、新規採
用職員向けの研修を行った。
③納入済通知書の処理を行った。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①伝票類の点検を行い、誤りや疑義のあるものに
ついてアドバイスを行った。
②11月28日に一般職員向けの研修を行ったが、参
加者は6名にとどまった。
③納入済通知書の処理を行った。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

事務研修会について、新任者
向けの研修は継続するが、一
般職員向けは廃止(新任者研
修へ統合)を検討している。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

②11月末に一般職員向けの研修を行う予定。 ⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

研修による総合的な指導よりも、個別の詳細な指導
に比重が偏ってしまった。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

H30 総務課 8



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 総務課

標題 担当係 会計室

施策大綱

施策小項目

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標9 現金の管理及び運用

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり（自治体経営）

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○資金不足の回避と健全性の確保
①日々の支払に充てるための現金
（支払準備金）は、その収支見込を把
握して資金が不足しないよう確保す
る。
②流動性の基金及び特定の目的の
ために積み立てている現金（基金）に
ついては確実かつ効率的に運用す
る。
③年度末の資金確保のため、繰替運
用を行う。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①順調に推移している。
②大和証券より高利率（0.2％）定期預金の案内を
受け、検討した結果、9/27に半年満期で5千万円を
積み立てた。
③上半期は該当なし

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①③1月末から財政調整基金から約4億2500万円を
繰替え運用している。その他にも資金回収や定期
の満期による解約等で、資金の確保は行えた。
②大和証券の定期預金が満期になり、約4万円の
利子収入があった。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

年度末の資金運用計画をより
正確に把握する必要がある。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

今後年度末にかけて資金不足が懸念されるため、
一層の注意が必要となる。資金移動や繰替え運用
を活用して、資金確保に努める。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

資金不足は回避できているが、4月1日に下水道事
業が公営企業に移行するため現在の特別会計の
差引額を下水道事業者に支払う必要がある。これ
により本来3月末で終了しなければならない財政調
整の繰替え運用は、4月中まで継続することとなっ
た。 ⑧

課
題
・
特
記
事
項
等

H30 総務課 9



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 総務課

標題 担当係 会計室

施策大綱

施策小項目

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標10 マイナンバーの適正な管理

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり（自治体経営）

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○収集したマイナンバーの適正な管
理を行う。
①未収集のマイナンバーの収集を各
課に呼びかける。
②収集したマイナンバーを入力し、入
力したPCを金庫に保管し、マイナン
バーの漏えいがないよう管理を行う。
③１月に給与支払報告書を作成す
る。市町村役場と本人へ遅延がない
よう送付する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①②適正に管理している。
③未着手(下半期の事業)

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①③1月末に給与支払報告書の送付は完了した。
ただし約600件中100件程度がマイナンバー未提出
のままだった。
②適正に管理している。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

担当係がマイナンバーの未提
出者を把握できるよう、源泉徴
収額確認リストの見直しを指示
している。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

給与支払報告書作成時にマイナンバーの記載が確
実にできるよう、未提出者を確認し、提出を呼びか
けていく。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

マイナンバー収集は担当係が行っているが、係が
未収集者を把握していなかったり、また収集自体に
対する認識不足が見受けられた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

H30 総務課 10



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 まちづくり政策課

標題 担当係 まちづくり推進係

施策大綱

施策小項目

①自治会ごとの実情に即した情報提
供と課題についての意見交換を行
う、まちづくり懇談会の開催と、区との
町政懇談会に参加する。
②旧東小学校の活用支援と、活用拡
大の検討を地域住民等と共に進め
る。
③住民の主体的まちづくり事業の支
援のため、町民提案型まちづくり事
業を推進する。
④第6次総合計画の策定に着手し、
町民アンケート、ヒアリングを実施す
る。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①まちづくり懇談会を、44自治会、3団体で実施。８
区の町政懇談会に参加。
②チャレンジ東小イベント（5月）の開催を支援し、ボ
ルダリング、カフェ、図書館等活用関係の意見聴取
を実施。
③第1次募集5件、第2次募集4件の事業採択を行っ
た。
④策定支援委託業者をプロポーザル方式により決
定し、契約を締結（9月）。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①まちづくり懇談会を計49自治会、３団体で実施。８
区の町政懇談会に参加。
　「自治会運営に関するアンケート」を12月に実施
し、2月にその結果を自治会へフィードバックした。
②旧東小の今後の在り方について、生東区会の意
見聴取を行った。東小の活用の当面の方針と、地域
おこし協力隊、集落支援員の設置を定めた。
③全11事業を採択し、3月に実績報告会を開催し
た。
④基本構想を継承した第5次総合計画改定版とする
ことを確認し、町民アンケート、ヒアリングを実施した
他、庁内の策定委員会と、地域づくり会議を立ち上
げた。

①様々な規模と独自性のある
自治会運営に対する、行政の
支援、関わり方。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①高齢者の脱会、役員のなり
手不足の対策などについて、
課題のある自治会と懇談を行
う。
②地域おこし協力隊、集落支
援員を計2名を東小学校に配
置し、地域と連携した東小利活
用から、地域活性化について
検討する。
③継続して実施する。
④行政評価、基本計画、実施
計画の策定を進める。総合基
本計画策定審議会を6月に立
ち上げる。年度末までに策定
を完了する。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①まちづくり懇談会を継続して開催する。自治会運
営の状況把握と、自治会への情報提供のための調
査を実施する。また、自治会活動に関する懇談会を
企画する。
②利用拡大を検討するため、地域住民の意見聴取
を行う。
③第3次募集・採択を11月上旬に実施。事業報告会
を3月下旬に実施する。
④町民アンケートとヒアリング、地域づくり会議を実
施する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①自治会運営の情報把握ができたが、課題のある
自治会との意見交換までには、アンケート回収に不
測の期間を要しいたならかった。
②住民主体の多目的な活用を進め、町がそれを支
援するという来年度以降の方向性について定まり、
また地域の希望が高かった、東小の常駐管理の実
施の予算付けが叶った。
③11件の採択のうち新規事業が6件あり、地域づく
り活動の幅が広がった。
④アンケート結果や町民ヒアリング、地域づくり会議
の実施により、基本計画を考える上での基礎材料
の収集ができた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標1 地域コミュニティの支援と住民参画の推進

総合計画の
位置付け

笑顔を生み出す地域づくり

地域コミュニティの支援／自主的なまちづくり活動の支援／住民参画の推進

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

H30 まちづくり政策課 1



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 まちづくり政策課

標題 担当係 リニア・公共交通係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①事故の無い運行を継続す
る。
②停留回数の変更による運行
変化の検証。デマンドタクシー
の実証運行の実施のため、予
約方法等の細部検討を行い、
実証運行を開始する。
③丸ボッキ地籍について、生
田３区の新たな会議の中で検
討を進める。
④多様な人材による定期的な
講演会を開催し、職員の意識
を高める。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①協議会事務局の事務処理を適正に進めるととも
に、12月及び３月に対策協議会を開催する。
②運行事業者との協議を終えた改善見直し案を、
12月議会及び12月開催予定の対策協議会へ提案
し、速やかに新たな運行形態の実証運行の準備に
入る。
③絞り込んだ発生土置き場について、地元住民、Ｊ
Ｒ、県等と調整を図り、地域が納得いく計画となるよ
う調整を行う。
④基調講演と、ワークショップを基本に企画し、３回
程度の会議を実施。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①②利用者への聞き取り調査や、先進事例調査、
運行委託 事業者の意見等も聞き取る中で、より効
率的で便利な運行改善の方向性を定めることがで
きた。
③発生土置き場候補地の検討は、町が主導する生
田３区の代表者の中で協議がされ、２か所が取り下
げとなった。このことは、町対策委員会において、
JR、県にも了承された。
④基調講演を行ったことでリニア時代に向けた機運
を高めるきっかけとはなった。しかし、総合計画策定
に向けた会議と重なることから、会議の開催につい
ては見送った。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①コミュニティバスの安全な運行管理
を行う。
②効率的で、利用しやすい公共交通
の改善を調査検討する。
③リニア中央新幹線建設工事に関す
る住民、ＪＲ、県等との調整を図る。
④リニア新幹線開通による町の将来
を語る会を立ち上げ、話し合いを行
う。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①松川町地域公共交通対策協議会第１回（5/31）
を開催。事故無く運行を継続。
②公共交通の事例について南信５市町村と事業者
へ聞き取り調査を行った。また、運行の改善につい
て委託業者へ提案し、意見を求めた。
③発生土置き場について、生田地区３区の会議を
開き、候補地の検討を行った。発生土活用に関わ
り、ガイドウェイヤード、公共事業の検討に参画し、
ＪＲ、県との調整を担った。
④実施方法を企画。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①松川町地域公共交通対策協議会第２回（1/10）を
開催。事故無く運行を実施した。
②医療機関、商業施設への停留回数の増、生田地
区内のフリー乗降への改善、またデマンドタクシー
型への運行形態の変更方針について、第２回協議
会に提案し了承を得た。また、新たな運行形態の実
証運行について、運行委託業者及びコンサルと実
施に向けた協議を進めた。
③２か所の候補地取り下げを確認した。松川町リニ
ア中央新幹線建設工事対策委員会第７回（1/24）を
開催。経過を報告した。
④キックオフとして、職員と議員を対象としたリニア
開通後の町の将来について考える基調講演会
（2/20）を開催した。

①協議会の開催月を定める。
②利用者登録、利用予約など
の細部検討。また、乗車可能
人数の超過の際の増車、運行
経費など。
③先を見越した対応が必要。
④ワークショップを基本とした
会議の開催について、検討す
る必要がある。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標2 利用しやすい公共交通の推進と次世代高速交通の整備

総合計画の
位置付け

暮らしを支える交通環境づくり

利用しやすい公共交通の推進／次世代高速交通の整備

H30 まちづくり政策課 2



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 まちづくり政策課

標題 担当係 まちづくり推進係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①広報まつかわでは、各課か
らのお知らせだけでなく、特集
ページを設けて、地域づくりに
関する内容の発信にも力点を
置く。
②必要な情報を新鮮に保つた
め、各課担当者へのガイドライ
ンを示す。
③交流を継続して実施する。
④若者の地域づくりへの参画
と定住促進の観点から、引き
続き高校生を対象に実施す
る。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①ＳＮＳの利用方法を、事業の事後紹介だけでな
く、事前告知等幅広く情報発信を行う。
②10月から作業開始。協議等を随時行い、年度末
に新ホームページを公開する。併せて、CMS講習を
開催。
③蓮田市・雅楽谷の森フェスティバル（11月）へ参
加。
④毎月1、2回の事前学習会を実施。3月派遣。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①フェイスブックのフォロアーが増加する等、情報発
信の範囲が広がった。広報まつかわは、毎月地区
の特集を組み、お知らせだけでない広報づくりに着
手できた。
②情報へたどりつきやすく改善し、災害対応やセ
キュリティ面も向上した。移住定住の特設ページを
開設し、定住対策の情報発信体制も整った。
③互いの自治体のイベントに参加し合い、普段から
の交流が行えている。民間同士の交流も生まれて
いる。
④年間を通じた地域学習により、高校生の松川町
に対する理解が深まった。これまでアプローチでき
ていなかった松川町在住・在学の高校生との共同
の地域学習は、定住支援の観点からも大切な活動
だと考える。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①広報まつかわ、まつかわカレン
ダーの毎月発行と、町公式ホーム
ページやSNSを利用した情報発信を
行う。
②利用しやすく便利な町公式ホーム
ページとするため、リニューアルを実
施する。
③相互の理解・支援を深めるため、
友好姉妹都市（蓮田市・牧之原市）と
の交流事業を実施する。
④コスタリカ共和国へ町民を派遣し、
親善と交流を図る。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①広報まつかわ、まつかわカレンダーを毎月発行し
た。フェイスブックを活用して80件の活動情報、団体
紹介等を発信した。
②リニューアル仕様を定め、公募型プロポーザル方
式により製作業者を決定。（9月）
③あらいの祇園まつりに蓮田市長等を招き交流会
を実施（7月）。はすだ市民まつり（8月）へ参加し、果
物販売とPRを実施した。
④”コスタリカ・スタディツアー”の詳細を決定し、派
遣高校生10名を選考(8月）した。また、事前学習会
を開始し、３回を実施。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①広報まつかわ、まつかわカレンダーを計12回発
行。フェイスブックによる活動情報、団体紹介等の
発信を計168回実施。
②3月29日に新たなホームページを公開した。
③蓮田市と計4回の交流会を実施。
④3月下旬にコスタリカ共和国へ高校生10名を派遣
した。

②ホームページ、SNS、データ
放送など、情報発信ツールが
増えている。膨大な情報を、当
課が個々管理することについ
ては要検討。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標3 情報発信と都市間交流の推進

総合計画の
位置付け

情報を積極的に発信する地域づくり／魅力を発信し、交流する地域づくり

情報公開の推進と広報広聴の充実／地域間交流の推進

H30 まちづくり政策課 3



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 まちづくり政策課

標題 担当係 企画財政係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①②現在業務全般を外部へ委託
しているが、完成したものを職員が
読み解くことに時間を要することか
ら、ある程度自庁処理できるように
委託内容を見直す。
③払い下げの公募ができるよう早
期に取り組む。
④クラウドファンディング型寄附募
集については、次年度以降も継続
して実施していくが、他の自治体
の取り組みを研究し、募集する事
業等を選定していく。
⑤次回の行政評価では、現総合
計画の総括的な評価を実施し、次
期総合計画策定につなげる。
⑥3～5年程度の実施計画を策定
し、長期的に安定運営を行える計
画的な予算編成に取り組む。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①近隣町村及び類似団体と比較した指標を広報紙
等で公表する。12月までに全体会計の財務書類
を、３月末までに連結会計の財務書類を公表する。
②平成30年度中の異動分について把握及び整理
の事務を行う。
③生田診療所跡地及び宗源原町営住宅跡地につ
いて、払い下げ事務を進める。
④フェイスブックなどSNSを活用し、特産品情報を発
信する。次年度のリニューアルに向けたパンフレッ
ト作成（送付）の他、既寄附者に届く情報発信を行
う。
⑤外部評価が完了した評価資料を議会へ提示し、
意見を求めた後公表する。
⑥予算執行の状況を各課へ提示し、事業推進の意
識付けを促す。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

公会計関連の財務書類の作成、公表は当町の財務
状況を把握することができ、近隣町村及び類似団体
との比較により、当町の特徴を把握することにつな
がったが、諸表の活用に対しては、職員の知識不足
等により実施できなった。また公有財産の管理業務
（固定資産台帳更新）については、専門業者への委
託により適正に実施できている。
ふるさと納税については、自主財源の確保という一
定の目的を果たすことになったが、新たな取り組み
（ＧＣＦ）については、情報発信が不十分であったこ
と、地元住民からの賛同を得られる仕組みができな
かったことなどから、目標額の達成には至らなかっ
た。
行政評価の実施により、総合計画に位置付けられ
た取り組みの進捗状況の把握につながった。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①統一的な基準に基づいた財務書
類の作成と、他団体との比較分析を
行う。
②公有財産の異動情報を常に把握
処理し、資産管理を適正に行う。
③散在し狭隘な未利用地を精査し、
適正処分を進める。
④クラウドファンディングなど新たな
手法による「まつかわ応援寄附金」を
企画し、募集する。
⑤行政評価を実施し、結果を公表す
る。
⑥適正な予算の編成と、計画的な予
算執行を管理する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①作成を委託した業者へ必要な資料を提供済。
②平成29年度異動分の情報について整理完了。
③町内の建築業者及び不動産業者へ訪問等を行
い、宅地情報を提供。
④広域連携ガバメントクラウドファンディングプロ
ジェクトに参加し、コスタリカ・スタディツアーを具体
的募集事業として９月末より寄附募集開始した。ま
た寄附金総額実績が、対前年度比△21.1％である
ことから、業務委託する観光まちづくりセンターと対
応を協議し、役割を確認した。
⑤職員による内部評価完了、9/26に行政評価委員
会を開催した。
⑥６月、９月とそれぞれ補正予算を編成した。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①全体財務書類（一般会計・特別会計）を12/20全協にて
報告。連結財務書類を3月末にホームページにて公表する
予定。
②平成29年度異動分の整理は11月に完了し、財務諸表
へ情報（データ）提供が完了。平成30年度異動分について
は、4月～10月までの異動情報の把握までは完了した。
③町内の建築業者及び不動産業者へ訪問等を行い、宅
地情報を提供するところまでで、具体的な払い下げの公募
まで至らなった。
④コスタリカ・スタディーツアーに係る経費をＧＣＦ（ガバメン
トクラウドファンディング）方式により寄附を募集したが、20
万円（目標200万円）の寄附にとどまった。一般のふるさと
納税については、リニューアル時期及び返礼品の見直しを
行い、5,384万円と、平成29年度末と比べ1,220万円の増と
なった。
⑤9/26に行政評価委員会を開催し、11/14に議会（全協）
へ報告した。11/28に最終結果を公表した。
⑥補正予算については、6月、9月、12月、3月の他に、ツ
リードーム関連で臨時の補正予算を11月末に実施した。
新年度予算ついては、骨格型として編成した。

①②本来財務書類は決算（9
月）に間に合うように作成しな
ければならないが、固定資産
台帳の更新作業に時間を要す
ることや、委託スケジュール等
の問題で現在は9月に公表で
きていない。
⑤行政評価の結果を政策決定
や予算へ反映させるなどの仕
組みができていない。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標4 健全な財政運営

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり

健全な財政運営

H30 まちづくり政策課 4



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 まちづくり政策課

標題 担当係 まちづくり推進係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①②基幹系システムの令和３
度更改にむけ、自治体クラウド
の研究を行うとともに、調達ガ
イドラインを完成させる。
④農林業センサスを実施。H32
年度の国勢調査の準備も行
う。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①２ケ月に１度毎の定例会を継続して実施する。
②見積もり精査ガイドラインは11月末、システム調
達ガイドラインは3月末までに作成する。
③10月に発注。3月末までにシステムの構築を完了
させる。
④住宅土地統計調査を、10月末に完了させる。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①システムの改善要望事項や制度改正による改修
準備等、基幹系システムの統括的な進捗管理の体
制を整えた。
②見積精査ガイドラインの策定により、見積書の妥
当性の検証を行い、職員の適正化意識の向上にも
つながった。システム調達ガイドラインは作成までに
とどまった。
③サーバーのデータセンター化により、災害時の業
務継続性やセキュリティの向上が図られた。
④社会・経済の情勢や現状把握の基礎資料につな
がった。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①基幹系システム運用定例会を組織
し、情報共有と課題対応を図る。
②システム調達ガイドラインと見積精
査ガイドラインを作成する。
③地図情報システムの更新をする。
④学校基本調査、工業統計調査、住
宅土地統計調査等の委託業務を適
正に実施する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①基幹系システム運用定例会を組織し、7月から実
施している。
②原案策定のため、上記定例会に協議した。
③発注に向け、情報収集、仕様書整備を実施。
④学校基本調査（５月）、工業統計調査（６月）完
了。住宅土地統計調査を実施中。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①基幹系システム定例会を計3回実施。
②11月に見積精査ガイドライン、3月末にシステム
調達ガイドライン原案を作成した。
③3月に新統合型GISの更新を完了した。
④学校基本調査、工業統計調査、住宅土地統計調
査の3件の調査を完了した。

①②コストの最適化、効率的
な業務運用、セキュリティ対策
の3つを実現していくために、
具体的な調達ガイドラインの運
用方法を検討する必要があ
る。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標5 システムの適正化、統計調査の適正実施

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり

情報セキュリティ対策他

H30 まちづくり政策課 5



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 まちづくり政策課

標題 担当係 まちづくり推進係

施策大綱

施策小項目

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①移住・定住セミナーへ参加し、ＩＪＵ
ターン促進に向けた情報発信をす
る。
②移住体験住宅、移住促進住宅の
管理運営を行う。
③旧名子原県住、旧国土交通省官
舎の利用研究を行う。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①東京都（５月）と名古屋市（９月）で移住セミナーを
実施。
②移住促進住宅は３棟すべて入居中。移住体験住
宅は６件受入れた。
③町内の建築・不動産業者へ、土地の情報提供を
行い、活用の提案と情報提供を依頼した。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①移住セミナーを計6回、移住体験ツアーを1回実施
した。
②移住促進住宅3件、移住体験住宅9件の受入を実
施。
③建築・不動産業者との情報交換を実施した。

②移住促進住宅の運用につい
ては、入居するまでの事業とし
て考えるのではなく、入居後の
定住支援まで含めた事業とし
て考える必要がある。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

積極的に空き家バンクへの登
録を促し移住定住の推進のた
め、宅建協会と協議して、協定
締結を検討する。
また、建設課の空き家対策計
画や、産業観光課の新規就農
者支援など、横断的な連携を
図る。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①東京都で移住セミナーを開催予定。（11月、1月）
②移住体験住宅は、ふるさと回帰支援センター等を
通じてPRする。随時受入れを行う。
③引き続き研究を行う。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①特に東京圏生活者への松川町の情報発信が深
まった。セミナー参加者の具体的な定住にはまだつ
ながっていない。
②移住促進住宅の運営により、新規就農希望者な
ど、松川町への移住につながった。移住促進住宅
の利用希望者が多い一方で、移住体験住宅の稼働
率は低く、あり方の見直しが必要。
③町内分譲地の地価や売買状況など、今日の不動
産情勢の情報収集ができた。具体的な効果や見通
しにはつながっていない。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標6 ＩＪＵターン支援と若者定住の促進

総合計画の
位置付け

多くのひとが定住したくなるまちづくり

ＩＪＵターンの支援
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 住民税務課

標題 担当係 課税係

施策大綱

施策小項目

①個人住民税は、納税相談を行うとともに
未申告者の解消や特別徴収の推進に努
める。
②軽自動車税、固定資産税は、課税客体
の異動処理を確実に行っていく。
③固定資産税については、適正に評価の
見直しを行い、納税者の個別相談に丁寧
に応じる他、適切な税制度の運用を図る。
④家屋の新増築や滅失の情報把握をし、
漏れなく評価を行う。
⑤税に関する情報を広報誌やホームペー
ジなどで随時広報する。
⑥個人住民税、法人住民税、固定資産税
（償却資産）において、eLTAXにより適期
に申告データや異動データの送受信を行
い、適正な賦課に反映させる。
⑦軽自動車税は、J-LISから情報を電子
データで受取り、適正な異動処理を行う。
⑧小中学生に対し租税教育を進めるた
め、ポスター、作文の募集と租税教室を実
施する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①普通徴収、特別徴収の納税通知書発送直後から、税
額や徴収方法に対する疑問について電話や窓口、訪問に
より、納税義務者が納得するよう説明した。
②軽自動車税、固定資産税については、異動届や廃車届
出等の処理を適宜行い、課税に反映させている。
③固定資産税については、特に宅地の評価額の見直しを
行い、納税通知発送直後は、多くの問合せやクレームに
対応した。
④新築家屋の家屋評価や滅失等の現地確認を行った。
上半期については、新築の家屋60軒のうち31軒の評価が
完了している。
⑤税に関する説明会や家屋評価等の記事を随時広報に
掲載できた。
⑥eLTAXにおいて所得税申告や電子給報、法人税申告、
償却資産の申告データを受信し、遅延なく取り込んだ。
⑦J-LISから送付された軽自動車の異動届データ約2,500
件について適正に処理した。
⑧中学生に税に関する作文を依頼し(税務署と合同)、小
学生には租税教育の一環としてポスターの作成を依頼し
た。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①２月から３月にかけて所得税の確定申告と並行し住民税の
納税相談を行い平成３１年度の適正な課税に努めた。
②軽自動車税、固定資産税ともに３０年度賦課分について廃
車及び異動の処理を適正に行った。
③評価基準の見直し(33年評価替に向けて)をコンサルタントと
連携して行い、予定した工程までは達成した。過去からの課
税の誤りについて発覚した時点で更正計算を行い納税者に謝
罪するとともに過不足する税額については随時賦課・還付等
の処理を行った。
④新築家屋60軒は年度末までに現地確認が完了する見込
み。新年度の適正な課税に向け準備をした。
⑤税に関する説明会や家屋評価等の記事を随時広報に掲載
した。
⑥eLTAXにおいて法人税申告、償却資産の申告データを受信
し、遅延なく取り込んだ。住民税については過年度の修正申
告についてeLTAXで取り込めないデータがあり還付や随時賦
課が遅れた案件が複数あった。
⑦J-LISから送付された軽自動車の異動届データ約2,500件に
ついて適正に処理した。
⑧12月３日開催の租税教育推進協議会において「税に関する
作文」中学生２名と「税に関するポスター」小学生１２名の入賞
者に表彰を行った。また、アピタ高森店、えみりあ、県飯田合
同庁舎でポスターの展示を行った。

・個人・法人住民税においては申
告の受付や国税連携の入力処
理、固定資産税においては評価か
ら課税計算に至るまでより一層の
チェック体制の確立が必要であ
る。

・RemasやeLTAXシステムの適正
利用についてノウハウの確立が必
要である。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①所得の算定・控除についての疑義
が多く、申告相談前に広報やCATV
で細かくて説明していく。
②継続して取り組んでいく。
③土地、建物、償却資産ともに過去
の課税についてチェックを行い、誤り
がある時は時効前まで遡及更正し、
納税者に対しては理解を求めてい
く。
④今後も計画的な新築家屋の評価
や滅失届の処理を行っていく。
⑤住民税の課税の仕組について住
民の理解が浅いため、広報等で説明
の機会を設ける。
⑥eLTAXについてシステムのノウハ
ウや知識が充分でないため研修会
等積極的な参加が必要である。
⑦今後も異動データの正確な処理を
心掛ける。
⑧小学生、中学生とも税に関する理
解が浅いため、税務署とも連携して
租税教室を開催する必要がある。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①今後も期限後申告や修正申告による更正計算につい
ては所得、控除とも適正に行い、課税額の問合せや苦情
については遅延なく対応していく。
②異動届については新年度課税基準日までには洩れなく
処理し、平成31年度課税に向けて準備を進める。
③評価基準の見直し(3ヶ年の1年目)をコンサルタントと連
携して進めるとともに、適切な課税について運用を行って
いく。
④下半期は、新築家屋の完成に伴う家屋評価を随時実
施していく。
⑤確定申告に向けて事業所向けの説明会(税務署主催)
や申告相談会の日程を適宜広報やＨPに掲載していく。
⑥各税目とも適正な課税を行うため、定期的にeLTAXに
より申告データの受信や特徴データの送信を行い、課税
データの更正を行っていく。
⑦J-LISから送付される軽自動車の異動届データについ
て今後も遅延なく処理していく。
⑧租税教育推進のため、小中学生の「税に関する作文」
や「ポスター」の優秀作品を租税教育推進協議会におい
て表彰する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

○取り組みによる効果
　平成３０年度の賦課について概ね適正に処理し、過去の
課税についても誤りが発覚した場合は速やかに対応する
よう心掛けてたことで適正な賦課ができた。
　また、課税計算において、個人住民税については確定申
告書の担当者相互間の確認作業を行い、固定資産税に
ついては固定資産税担当者双方による更正計算書の二
重チェックを行ったため、課税の誤りを最小限度にとどめ
ることができた。

○実施できなかった事由とその理由
　個人住民税の当初課税における国税データ連携におい
て税務署からのデータ入力に誤りがあったため、その後の
作業に影響を及ぼした。
　また、３月から４月にかけてスタッフ総出で入力作業を行
うが、件数が多いため二重のチェックをしている時間的な
余裕が無かった。
　確定申告においては、控除等の変更点について住民の
理解が浅く、その理由としては広報やＣＡＴＶ等による周知
不足が挙げられる。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標1 町税の適正な課税と賦課環境の整備

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり(自治体経営)

健全な財政運営

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 住民税務課

標題 担当係 徴収係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①督促状は、法令に基づき計
画的に発送する。
②⑤中期未納者に対し、分納
誓約、年金差押(本人誓約済
み)、決算までの分納誓約と交
渉を進める。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①引き続き、法に基づき督促状を送付する。
②滞納者に対し、分割納付による未納額の年度内
収納を勧める。
③④滞納繰越分は、滞納者と交渉する中で、継続
債権（給与・年金）による滞納処分を進める。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

○徴収対策の強化
①督促状を送付する事により収納率を高めるととも
に、納税意識の高揚につながった。
②滞納者に対し分割納付による収納に努めたが、
収納完了期間が長期化している。
③④給与、年金の差押えにより収納率向上につな
がった。
④他市町村と連携し、収納ができた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①納期の翌月に督促状を発送し、短
期未納の早期解消を図る。
②中期・長期の滞納者には、生活実
態・滞納理由を把握するとともに、納
税誓約を勧め、年度内の分割納付に
よる未納の解消を図る。現年度分の
年度内納付を行うと同時に解消でき
る分納誓約を行う。
③滞納繰越分の減少に努めるととも
に、現年度分は収納率100％とするよ
うに取り組む（H28年度実績99.2%）。
④分納誓約後の誓約者管理を徹底
する。誓約不履行者には毎月不履行
通知を発送し、納税交渉、財産調査、
滞納処分を実施する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①督促状の発送は、法に基づき実施した。
②中・長期滞納者は、実態調査、財産調査、現年度
分の年度内納付を行うと同時に、解消できる分納
誓約を進めている。
③滞納繰越分は、財産調査（給与・年金・預貯金）
を実施し、滞納処分を実施している。
④分納誓約者には、毎月不履行の場合、不履行通
知を発送し、その後、差押予告書を発送した。その
後、収納がない場合は、滞納処分を実施している。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①計画通り督促状を発送し、納税を促した。（発送
件数　3,437件）
②中期滞納者については、決算期までの分納誓約
を基本とし係内で再認識し、交渉を進めている。（誓
約件数　52件）
③町外未納者については、各市町村に実態調査を
行った。（137件発送）
④4月から新たに滞納整理班の編成をし、現年分を
中心に滞納整理を実施し、分納誓約者に現年分支
払を進めた。

②分割誓約書により定期的な
収納は出来ることになったが、
収納完納期間が長期化してい
る。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標2 町税の収納率の向上（徴収対策の強化）

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり(自治体経営)

健全な財政運営

H30 住民税務課 2



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 住民税務課

標題 担当係 徴収係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

⑤分納誓約者に対し、不履行
通知の発送。差押予告通知の
発送。給与・預貯金・年金・生
命保険等の調査。
⑥課内の収納会議、税・料金
の滞納状況の収納会議の開
催、連携。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

⑤⑥毎月の課内収納会議を引き続き開催し、収納
状況を報告する。収納班による集金をこのデータ等
に基づき実施する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

毎月の課内収納会議や税・料金収納対策会議を開
催することで、収納・滞納状況について各課で情報
共有ができた。また、各班による戸別訪問の結果、
滞納整理の進捗管理を適切に行うことができた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

⑤毎月の収納対策会議にて収納状
況や情報を整理し、収納方法及び滞
納整理の方針を検討する。また、各
課(担当者)との情報交換、各税・料金
の滞納整理を連携して実施する。
⑥収納班を3班編成し、毎月の戸別
訪問により自主納付の督励と滞納額
の圧縮を図る。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

⑤毎月の課内収納会議にて、前月末時点の収納
額、収納率を報告した。また、各税目ごと収納状況
を把握して、収納方法を検討した。
⑥課内の収納班（３班）により、毎月、割り当ての地
区を臨戸訪問し、滞納整理を実施した。現年度分の
集金を中心に実施し、過年度分がある場合には現
年度分と合わせて集金を実施した。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

⑤分納誓約期限から時効対象者を抽出し、再誓約
を行った。（不履行通知発送　128件。差押予告発送
95件。年金差押10件（本人承諾済））
各調査（給与調査　51件、預貯金調査　72件、年金
照会　2件、相続放棄関係調査　2件）を実施し、過
年度滞納分の分納、滞納処分を実施した。
⑥毎月、収納会議を開催し、訪問時の世帯状況等
の情報を共有した。保健福祉課・環境水道課・住民
税務課にて税・料金収納対策に向けた収納会議を2
回開催し、収納対策・滞納金額等の把握をしたこと
で、滞納整理時に課をまたいだ連携を図ることがで
きた。

引き続き、課内、庁内の滞納
状況の情報共有及び収納の
取り組みについて連携を図る
必要がある。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標3 町税の収納率の向上（収納対策会議と効果的な集金）

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり(自治体経営)

健全な財政運営

H30 住民税務課 3



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 住民税務課

標題 担当係 徴収係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

③⑧町外未納者は、実態調査によ
り所在等を把握し、給与・預金調
査により分納誓約し、預貯金差押
を実施する。滞納者の差押可能額
が減少する中、継続債権(給料・年
金等)を少額でも継続的に差押を
実施する。
④⑥⑦毎月の滞納整理(臨戸訪
問、電話折衝、集金)を適正に行
い、短期・中期未納者は分納誓約
を実施する。
⑧県徴収対策室（地方税法第48
条関連）と連携し、町県民税及び
その他税目の併任収納をする。
⑨H31年度は、県滞納整理機構に
4件依頼する予定。
⑩町単補助事業等の助成制限に
より滞納解消を図る。
⑪研修会に積極的に参加し知識を
蓄え、人脈を作る。他市町村とより
一層の連携を図る。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

⑦10月に警告書、11月に差押予告を発送予定。極
力自主納付を促し、納税の習慣を促す。
⑧県税事務所と連携し、協働徴収及び現地調査な
ど実施する。
⑨県機構に移管した案件に関し、適宜情報提供を
行う。
⑩補助金対象者の税未納者チェックを継続的に行
う。
⑪１０月～１１月に開催される研修会に参加する予
定。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

⑦毎月の滞納整理(臨戸訪問、電話折衝、集金)に
より、一定の効果があり、短期未納者は完納、中期
未納者は分納誓約及び完納となった。
差押え警告書、差押え予告を発送することにより、
自主納付を促すことができた。
⑧県税事務所と連携し、協働徴収、財産調査を実
施した。
⑨県滞納整理機構に移管した６件について、情報
提供を行うことができた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

⑦滞納繰越をした未納者に対し、段
階的な警告通知により納税勧奨を行
うとともに、所在・財産調査、滞納処
分を実施する。
⑧県税事務所(徴収対策室)との協働
滞納整理(地方税法第48条関連：町
県民税に限る)により困難な案件に対
して折衝を行う。
⑨長野県滞納整理機構に困難案件
を移管し未納額の解消を図る。
⑩町単補助事業等の助成制限により
滞納の解消を図る。
⑪県および滞納整理機構主催の徴
収事務研修に参加し、職員のスキル
アップを図る。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

⑦滞納繰越の未納者には、４月に警告書、５月に
差押予告を発送した。６月に実態調査、財産調査な
ど行い、滞納処分を実施している。
⑧県税事務所との協働滞納整理は、県と移管予定
者の打合せをし、移管予告書を発送した。県税事務
所に4件移管をし、順次実施している。
⑨今年度、県地方税滞納整理機構には、７件（うち
３件は継続案件）を移管した。
⑩町単補助事業等の助成制限により滞納解消はさ
れている。
⑪職員のスキルアップのため、研修会に参加した。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

⑦4月より滞納整理を実施した。（臨戸訪問277件、集金額
577千円）
⑧町外未納者の在住市町村へ実態調査を行った。（131
件）また、町内在住者に対する預貯金調査を実施した。
（72件）
県税徴収対策室（地方税法第48条関連：町県民税）に6月
付で4件移管した。（うち2件は完納、1件分納中、1件は執
行停止判定となり返還。）
⑨県滞納整理機構と4月にH29年度分をヒアリングを行
い、6月1日付で7件移管した。（うち4件完納、3件は継続執
行停止判定となり返還。）
H29年度移管分は、3件が継続、3件が返還であった。給与
差押は、2件が継続中である。
給与・預貯金の差押をした。（106件、2,754千円、年金差押
10件。）
⑩町単独補助事業等との連携を実施した。また、助成制
限により税等滞納の解消を図った。
⑪県及び機構等が開催する会議・研修会に積極的に参加
し、知識と人脈作りを深めた。

⑦滞納処分において、実態調
査を行い預貯金の差押えを
行っているが、滞納者の差押
え可能な預貯金が減少してい
る。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標4 町税の収納率の向上（悪質滞納者への対処）

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり(自治体経営)

健全な財政運営

H30 住民税務課 4



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 住民税務課

標題 担当係 徴収係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

⑫4町村において、最終的な事
務打ち合わせ、ネットワーク関
係、コンビニ関係を含め、庁内
環境水道課、総務課会計室と
の密な連携が必要となる。
⑬オフィスバンク２１を利用した
金融機関との振替業務は順調
に実施。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

⑫３町村と㈱電算との詳細の詰めが始まる。また、
平成31年度より予算計上し、システム改修等を含
め、順次進めていく予定である。
⑬引き続き振替業務の効率化に努める。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

⑫３町村（松川町・高森町・喬木村）にて、コンビニ収
納の共同導入に向けて検討会を実施した結果、平
成31年1月に阿智村が参入する運びとなった。
また、平成31年度に予算化し、平成32年度（4月1
日）より事業実施に向けて進めていく方向性を確認
することができた。 ⑧

課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

⑫納税者の就労環境変化に対応し
た、２４時間納付のできるコンビニ収
納等新たな納税方法を３町村（松川
町・高森町・喬木村）にて実現に向け
て検討を行う。
⑬オフィスバンク21（定期振替分デー
タ伝送ソフト）を利用した各銀行との
振替業務の効率化を図る。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

⑫現在、３町村（松川町・高森町・喬木村）にて、平
成32年度よりコンビニ収納本格実施に向け、検討
会を開催し、進めている。これまで検討されていな
かった料金（後期高齢・介護保険料）についても、同
時導入の検討を始めている。
⑬オフィスバンク２１を利用した金融機関との振替
業務は順調に実施している。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

⑫現在、３町村（松川町・高森町・喬木村）にて、平
成32年度よりコンビニ収納本格実施に向け、検討会
を開催し、進めている。これまで検討されていなかっ
た料金（後期高齢・介護保険料）についても、同時導
入の検討を始めている。
⑬オフィスバンク２１を利用した金融機関との振替業
務は順調に実施した。

コンビニ収納の導入を行うこと
で、収納率の向上に努める。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標5 町税の収納率の向上（納税環境の整備・研究）

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり(自治体経営)

健全な財政運営

H30 住民税務課 5



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 住民税務課

標題 担当係 住民係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

・改訂後の「窓口サービスアッ
プ実践マニュアル」を生かし、
接遇向上に繋げていく。
・証明書のコンビニ交付につい
て、システムの共同利用型で
の導入に向け、必要な準備を
行う。
・マイナンバーカードの普及に
繋がるような新たな取り組みを
行う。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①④⑥引き続き、窓口利用者の待ち時間の短縮と
接遇の向上に努める。
②③「窓口サービスアップ実践マニュアル」の改定
を総務課と一緒に進め、窓口接遇の向上に努め
る。
⑤コンビ二交付について平成31年度実施に向けて
関係町村と内容を検討し進めていく予定である。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

お客様の用件を的確に把握し、迅速に担当課へ案
内することを意識し、積極的にお客様に声掛けをし
たことで、スムーズに動いていただけるような流れを
作った。また、「窓口サービスアップ実践マニュアル」
の改訂について、総務課と一緒に取り組んだ。証明
書のコンビニ交付については、松川町・高森町・阿
智村の3町村でシステム共同利用型での導入につ
いて検討を重ね、来年度の運用開始に向けて一定
の方向性を見出した。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○窓口利用者の待ち時間の短縮と
接遇の向上。
①諸証明の発行について迅速に対
応する。
②利用者に対し、親切・丁寧な対応
を行うため接遇能力の向上を図る。
③総合窓口として、関係する課・係へ
の案内を行う。
④土曜日窓口、月曜日延長窓口を開
設し、時間外の対応を行い利便性を
高める。
⑤支所業務の効率化を図る為民間
委託を含めて研究する。
⑥通知カード及び個人番号カード発
行交付事務を迅速かつ正確に行う。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

○窓口利用者の待ち時間の短縮と接遇の向上。
①窓口業務を３人体制で行い、混雑時は他の職員
がヘルプに入るなどして迅速な対応を心掛けた。
②③正面玄関からいらっしゃるお客様や、立ち止
まっておられるお客様に声をかけ、ご用の課への案
内を積極的に行っている。
④土曜窓口、月曜日延長窓口を開設し、利便性の
向上を図った。
⑤コンビニ発行の研究をすすめている。
⑥通知カード及び個人番号カード発行交付事務に
ついて、正確な処理を行った。（9月末現在833件交
付）。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

○窓口利用者の待ち時間の短縮と接遇の向上。
①証明書発行などの窓口対応について、混雑時は
窓口以外の職員もヘルプに入りお待たせすることの
ないよう努めた。
②③積極的にお客様に声掛けをすることで、スムー
ズに動いていただけるような流れを作ることできた。
④土曜日窓口、月曜日延長窓口を開設し、時間外
の対応を行い利便性を高めることができた。
⑤証明書のコンビニ交付について、松川町・高森
町・阿智村の3町村でのシステム共同利用型という
形で、来年度の特別交付税の期限を見据え、運用
開始に向けて検討を行った。
⑥通知カード及び個人番号カード発行交付事務を
迅速かつ正確に行った。（2月末現在870件交付）

コンビニ交付の導入実施に向
けて検討を進める。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標6 住民窓口サービスの向上

総合計画の
位置付け

住民に身近で効率的な役場づくり(自治体経営)

効率的な行政経営

H30 住民税務課 6



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 住民税務課

標題 担当係 住民係

施策大綱

施策小項目

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○消費者被害防止のための啓発活
動
①消費者被害を未然に防ぐために、
広報誌などで情報提供を積極的に行
う。
②消費者の会の活動を支援し、連携
して学習会を開催する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

○消費者被害防止のための啓発活動
①消費者被害を未然に防ぐために、消費者の会会
員による音声告知放送や、「くらしマル得情報」など
の広報誌を組合回覧するなどし、啓発活動を行っ
た。
②消費者の会の活動（総会・視察研修・講演会出
席など）を支援した。１月に予定されている学習会
に向け、役員会で打合せを行った。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

○消費者被害防止のための啓発活動
①消費者被害を未然に防ぐために、音声告知放送
などを使い、被害が予測される案件については迅速
に対応した。また、平常時においても、消費者の会
会員より消費生活に関する情報などを定期的にお
知らせした。その他、「くらしマル得情報」などの広報
誌を組合回覧するなどし、啓発活動を行った。
②消費者の会の活動について、自主的な運営が持
続するよう事務局としてサポートを行い、総会、視察
研修、学習会などの事業を計画どおり行った。

新手の詐欺が行われるなか、
被害防止に向けて啓発に取り
組んでいく。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

今後も消費者被害を未然に防
ぐために、音声告知放送やパ
ンフレットなどを使い、消費者
への情報提供を行っていく。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①引き続き消費者被害を未然に防ぐための啓発活
動を行う。
②１月に予定されている消費者の会学習会に向
け、準備や連絡調整を行う。また、年度末に向け
て、役員の引継ぎや会報の発行などについて、定
期的に役員会を開催し進める。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

詐欺被害等の兆候があったときは、内容によって総
務課や保健福祉課と連携し情報共有を行った。有
線放送で注意を促すなどし、被害が発生しないよう
情報提供を行ったため、その後被害が拡大する動
きは認められなかった。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標7 消費者保護の推進

総合計画の
位置付け

交通事故や犯罪のない安心・安全づくり（交通安全・防犯・消費者保護）

消費者保護対策の推進

H30 住民税務課 7



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 保健福祉課

標題 担当係 保健予防係

施策大綱

施策小項目

①-1　特定健診受診率60％、特定保
健指導率70％を目指す。
①-2　特定健診受診後の結果説明
会を毎月実施する。
①-3　医療受診者で生活習慣の改善
が必要な74人に対し、かかりつけ医
と連携して保健指導を行い、実施率
70％を目指す。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①－1　未受診者対策として、電話や戸別訪問を実
施し受診率は8月末で27.8％（前年同月受診率：
30.9％）。特定保健指導の初回面談は100％終了。
①－2　毎月、健診受診者に健診結果説明会を実
施しており、出席率は41％。
①－3　重症化予防の取り組みとして、健診結果に
基づき、医師と連携し、21名に保健指導をした。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①－1　未受診者に対し、はがきや訪問による受診
勧奨を実施した。受診率はH31年3月28日現在で
57.2％となっていて、今後医療機関等からの報告と
併せて集計される。Ｒ元.10での確定値では昨年同
様60％の受診率に達する見込み。特定保健指導も
初回面談は100％終了している。
①－2　毎月健診結果説明会を実施し、参加率はＨ
31.3月末で45.4％。保健師・栄養士がそれぞれの結
果を読み取った上で、受診者に対し必要な指導を行
い、生活習慣病等の早期発見・予防に努めている。
①－3　医療受診が必要な53人に対し、受診勧奨や
医療の同行訪問等で関わり、目標実施率71％とな
り目標を達成した。

・高額医療費の分析を行い、
心筋梗塞等の心臓疾患を発症
させない二次健診体制の整備
が必要。
・かかりつけ医と専門医との調
整がスムーズにつながらない
ケースが見受けられる。飯田
医師会との話し合いなどにより
連携強化を図る必要がある。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

・健診の結果提出者や個別健
診受診者に対し、電話や個別
訪問による積極的なアプロー
チを行うことにより保健指導を
徹底し、生活習慣病の改善に
つなげる。
・上記の者に対し、保健指導が
徹底できていないことから、専
任保健師による保健指導を実
施する。
・医療受診勧奨者の受診確認
を、毎月実施する。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①－1　前年の受診率を上回るよう、受診勧奨通知
とともに、未受診者担当保健師を中心に自宅訪問
を実施する。また、特定保健指導では、受診後の結
果説明会が初回面談となるため、チャンネルYOU、
個別通知を活用し、説明会への出席を促す。欠席
者に対しては、個別訪問によりフォローする。

①－3　かかりつけ医との連携は有効であることか
ら、連絡を密に取り合い保健指導率70％を目指す。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

・特定健診の受診率向上及び特定保健指導の実施
率向上により、疾病等の早期発見、重症化予防に
つながっている。
・疾病等の早期発見、重症化予防により一人当たり
の医療費は県下でも低い水準で推移している（医療
費指数：全国を1とした場合、当町は0.838で県下66
／77位）。また、これにより国保税についても平成31
年度当初予算では平成30年度と同様の水準を維持
している。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標1 医療費の抑制（①特定健診の受診勧奨と、受診後の保健指導の徹底）

総合計画の
位置付け

健康で暮らし、安心して医療が受けられるまちづくり

健康まつかわ21の推進

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

H30 保健福祉課 1



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 保健福祉課

標題 担当係 保健予防係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

・地域活動支援センター“あす
なろ”と連携して、栄養指導な
どの健康教室を引き続き実施
していく。
・地域活動支援センターを、平
成31年度から機能強化型Ⅲ型
へ移行することから、指導員の
体制も確保できることとなっ
た。特にうつ病への対応につ
いて取組みを強化していく。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

②－1　11月5日に今年度第2回目の関係機関連絡
会を開催し、『自殺対策基本計画（素々案）』を示し
意見聴取する。12月定例会中に、常任委員会、全
協で素案を示し、パブリックコメントを経て、年度内
の策定を目指す。

②－3　これまで専用電話の活用がないことから、
周知不足も考えられる。通知により、周知を図りた
い。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

・自殺対策基本計画の際に把握した実態より、自殺
対策や精神保健に関する課題が整理できた。その
ことから、今まで関われなかった方に対しても相談
事業を実施できた。
・関係機関との連携体制が確立できたことから、相
互が連携して相談業務を行うことが、これまで以上
に可能になった。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

②-1　関係機関と連携して自殺予防
対策の計画を年度末までに策定す
る。
②-2　こころの相談窓口との情報交
換を月1回を行う。
②-3　こころの相談窓口の電話番号
カードを自立支援医療受給者や学校
を通じて10月までに配布する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

②－1　6月28日に関係機関連絡会を開催し、「町の
自殺の現状」、「自殺予防推進体制」とともに、関係
機関の取り組み状況を聴取した。現在、『自殺対策
基本計画（素々案）』を作成中。
②－2　旧北名子保育園に設置してある、「こころの
相談窓口」との情報交換を福祉係とともに毎月1回
実施しており、来訪者についての情報共有を図って
いる。（来訪者：延6人／月）
②－3　6月の関係機関連絡会において、各学校の
養護教諭に電話番号カードを全て配布した。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

②－1　6月と11月に関係機関連絡会議を開催し、
町の現状と課題を整理して自殺対策基本計画につ
いて意見聴取した。これに基づき策定した計画案に
ついてパブリックコメントを実施、議会の協議を経て
平成31年3月に策定できた。
②－2　こころの相談窓口に7件の相談があった。ま
た、“あすなろ”利用者に対し、2回栄養指導を行い
健康づくりについて取り組んだ。精神保健福祉手帳
の取得者について、その状況を分析しながら、相談
支援を福祉係とともに行った。
③－3　電話番号カードを学校以外にも自殺関係機
関連絡会で配布した。

・相談しやすい体制の整備（窓
口設置等）が必要。
・自殺対策には学校との連携
が重要であることから、現段階
では体制的に丁寧に関われて
いない。専門職の配置も検討
する必要がある。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標2 医療費の抑制（②こころの健康への取り組み）

総合計画の
位置付け

健康で暮らし、安心して医療が受けられるまちづくり

健康まつかわ21の推進

H30 保健福祉課 2



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 保健福祉課

標題 担当係 保健予防係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

・受診率向上のため年度途中
においても個別はがきを郵送
する。
・歯周病と全身の病気の関連
性について町民に周知するた
め、5月に開催予定の健康推
進委員会議等で話題として取
り上げるなどして、周知に力を
入れていく。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

③－1　今年度初めての試みで、歯科検診の重要
性が認識されていないことが受診者が伸びない要
因と考えられる。再度広報により周知するとともに、
個別のはがき通知により、受診率の向上を図る。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

③－1　H31年2月末の受診率HbA1c6.5％以上者
（国保特別会計分）受診率は12.46%で、年齢対象者
（一般会計分：40歳・50歳・60歳・70歳）受診率は
12.5%だった。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

③-1　年齢対象者（40歳：139人、50
歳：163人、60歳：172人、70歳：215
人）及びHbA1c6.5以上者（75人）に実
施し、年齢対象者30％、HbA1c6.5以
上者50％の受診率を目指す。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

③－1　今年度の対象者に対し、受診券を6月初旬
に送付するとともに、広報まつかわで周知した。Ｈｂ
Ａ１ｃ6.5％以上対象者（国保特会）：3.1％、年齢対
象者（一般会計）：5.6％の受診率。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

③－1　11月の松川町医歯会、1月の健康を考える
集会において歯周病健診についてを議題として取り
上げることにより、周知不足を補った。

・今年度初めての取り組みで
あったため、周知不足や町民
の意識の底上げが足りず、目
標の受診率に届かなかった。
周知方法に課題が残った。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標3 医療費の抑制（③歯周病予防検診の実施）

総合計画の
位置付け

健康で暮らし、安心して医療が受けられるまちづくり

健康まつかわ21の推進

H30 保健福祉課 3



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 保健福祉課

標題 担当係 地域包括支援センター

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

・認知症患者の行方不明をう
けて近隣自治会で話し合いが
始まった。オレンジ推進員を中
心に地域に出向いて、更なる
啓発活動を行うとともに、地域
でできること、行政がやるべき
ことを明確にしていく。
・地域のなかで見守るという観
点で、模擬訓練を実施するた
めの体制づくりについて研究を
始める。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①-1　高校生向け認知症サポーター養成講座を年
度末に控えている。
①-2　協力者を郵便局等ルート配送事業者等へ拡
大する。利用登録者については、上記に加えオレン
ジカフェ利用者へ案内をする。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

・認知症サポーター養成講座の受講者は着実に増
えており裾野の拡大は着実にできている。
・おかえり協力隊の利用者登録は2名だが、介護す
る家族に安心を提供することができた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①認知症対策への取り組み
　①-1　オレンジ推進員を中心に、出
前講座など地域での認知症普及啓
発を行うとともに、早いうちからの認
知症理解として、小中高生向けの認
知症サポーター養成講座を開催し、
受講者数150人を目指す。
　①-2　地域支援体制の構築と介護
者の負担軽減を図るため、「高齢者
等見守り・徘徊ＳＯＳネットワーク事業
（おかえり協力隊）」を実施し、登録者
数20人、協力者50事業所を目指す。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①-1　オレンジ推進員による出前講座：2自治会50
名、小学生向け認知症サポーター：130名、この他
事業所（飯田信用金庫）：10名が受講し、目標とす
る受講者数は確保した。
①-2　協力者として民生児童委員、包括職員等22
名登録済。利用登録者については、居宅介護支援
事業所等へ利用者訪問等において、「高齢者等見
守り・徘徊SOSネットワーク事業」の説明・登録等の
案内をしていただくよう依頼した。9月末の登録者は
0名。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①-1　認知症サポーター養成講座（下半期）：自治
会11名、高校生105名、計115名。今年度254名、累
計2,016名。包括機関紙「きずなだより」で開催希望
案内を3回掲載した。
①-2　協力隊22名、利用者登録2名。包括機関紙に
2回掲載し利用を呼び掛けた。

・地域力に格差がある中で、ど
う地域を巻き込んでいくか。
マークをつける等、家族が同
意すればという案もあるが、認
知症患者の権利擁護と人権尊
重の問題もあり慎重な検討が
必要。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標4 高齢者福祉サービスの推進

総合計画の
位置付け

支え合い、認め合う福祉のまちづくり

福祉サービスの充実

H30 保健福祉課 4



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 保健福祉課

標題 担当係
高齢者係／地域包括支援セン

ター

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

・対象者に対しては、6割以上
を目標に参加を促していく。欠
席者へのアプローチを含め実
施率100％とする。
・65歳は年齢的にも若い世代
であることから、押し付けでは
なく興味を引くような内容でア
プローチする。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①-2　65歳は勤務者が多いため、目標とする参加
率には若干届いていない状況。開催方法の研究も
必要だが、自宅訪問により、個々に詳細な説明が
できているのも事実。社保加入者に関わりが持てる
ことも大きなメリット。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

・65歳到達者については今年度初めての取り組み
であった。国保以外の者に関わることができ、保健
指導の貴重な機会となった。
・これまで75歳到達者に対しては制度説明と口座振
替の推進が主な内容であったが、総合健診受診率
の差が大きくなる節目の年齢であり、その重要性を
啓発する機会とすることができた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①第7期介護保険事業計画初年度に
おける計画的な事業推進
　①-1　65歳に到達する新たな第1号
被保険者に対し、介護保険制度の説
明会を月1回開催する。開始時期は
本算定後7月とする。
　①-2　地域包括支援センター保健
師と連携し、健康管理を促す。対象
人数157人に対し、参加率60％を目
指し、定着を図る。
②後期高齢者医療被保険者に対す
る制度説明会の開催
　②-1　医療費抑制と介護予防を目
的に、地域包括支援センター保健師
と連携して、健康に留意する機会とし
た説明会とする。
　②-2　説明会を月1回開催し、対象
者180人に対し参加率80％を目指
す。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①-1　65歳到達者へ介護保険制度説明会を8月か
ら毎月5日前後に実施。
①-2　65歳のため勤務者が多く、参加率は58.6％。
説明会では、介護保険料の口座振替推進、包括支
援センター保健師による介護予防の説明、65歳到
達により利用できるその他の制度（コミカフェ案内、
町内バス利用案内、免許返納等）についても周知し
た。欠席者へは、保健師が自宅へ出向き、制度と
予防の話を直接することができている。
②-1　後期高齢説明会は毎月25日前後に計画どお
り実施。制度説明とともに後期高齢者医療の保険
料口座振替の推進ができた。また、包括支援セン
ター保健師より、医療予防とともに介護予防につい
ての説明を実施した。保健師への個別の相談にも
つながっている。
②-2　参加率79.7％。欠席者へは、保健師が自宅
へ出向き、制度と予防の話をしている。

①②とも欠席者に対し、訪問により実質100％説明
を行っている。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①-1、2　地域包括支援センター保健師と連携し、65
歳到達者に対し、介護保険制度、口座振替の推進
のほか、保険料や認定率、介護予防について、集
団学習の場とした。出席率は50.3％（72／143名）
で、欠席者には後日訪問により全員（実質100％）に
対して説明を行った。
②-1　今年度より、地域包括支援センター保健師と
連携し、集団学習を併せて実施した。参加率は
74.4％（122／164名）であったが、欠席者には後日
訪問により全員（実質100％）に対し説明を行った。

・65歳到達者は現役で働いて
いる世代でもあり、比較的出席
率が低い傾向がある。制度を
定着させ、なるべく集団学習に
参加させていく工夫が必要。
・介護保険制度の資料につい
て、量が多いなどの課題があ
る。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標5 介護保険事業と後期高齢者医療の健全な運営

総合計画の
位置付け

支え合い、認め合う福祉のまちづくり

福祉サービスの充実

H30 保健福祉課 5



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 保健福祉課

標題 担当係 福祉係

施策大綱

施策小項目

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①児童等（高校生年齢相当まで）福
祉医療費の現物給付化への対応
　①-1　平成30年8月診療分の開始
に伴い、広報6月号及び7月号にて周
知を行う。
　①-2　対象者（1,905人）への新受給
者証の送付を7月23日までに行う。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①-1　広報6月号及びお知らせカレンダー7月号に
記事を掲載。周知を行った。
①-2　7月23日までに対象者（1,923人）へ新受給者
証の送付を行った。これまでのところトラブル等は
発生していない。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①-1　広報6月号及びお知らせカレンダー7月号に
記事を掲載。また児童手当現況届の際、チラシの同
封・窓口での説明を行い周知した。
①-2　7月23日までに対象者（1,923人）へ新受給者
証の送付を行い、引き続き出生、転入等新規対象
者への対応を行った。

・児童等に限らず、ひとり親家
庭や重度障がい者等について
も現物給付化への要望があ
る。また、個人負担300円の無
料化を希望する声もあるが、こ
れについては国保ペナルティ
への負担等新たな財政負担が
生じることから、財政係とも協
議していく必要がある。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

・出生、転出入時等の制度説
明の実施。
・県内の市町村によって取り組
み方法に相違があるため、特
に転出時、受給者証の回収を
徹底し、転出後に当町の受給
者証を利用しないよう説明を行
う。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①　業務完了しているが、引き続き利用方法や、新
規利用者への説明・対応を行っていく。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

・現物給付化による医療費の上昇は見られなかっ
た。また、使い勝手等について直接ご意見をいただ
く事はなかった。
・新規手続等説明の際、自己負担300円に対しての
反応は好意的であり、医療へのかかり易さという点
では一定の効果が出ている。 ⑧

課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標6 福祉施策の充実と推進

総合計画の
位置付け

次世代の担い手を育てる環境づくり

子育て世帯への経済的支援

H30 保健福祉課 6



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 産業観光課

標題 担当係 農林係

施策大綱

施策小項目

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標1 地域の特色を活かした魅力ある農業づくり（農業委員会）

総合計画の
位置付け

地域の特色を活かした農業づくり（農地/鳥獣害防止）

魅力ある松川町農業の振興／鳥獣被害防止対策の推進

①農業委員・推進委員による取り
組みを引き続き実施。31年度は任
期満了による改選もあり、後任者
への引き継ぎを滞りなく実施する。
広報活動として、2か月に1回掲載
することで、情報発信を充実し、無
断転用の発生を防ぐ。
2つの地域で人農地プランを策定
予定。

②引き続き、みらいへの相談員配
置で、遊休農地の発生を防ぐ。

③ふれあいガーデンの希望者の
動向を見て、通常の下限面積の引
き下げも視野に入れ検討を行う。

④農地を持たない住民の皆さんに
関心を持ってもらえるよう、1人1坪
農園（ふれあいガーデン）の推進を
行い、遊休農地の解消を進める。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①農地パトロールの情報、12月に農業経営についてのア
ンケートを実施し、1月回収予定の情報、この2つをシステ
ム入力し、次年度からの人・農地プランの話し合いのため
の資料とする。

②引き続き、相談業務を行い、マッチングを行っていく。増
野地区での人・農地プラン策定のための話し合いが2回目
以降を続けていき、中心となる経営体の法人化など支援
していく。

③必要な情報を入手し、下限面積の引き下げが必要かど
うか話し合いを進める。

④具体的な遊休農地対策を検討したい。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①全筆調査(1,384ｈａ）を実施したところ、235.4haの遊休農
地を確認できた。46筆（4.9ha）について所有者への利用意
向調査の回答により、みらいの農地推進委員につなぎ、
農地の貸し借りについてマッチングを行うことができてい
る。
農地の所有者前2,183件にアンケートを発送したところ、
664件の回答を得た。今年度は5回の話し合いとアンケート
結果をもとに、増野地区での人農地プランを策定すること
ができた。

②農地売買支援事業による売買（13件18,885㎡）、円滑化
事業による賃借（41件74,937件）及び農中間管理事業によ
る賃借（37件79584件）を実施した。カブちゃん解約農地
14.8ｈａのうち8.6haが、貸付先が決定し、1.2haは自己管理
となった。残り4.1haが未定である。

③5月.6月に検討したものの、希望も少なかった。

④Ｈ31年度からの取り組みとして、1人1坪農園（ふれあい
ガーデン）の推進を行うこととした。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①農地等の利用最適化に関する指針をも
とに、農地パトロール（利用状況調査）を
実施し、遊休農地の発生防止・解消を進
める。また、違反転用の発生防止に努め
る。
②農地利用意向調査の結果をもとに、農
地中間管理機構（県農業公社）や、農地
利用集積円滑化団体（JAみなみ信州）と
連携し、農地のあっせん（売買、貸借）を
推進する。
③農地法の下限面積を緩和し、移住者等
について農地を取得できる方法を検討す
る。
④農業振興地域整備促進協議会の中で
行われる、遊休農地対策会議では、遊休
農地の中長期的な解消に向け、対策を検
討する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①農業委員、推進委員による、農地パトロール（状況調
査）を8.9月に実施。危険個所の発見もあり、所有者へ伝
えるなど対策を講じている。
昨年の農振地の総合見直しの実施を受け、7.8.9月に分
け、生田地区の非農地申請通知27.23ha分を発送。所有
者の申請により、不耕作地の非農地証明を発行した。
無断転用が行われないよう、広報活動を実施。

②みらいへの相談員配置により、農地の売買や貸借を進
めている。中間管理事業を利用した売買が10筆8,497㎡。
相対の権利移転が20筆10,631㎡。新規の貸借41筆、
41,668㎡が成立。
ケフィアグループの破産宣告により、かぶちゃんファーム
の経営も厳しくなり、現在借りている農地の新たな受け入
れ先探しを農業委員会として検討。

③農地付空き家の売買について、下限面積について5.6
月の農業委員会で検討するも実施には至っていない。

④5月の協議会では遊休農地の対策について、見当はさ
れていない。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①農業委員、推進委員による全筆調査後、利用意向調査
を実施。回答によりみらいの農地推進委員につなぎ、農地
の貸し借りについてマッチングを行っている。
地域農業の将来に関するアンケートを実施し、人農地プラ
ン策定のための資料とした。

②みらいへの相談員配置により、農地の売買や貸借を進
めている。かぶちゃんファームの破産後、新たな農地の借
り手を探した。

③下限面積について、農地付空き家の売買を検討する
も、実施しなかった。（希望事例は年間１件）

④遊休農地対策協議会を、農業振興会議の中に組み込
み、委員の皆さんに協議いただくことが決定した。農業委
員会内の遊休農地対策委員での検討も実施した。

遊休農地解消に向けて、考え方を
変える必要がある。

H30 産業観光課 1



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 産業観光課

標題 担当係 農林係

施策大綱

施策小項目

地域の特色を活かした魅力ある農業づくり（鳥獣害防止）

総合計画の
位置付け

地域の特色を活かした農業づくり（農地/鳥獣害防止）

魅力ある松川町農業の振興／鳥獣被害防止対策の推進

①当初設置した電気柵が設置から
6年が経過し、金網のゆるみが出
てきている。管理方法の引継ぎが
されていない場合があり、講習会
などが必要である。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標2

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①有害鳥獣による農作物被害を最小限に
食い止めるため、有害鳥獣駆除対策協議
会において、総合的な対策（追い払い、防
護、捕獲、防護柵、学習会等）を検討し、
事業を進める。
②自然保護及び有害鳥獣駆除のため、
有害鳥獣駆除対策班と猟友会の活動に
対する支援を通じて、会員の新規加入促
進を図り、共に連携し総合的な対策や捕
獲駆除につなげる。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①5月に有害鳥獣駆除対策協議会を実施。年間計画の中
で、追払い用の電動ガンの購入、捕獲用にくくりわなの購
入、電気差止の購入を行った。地区からの要望、また台
風などによる倒木での電気柵の倒壊について、12カ所の
修繕工事を実施。
電気柵の緩衝帯整備で、急傾斜地の竹藪の伐採302.6ｍ
を行い、交付金の追加要望を実施。

②ｸﾏの目撃情報多数。錯誤捕獲8件。捕獲申請3件するも
捕獲なし。
5月、鳥獣供養祭と猟友会総会実施。年間の事業計画に
沿い、事業の実施。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①有害駆除対策協議会で計画した事業内容を滞りなく実
施。地域の皆さん（原田・樫原・諏訪形）による追払いを実
施。

②有害鳥獣駆除対策班、猟友会の協力により、有害鳥獣
の捕獲、駆除を実施。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①各地域からの意見、要望を確認
し、新年度事業に向け計画を立て
る。

②引き続き、実施していく。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①9月に交付金の決定があり、大型檻の設置を進めてい
く。

②狩猟免許取得、猟友会への新規会員の勧誘を実施。
免許更新の手続きを進める。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な

か

っ
た
理
由
等

①防護柵、電気柵の修繕を進めることができた。（12箇
所、167.8ｍ）緊急箇所についても早急に修繕し、被害防止
に努めた。峠への移動式大型檻を設置した。

②新規加入者3名を獲得し、全会員60名となった。免許取
得、更新の補助及び、手続きを進めた。 ⑧

課
題
・
特
記
事
項
等
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 産業観光課

標題 担当係 農林係

施策大綱

施策小項目

①③森林環境譲与税（仮称）を活
用した民有林の整備の検討。

②下刈や育樹等の管理など、継続
的な整備体制を構築する必要が
ある。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標3 森林の恩恵を次世代へつなぐ里山づくり

総合計画の
位置付け

森林の恩恵を次世代へつなぐ里山づくり

森林の整備と林業の振興／林道・治山の整備

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①森林組合との協議の上、森林経営計画
の見直しを行い、森林造成・町有林保育・
分収造林保育等による森林整備を進め
る。
②里山の整備として、およりての森・池の
平を一帯に考え、緑の募金を財源にの植
樹祭・管理を実施する。また、「100年の森
構想」の提案者である専門家と相談の上
事業を進める。
③松くい虫被害防止のため、伐倒駆除及
び更新伐事業を活用した樹種転換を実施
する。また補助対象にならない区域の被
害木は、町の助成制度の活用に努め、実
効ある推進を図る。
④町外者によるキノコ採取防止と山の魅
力を知る機会を提供するため、生田地籍
において町有林茸山入札鑑札制度を実
施する。
⑤林道の適切な維持管理のため、林道整
備及び維持補修を実施する。全線の橋梁
とトンネルの点検を行い、インフラ長寿命
化個別施設計画を策定する。
⑥治山治水事業については、危険個所の
早期発見と県へ対策の要望を行う。雨沢
堰堤1基整備予定。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①森林経営計画を策定（4月）。策定した森林経営計画に
基づき、間伐や植栽など町有林の森林整備を実施。

②「およりての森植樹祭」を計画（10月）　。森林造成事業
を活用し、過年度植栽箇所の下刈を、また、辺地債により
森林公園整備を実施。

③各区からの要望を取りまとめ、松くい虫被害木駆除（本
対策）により270 の伐倒駆除を実施。松くい虫被害木駆
除（衛生伐）の170 分は、契約締結し、11月に完了予
定。

④飯伊森林組合と茸採取権（入山許可証）販売委託を締
結し、入山希望者（9月末時点　205名）に対し、許可証を
交付。

⑤31年度の事業化に向け、インフラ長寿命化個別施設計
画の補助金の予算要望を実施。林道間沢川線の路肩が
崩落し、林道施設災害復旧事業を申請し、復旧を図る。

⑥各区からの要望を受けた治山事業について、公共治山
事業（6月）に要望を実施。雨沢の谷止工は、10月末まで
に完了予定。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①計画した森林経営計画に沿い、年度内に予定していた
町有林の間伐等の森林整備が完了。

②10月28日に「およりの森植樹祭」を開催。辺地債を活用
し、松くい虫の被害木など枯損木を伐倒など、2.21haを整
備。

③国県補助金を活用し、440 の松くい虫被害木の伐倒
駆除と、53 の危険木の伐倒処理を実施。

④職員の見回りの他、松川町交番の協力を得て、検問を
実施。地元区関係者と意見交換会を開催し、次年度への
対応や情報の共有を図った。

⑤林道施設災害復旧事業の採択を受け、林道間沢川線
の災害復旧に着手。

⑥追加要望をしていた上片桐地区鶴部の吹付工の採択を
県より受け、地元関係者と調整の上、計画通りに竣工。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①森林経営計画により計画的か
つ継続的な森林整備を実施。

②森林整備が終わった事から、育
樹などの維持管理に注力し、遊歩
道の整備を進める。

③樹種転換を周知し、面的な整備
の推進。

④入山時の事故防止対策と、山の
魅力の発信。

⑤インフラ長寿命化個別施設計画
の策定及び林道の災害復旧。

⑥各区からの要望箇所の現状把
握及び県への情報提供。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①森林経営計画に基づく、計画的な森林整備を実施。

②遊歩道の設置の計画や、苗木の補植の管理などのお
よりての森の整備方針の検討を実施。

③松くい虫被害木駆除（衛生伐）と松くい虫被害木伐倒処
理（危険木）により、11月末までに被害木の伐倒処理を実
施。

④職員による見回りの実施や広報等を通して、本施策の
周知並びに滑落や遭難事故に対しての注意喚起を実施。

⑤林道施設災害復旧事業により林道間沢川線の災害復
旧を図るとともに、定期的な崩落土や落石等の確認のた
め林道の見回りを実施。

⑥各区からの要望を受けた治山事業について、県単治山
事業に要望を実施（10月）。上片桐地区鶴部でのモルタル
吹付の山腹の崩落が確認され県に対し要望を実施。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①分収造林保育事業については、林道間沢川線が豪雨
により被災したことから、安全を優先し、今年度予定の計
画を次年度に見送り。

②およりての森一体の面的な森林整備が終わり、安全で
安心して、散策できる森になった。

③松くい虫被害木の大雨や台風時に枝折れ・倒木等によ
る被害・事故防止を図ることができた。

④入山時の注意すべき事項を広報やチャンネルYOUで啓
発し、特段の事故等がなく事業を終えることができた。

⑤早期復旧が望まれたが、道路状況等の事由により、工
期を延長。H31年5月までに林道間沢川線の復旧を終える
計画。

⑥継続的に要望することで、追加で採択を受けることがで
きた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 産業観光課

標題 担当係 商工観光係

施策大綱

施策小項目

シードル振興も山岳観光もどちら
も町が事務局の役割を担ってし
まっているため、観光まちづくりセ
ンターと町の棲み分けを検討する
必要がある。

観光まちづくりセンターと町職員の
関係性の再構築が必要。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標4 地域を丸ごと楽しめる観光づくり（松川町のファンを増やす観光戦略の推進）

総合計画の
位置付け

地域の魅力が伝わる観光づくり（観光）

松川町のファンを増やす観光戦略の推進

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①インバウンドの受入を想定し、案内表記
や情報発信の内容について検討を行う。
②元気づくり支援金の活用で、シードル文
化の提唱、山岳観光の推進を行い、松川
町のファン、交流人口の増を図る。
③地域案内人「おいなんよ松川」[5年目]
の活動は、新規会員の募集等も行い、講
座・案内を定期的に実施する。
④（一社）まつかわ観光まちづくりセンター
[1年目]が検討する、地域ブランドの構
築、滞在交流プログラム、ワンストップ観
光案内の充実及び青年の家あと利用に
ついて連携して進める。
⑤北部5町村商工観光ワーキングで計画
している、5町村をつなぐ魅力発信事業
を、他町村の職員と協力しながら進める。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①未着手
②シードルセミナーについては当初全６回を全５回に変
更。そのうち３回を実施済。イベントについては、銀座
NAGANOシードル解禁イベントは７月実施済。南信州シー
ドル列車は１０月に予定どおり実施予定。
山岳観光については５月に開山式を実施済。
看板設置については未着手。
③講座・案内を定期的に実施済。
④観光まちづくりセンターが主導となり、滞在交流プログラ
ムの造成を進行中。ワンストップ窓口については観光まち
づくりセンターと委託契約を締結した。
青年の家あと利用については、２か所の類似施設の視察
研修を実施。また、ツリードームのテスト運用を９月より開
始。本格運用を検討するため、モニター試泊も実施し、ア
ンケート結果等により１１月からの本格導入の検討を今後
行う。県補助金の使用時期について検討を行い。今年度
の予算執行はせず、次年度以降へ持ち越す協議を行う予
定。
⑤案内集については１０月に完了予定。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①未実施
②元気づくり支援金を活用した事業については計画どおり
実施済。セミナー全５回　銀座NAGANO解禁イベント、大
阪ガスクッキングスクール全６回　シードル列車　南信州
シードル協議会実行委員会毎月１～2回程度など
山岳観光については元気づくり支援金の活用による活動
が町としては主の部分となったが、予定どおり実施見込み
となっている。開山式の開催、看板設置、マップ作成など
③計画どおり実施済。講座12回、地域案内人活動5回
④観光まちづくりセンターに委託した部分については、設
立初年度というこあり、模索しながら進行した部分が多
かったが、事業については少なからず前へ進めることがで
きた。
プログラム作成については地域の行事体験、お寺体験、
早朝散歩などの仮運用ではあるが造成、実施ができた。
観光案内所運営については、ワンストップ窓口を目指して
日々検討し、改善できた。
旧青年の家あと利用の一つであるツリードームについて
は、５月頃の開業の見込みである。長野県と協議を行い、
２年先送りをし、慎重かつ詳細な検討を重ねていくこととし
た。
⑤北部案内集については作成済。それを活用した商談会
に1回参加した。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①専門人材の確保など体制づくり
の検討を行う。
②元気づくり支援金を活用し同様
な取り組みを行っていく。
シードル振興では、地域おこし協
力隊の募集も行う。
③Webサイトの構築など周知方法
の検討も進める。
④観光まちづくりセンターへ委託し
ツリードーム企画運営、旧青年の
家あと利用地域会議（仮称）の開
催、あと利用検討、プログラム造成
を進める。
観光まちづくりセンターとさらに連
携を深める。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①観光まちづくりセンターと連携して行う。
②次年度の支援金の申請希望のとりまとめ、セミナーイベ
ント活動の今年の成果を基に次年度へ向けた精査を行
う。
③上半期と同様、定期的に開催していく。
④観光まちづくりセンターと連携して充実を図る。
ツリードームの本格運用した場合の運営、類似施設の経
営計画に対する視察研修の検討を行う。
⑤作成された案内集を活用して商談会に出席しPRを行
う。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①進めていく中で、この地域の状況把握や、専門職員の配置など
について検討する必要があるという結論となった。
②銀座NAGANOの解禁イベントやシードル列車はシードルを活用し
た町のPRとして効果があった。また、全5回のセミナー開催ではPR
部分が主ではなく、専門的な分野での内容となったが、今後のシー
ドル生産農家の増という目標では効果があった。
山岳観光については、登山道整備など山の会の継続した活動によ
り、登山者の増を確認できている。また、活動が周知できていること
もあり、会員の増も確認できている。
③地域案内人として携わっているみなさんには講座を開催すること
で、今後の活動意欲へ変換されていくのではと期待ができた。
④プログラム作成で地域住民と接することによりDMOの取り組み内
容が少しは理解されたのではないか。ツリードームについてもプロ
グラム造成が誘客ポイントである。観光案内所運営については、ワ
ンストップ窓口を目指して日々検討し、改善が実施できており、これ
からの発展も期待ができる。
⑤案内集の活用により北部としてのPRに期待ができる。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 産業観光課

標題 担当係
清流苑/ﾘﾌﾚｯｼｭﾀｳﾝまつかわの

里

施策大綱

施策小項目

①宿泊客数の増加。
②パターゴルフ場の活用方法の模
索。
新規事業として、森林セラピー基
地を活用したヘルスツーリズム事
業の実施へ向けた取り組み。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標5 地域を丸ごと楽しめる観光づくり（清流苑、リフレッシュタウンまつかわの里の利用促進）

総合計画の
位置付け

地域の魅力が伝わる観光づくり（観光）

松川町のファンを増やす観光戦略の推進

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①清流苑H29年度利用者数194,676名（宿
泊者数18,315名、宴会者数13,186名、入
湯者数163,175名）。昨年入湯サービス等
あったため、本年度目標利用者数190,000
名、うち宿泊者数においては19,000人を
目標値とし、安定経営に努める。
②スポーツ施設については、屋内スポー
ツ施設、テニスについてサークル活動の
継続をする中で、一層の利用促進をはか
る。パターゴルフ場については、現状維持
に努める。
③温水プールについては、42,862名と昨
年対比843名増であった。本年度において
は、目標値、昨年同様42,000人とし、利用
促進に努める。
④フォレストアドベンチャー松川について
は、昨年6,618名。本年度においては、県
内に2か所、愛知県に1か所新設パークが
できていることもあるが、目標値として
6,800名として利用促進を図る。なお、安
全第一を基本理念として運営し、毎日の
点検、毎月のレスキュー訓練を確実に実
施する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①宿泊者数、昨年対比△600名、入湯者数△17,000名と
なっている。入湯者数については、昨年はサービス等を
行っているため原因は把握しており、通常の入込に戻って
いると考えている。宿泊者数については、今後も引き続き
経営努力をしてまいりたい。
②現状を維持できているので、今後も維持できるように努
力するとともに、新たな取り組みを模索していきたい。パ
ターゴルフについては、△450名であり、引き続き課題の
一つである。
③プールについては、800名の増と利用促進を図ることが
できている。
④フォレストアドベンチャーについては、△230名。近隣に
同様のパークができたことが影響しているが、昨年より計
画してきた教育プログラム、企業研修をとりいれたプラン
を作成し、他のパークとの差別化を図る中で、今後の利用
促進をはかってまいりたい。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①年4回のダイレクトメール発送、HP及び予約サイトへの
プラン増設、SNSを利用した情報発信、旅行会社との提
携。
②サッカー塾、テニス教室の運営、パターゴルフ場につい
ては、現状維持とする中で新たな展開への模索。
③新規事業としてアクアシェイプ事業、運動機器の導入に
より新たな事業の展開。
④南信地区への営業活動、小中学校への営業、SNSによ
る情報発信。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①ネットを中心とした情報発信を強
化、団体客として送迎可能範囲に
おいて営業をする、旅行会社との
提携を増やす、センターとの連携
を強め団体客の集客に努める。
新規事業として、森林セラピー基
地を活用したヘルスツーリズム事
業を展開し、新たな顧客創出を狙
う。
②屋内スポーツ施設、テニスコート
については順調に推移しているこ
とから、安心安全な施設として
日々努める。パターゴルフ場につ
いては、新たな事業展開を見据
え、方向性をＨ31年度中に決め
る。
③温水プールにおいては、本年度
よりはじめた新たな事業を改善し
継続する。
④情報発信を継続するとともに、
企業研修を含めた新たな事業展
開をはかり利用促進に努める。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①くだもの観光のピーク、松茸等季節の集客により改善を
はかってまいりたい。しかしながら、自然相手の集客の
為、年により差が出てしまう。自然環境に影響の少ないプ
ランを検討してまいりたい
②既存の教室等について継続的に運営する。パターゴル
フ場については、検討をしてまいりたい
③新たな教室を開始するとともに、利用しやすいプラン等
を作成してまいりたい
④営業期間の終盤であるが、安全運営ができるよう点検
訓練を確実に実施し、目標を達成できるようすすめてまい
りたい。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①宿泊者数については、前年度比40１名の減。同比入湯
者数25,969人の減。ただし、入湯者数については昨年料
金改定に伴う事業等により落ち込みはやむを得ないとして
いる。売り上げについては同額程度と見込んでおり、客単
価が上がったことにより利用者数は落ち込んだが売り上
げは維持できた。よって料金改定は成功であった。宿泊者
数の減については、広告を増額し活用したが効果はな
かった。
②ﾊﾟﾀｰゴルフについては、前年度比352人の減、テニスに
ついては同比233回の増。パターゴルフは猛暑により夏の
利用の激減は避けられないが、今後は検討が必要であ
る。屋内スポーツ施設については、人工芝化後利用が落
ち着いてきた。
③温水ﾌﾟｰﾙについては前年度比597名の増。新たな事業
の実施が効果として現れている。
④前年度比110名の増。近隣に同様の施設がオープンし、
不安要素であったが、情報発信等一定の効果があった。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

H30 産業観光課 5



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 産業観光課

標題 担当係 商工観光係

施策大綱

施策小項目

②期限のあるマーくんギフトカード
のため、期限までに上限とすると
10万円を消費できるかが課題であ
る。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標6 地域に密着した商業と力強い企業を育む工業づくり（工業）

総合計画の
位置付け

力強く、魅力ある商工業が育つまちづくり

商店街の活性化支援／雇用対策の推進

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①工場等設置事業補助金制度による規
模拡大及び各種制度資金等により、長期
の安定操業を支援する。
②住宅リフォーム補助制度を実施し、地
域経済の循環を図る。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①工場等設置事業補助金については、交付決定済。平成
３０年度固定資産税一括納入の４社については補助金交
付済。
②住宅リフォーム補助については５月に開始済。申請件
数４２件。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①補助金の補正も行い、２７件交付。（見込み）
②申請件数７２件。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①②これまでと同様に進めていく。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

②補助金予算残の状況とニーズの状況により補正等の
検討を行う。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①商工業の発展効果
②数年の事業進行により町民への周知もできており、一
定の申請件数を獲得できている。また、上限金額に達して
いない方からの申請も１４件と効果があった。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

H30 産業観光課 6



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 産業観光課

標題 担当係 商工観光係

施策大綱

施策小項目

③インター企業団地全般
・法規制など
・誘致企業
・そもそも企業団地として存続する
のか
④就職人材の確保。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標7 地域に密着した商業と力強い企業を育む工業づくり（企業支援）

総合計画の
位置付け

力強く、魅力ある商工業が育つまちづくり

商店街の活性化支援／雇用対策の推進

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①商工会が行う振興施策（小規模企業指
導事業等）を支援する。
②町内既存企業へ定期訪問と町外にある
本社訪問を行うことにより情報交換を行
い、連携関係の構築に努める。
③松川インター企業団地へのガイドウェイ
ヤード誘致を推進する。
④南信州・飯田産業センターを活用し、町
内企業の（人材）育成や技術支援に取り
組むと共に、企業の受注対策及び販路拡
大を支援する。（展示商談会補助金、機械
要素技術展ツアー）
⑤無料職業紹介所の運営、町内企業と連
携した就職ガイダンス、松川高校への就
職説明会の実施する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①随時実施済
②未着手
③７月に地元・地権者説明会を実施。１０月に最終の説明
会を行い、ガイドウェイヤード誘致の断念について説明予
定。
④未着手
⑤無料職業紹介所については随時更新済。
就職ガイダンスを４月に実施済。
高校生対象の説明会については未着手。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①商工会と連携し事業を実施見込みである。
②未実施。
③10月に地権者および地元関係者各々に説明会を開催
し、ガイドウェイヤードとしての誘致については断念すると
した。また、１月に地元協議会第１回を開催し、今後の進
め方について協議した。
④展示商談会等出展事業補助金は１７件交付した。
⑤無料職業紹介所については２件相談があり紹介済。内
１件採用につながった。
就職ガイダンスを４月（一般、学生など対象）および１月
（高校生向け）に実施済。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①商工業振興施策については継
続して進める。
②数年にわたり企業訪問を実施し
ていない。企業からも町は最近き
てくれないという声もあった。今後
の①振興施策の計画実行も考慮
し随時進めていく。
③インター企業団地については地
元協議会と連携し進めていく。生
田などは随時進めていく。
④再検討が必要。
⑤アンケート調査結果も踏まえ、
開催時期、方法の再検討を進め
る。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①随時実施する。
②調整を進める。
③10/12.26に実施する。
④調整を進める。
⑤紹介所運営は相談員と連携し随時行う。松川高校との
説明会調整を１１月までに実施し、１月開催を目指す。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①町商工業の安定。
③企業誘致については、地元協議会と連携して進めていく
ことが最適であるという結論となり、期限や目的も持って進
めることが可能となった。
④人材不足が課題となっており、町企業にとってガイダン
スを行うことで解消効果が期待できる。また、アンケート調
査を実施したところ、継続開催の要望もあった。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

H30 産業観光課 7



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 産業観光課

標題 担当係 商工観光係

施策大綱

施策小項目

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標8 地域に密着した商業と力強い企業を育む工業づくり（商業）

総合計画の
位置付け

力強く、魅力ある商工業が育つまちづくり

商店街の活性化支援／雇用対策の推進

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①地域通貨として定着しているマー君カー
ドの機器更新について町商工会と研究す
る。
②創業支援計画の申請・認定により、起
業を目指す方を商工会、金融機関、商店
関係者、農業関係者と連携し、支援を行
う。創業支援補助の実施する。
③「まつかわ・すたいる」まちづくり研究会
の事業支援により、空き店舗対策の実施
する。
④店舗リフォーム補助（3年目）の実施で、
商店の魅力アップ並びに町内業者利用に
より地域経済活性化を支援する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①未着手
②創業支援２件の支援実施済。
③１０月にプラットを拠点にイベントの開催を予定。
④５月に開始済。申請件数う１２件。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①１月にマーくん２名および町職員にて飛騨信用組合が
展開する「さるぼぼコイン（地域通貨のキャッシュレス化）」
の視察を実施。
②創業支援を２件実施した。
③アートピクニック、ハロウィンパーティーを開催済。
④店舗リフォーム現時点１２件実施した。

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①10月の税還元を目標にシステム
更新など検討する。
②随時対応する。
③イベント部分の再検討を行う。空
き店舗活用の検討を進める。
④現状維持で進める。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①調整を進める。
②随時実施する。
③10/20開催予定。
④補助金予算残の状況とニーズの状況により補正等の
検討を行う

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①10月の税還元に向けて検討素材となった。マーくん単独
ではシステム構築できないことから、地元信用金庫などへ
この取り組みについて相談したが、大手キャッシュレス企
業と提携するとのこと。
②地元商業者数の増加が見込めた。
③空き店舗対策は、次年度以降の店舗借用も見込んでお
り言一定の効果があった。賑わい創出の部分ではハロ
ウィンパーティーでは児童が40名ほど参加しており成功し
た。
④毎年の継続実施により周知できており安定した件数が
確保できている。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

①資金源の確保。
③まつかわスタイルとの町の関わ
り方。賑わい創出の方法。

⑥
達成度
評価

H30 産業観光課 8



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 産業観光課

標題 担当係 農業振興係

施策大綱

施策小項目

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①有害鳥獣対策、台風被害、防霜ファン移転、畜舎環境
整備などの補助事業を通じ、農家が安心して農業ができ
る環境の整備ができた。
②台風被害に対し、事前広報を通じての対策の呼びか
け、台風通過後の被害調査、また緊急対策としての農薬
代の補助を行い、農業者の支援を行った。
③新規事業である、農業みらい塾を計画的に実施し、全１
８回の講座を実施した結果、講師と直接販売に結びつけ
た農家もおり、受講生からの評判もよかった。
④関係機関との打ち合わせの実施等により、六次産業化
市町村戦略が策定できた。
⑤かぶちゃんファーム関連をはじめ、農地の情報収集を
行ったが、受け手となる担い手不足によりマッチングがで
きない。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

・担い手がいないため、農地を保
全することができない。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

・農業の担い手がいない状況を打
破するため、地域おこし協力隊の
制度を活用した農業後継者育成
事業の検討を行い、実施に向けて
事業設計し予算化を目指す。
・農業関係機関、農業関係学校と
の連携を深め、就農希望者の呼び
込みを継続的に行っていく。

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①農業の振興に関する支援を町単補助
事業を通じ実施する。
②通年の農業災害対策本部を設置すると
ともに、気象変動に強い果樹産地づくりを
推進するため、被害予防や対策を支援す
る。
③持続可能な農業経営を推進するため、
認定農業者、若武者、女性農業者団体等
の支援を行い、農業の担い手の活動支援
を行う。またＭＡＴＳＵＫＡＷＡ農業女子に
ついては、自主的な運営ができるよう支
援を継続する。
④農地・経営相談員を設置し、６次産業化
対する農家、法人の支援を行う。また農業
法人連絡会を開催し、情報共有に努め
る。
⑤農地に関する相談窓口を常時みらいに
設置し、農地貸借・売買等の農家情報を
集め、農業委員会と連携しながら、農地
の流動化を図る。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①町単補助事業（台風被害、有害鳥獣被害防止）の交付
申請に対して、調査、交付決定を随時実施し、交付を行っ
た。
②台風被害については、事前広報、農技連での被害調
査、ＪＡ、農家の農薬代の補助取りまとめを実施した。
③各団体の事務局として事業遂行の支援を行った。
・認定農業者　視察研修、パソコン教室
・若武者　学習会２回、視察研修、恋活イベント
・農業女子　学習会、ヨガ、名刺作成講習会
・農村女性ネットワーク　漬物講座、視察研修
・風土食を育む会　２０周年を迎え、町民提案型まちづくり
事業を活用するため、役員会を開催し、支援を行ってい
る。
④増野地区ＶｉｎＶｉｅの立ち上げについて、県とともに打ち
合わせを行い、継続的な支援を行っている。
⑤農地相談の窓口をみらいとして、農家情報収集し、農業
委員会と連携して農地流動化を推進した。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①町単補助事業の実施を通じ、農業者への支援を行っ
た。（有害鳥獣対策、台風被害、防霜ファン移転、畜舎環
境整備など）
②台風被害に対し、事前広報を通じての対策の呼びか
け、台風通過後の被害調査、また緊急対策としての農薬
代の補助を行い、農業者の支援を行った。
③各種団体の事務局として事業支援を行った。
・新規事業である、農業みらい塾を計画的に実施し、全１８
回の講座を実施した。また、次年度に向けてアンケートを
実施し、参加希望者の出席しやすい時期の検討や内容に
ついてより良いものになるよう見直し、検討を行った。
・各種団体の事務局として、会員の活動が円滑に進むよう
支援を行った。
④シードル醸造所の立ち上げについて、事業計画の作成
支援や関係機関との打ち合わせの実施、総合化事業家計
画認定交付式の開催など支援を行った。
⑤かぶちゃんファーム関連をはじめ、農業委員会と連携し
て農地流動化の推進を行った。

目標9 継続できる農業づくり（農業生産/中山間）

総合計画の
位置付け

地域の特色を活かした農業づくり（農業）

中山間農業農村の活性化

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①各種町単補助事業の取りまとめを年末にＪＡ、組合回
覧を通じ実施し、交付決定ができるよう事務準備を進め
る。
②気象情報に十分注意し、台風、強風、大雪などの災害
に備え、農技連の会員の連絡を密にしておく。
③各団体の事業運営が円滑に進むよう、役員会などを通
じ計画的に支援を実施していく。
④引き続き打ち合わせを通じ支援を実施していく。六次産
業化の市町村戦略を実施する。
⑤かぶちゃんファームに貸借している農地について、情報
収集、今後の対応について整理し、対応が後手にならな
いよう事務手続きを進める。
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 建設課

標題 担当係 土木係／建設管理係

施策大綱

施策小項目

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標1 安心・安全な交通を確保する道路整備

総合計画の
位置付け

暮らしを支える交通環境づくり

道路整備の推進

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○生活道路の整備と維持
①国庫補助による町道大草線の道
路整備と町道東原線の舗装補修を実
施し、安全で快適な通行を確保する。
②町単独事業により、地元の要望を
反映した生活道路を整備する。
③町内一円の道路橋について、安全
点検を実施するとともに、平成31年
度からの橋梁定期点検の5ヶ年計画
を策定する。
○整備促進のための用地事務
④町道59号線(新井西交差点)、大草
線の整備を促進するため、道路工事
等に伴う用地交渉を適正に行い事業
推進を図る。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①国庫補助による町道大草線の道路整備は、郷原
工区の工事420mが8月末に完了した。町道東原線
の舗装補修は設計・積算を行い、9月に業者に発注
した。
②町単独事業は、採択となった現場について、地元
と立会い等を行い、測量・設計・積算を行い発注し
た。9月末現在の発注率は箇所ベースで50％であ
る。
③町内一円の道路橋について、本年度分(第1期最
終年度)の点検計画を立てた。また、修繕計画の策
定に向けて、下伊那郡土木技術センター組合と協
議を重ねた。
④町道59号線(新井西交差点)については、用地交
渉等は実施できなかった。大草線は下垣外工区の
L=450mについて、概略設計の試算を行った。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①町道大草線(郷原工区)は左記のとおり。町道東
原線は予定どおり年内完了した。
②町単独事業は9月・12月補正により箇所数が増加
したが、予定どおり発注した。
③町内一円の道路橋の点検は予定どおり全橋点検
が完了し、有識者の意見聴取を行い、松川町橋梁
長寿命化修繕計画を策定した。
④町道59号線(新井西交差点）について用地交渉等
を行い、建物の移転先等について各地権者の合意
を得ることができた。建物補償の契約に一部着手し
た。大草線の下垣外工区は概略設計が完了した。

大型事業実施の際、車両通行
規制(全面通行止め)に対して、
住民の了解が得られにくくな
り、苦情が多発してきており課
題である。用地単価の再設定
を行う必要がある。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①町道東原線は最終年度とな
り、早期発注に努め、年内完
了を目指す。
②町単独事業は早期発注を前
提とし、発注の平準化を目指
す。
③H26から道路法で5年毎に実
施を義務つけられている町内
一円の道路橋(全138橋)の点
検は2巡目となり、来年度以
降、点検の平準化に努める。
④町道59号線(新井西交差点)
については、物件補償及び用
地補償（代替地を含む）につい
て地権者と契約を締結する。
大草線の下垣外工区は改良
工事の実現化を図るため地元
説明会を実施する予定。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①町道東原線については年内完了としたい。
②町単独事業は、採択となった現場について、引き
続き、地元と立会い等を進め、年度内工事完了とし
たい。
③町内一円の道路橋について、本年度分(第1期最
終年度)の点検を実施する。また、修繕計画策定の
発注を行い、年度内に策定業務を完了とする。
④町道59号線(新井西交差点)については、用地交
渉等を実施する。大草線は下垣外工区のL=450m
について、概略設計の発注を行う。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①町道東原線については年内完了となった。
③町内一円の道路橋について、本年度全橋梁点検
が完了した。また、松川町橋梁長寿命化修繕計画
を策定した。
④町道59号線(新井西交差点）の地権者合意ができ
たことで、個別に交渉を行い、計画の実行が見込め
る。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 建設課

標題 担当係 土木係

施策大綱

施策小項目

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標2 都市計画の推進

総合計画の
位置付け

暮らしを支える交通環境づくり

道路整備の推進

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○都市計画の推進
①飯伊圏域の都市計画及び松川町
総合計画・国土利用計画と整合を図
り、松川都市計画マスタープランの策
定を進める。
②現在の土地利用等を考慮し、都市
計画道路網の変更を検討し、良好な
市街地と幹線道路網を形成する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①松川都市計画マスタープランは昨年に引き続き
コンサルタントに発注した。昨年度実施分の全体構
想の策定(計画)(案)について、庁内全課と協議した
結果、修正等の指摘を受けたため、現在、見直しを
実施している。また9月に県の担当課による都市計
画キャラバンで指導を受けた。現在、同時に地区別
計画の案の策定に向けて作業中である。
②都市計画道路網の変更は、課内で検討し、9月に
県の担当課による都市計画キャラバンで指導を受
けた。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①松川都市計画マスタープランは全体構想の策定
(計画)(案)をした。庁内全課と協議した結果、修正等
の指摘を受けたため現在、引続き、地区別計画の
(案)の策定に向けて作業中である。
②都市計画道路網の変更は、都市計画キャラバン
で指導を受け、資料を作成中である。

都市計画マスタープランの策
定、都市計画道路網の変更、
共に関係機関との調整が必要
であり、その調整が課題となっ
ている。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①松川都市計画マスタープラ
ンは地区別計画の(案)を完成
させ、町の都市計画審議会に
諮る。
②都市計画道路網の変更は、
県との協議を進め変更計画決
定(案)の完成を目指す。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①松川都市計画マスタープランは全体構想の策定
(計画)(案)を完成させる。また、地区別計画(案)につ
いて完成させる。
②都市計画道路網の変更は、課内で再検討し、都
市計画道路の変更(案)を完成させる。また、現在の
都市計画道路の指定の変更・廃止に伴う数的な
データや根拠をコンサルタントと協議し作成する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①松川都市計画マスタープランは全体構想の策定
(計画)(案)を完成させた。また、地区別計画(案)につ
いては作業中であり繰越となる。
②都市計画道路網の変更は、課内で再検討し、都
市計画道路の変更(素案)を完成させたが、引続き、
県との協議が必要であるため繰越となる。 ⑧

課
題
・
特
記
事
項
等
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 建設課

標題 担当係 建設管理係

施策大綱

施策小項目

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標3 都市公園の維持管理

総合計画の
位置付け

地域性のある憩いの場づくり

安心して遊べる公園の整備と利用促進

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○公園の施設整備
①松川公園に多目的トイレを設置し、
バリアフリー化を推進する。
②台城公園の案内看板を設置し、住
民や観光客へ憩いの場を提供する。
○公園施設の維持管理
③公園の芝生管理や施設の維持管
理、また不用木の伐採を実施し、利
用しやすい都市公園となるよう施設
管理を行う。
④安心で安全に利用できる公園とな
るよう、遊具点検や修繕また砂場の
清掃や公園の定期的なゴミ拾いな
ど、維持管理を実施し利用促進を図
る。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①松川公園多目的トイレの設計監理業務を6月に
発注し、9月に設計業務が完了した。
②古町区関係者と協議を行い、8月に看板設置場
所及び看板の仕様を決定した。
③6月に乗用草刈機を新規購入し、都市公園の整
備の効率化を図った。
　5月にむらやま公園の施肥施薬業務を発注し、5
月に１回目の施薬を行った。7月に委託による芝刈
作業を実施し、使用する乗用草刈機の修繕を行っ
た（9月）。
　風倒木の処理について、地元団体と連携し、緊急
対応を行った（台城公園）。
④都市公園の遊具点検を8月、砂場清掃を9月に実
施した。週1回（月曜日）作業員による点検、清掃作
業を実施中。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①松川公園多目的トイレは3月に完成した。
②台城公園案内看板を3か所に設置した。
③乗用草刈機にて台城、富士森、松川公園の草刈
りを実施した。むらやま公園へ11月に2回目の施肥
施薬を行った。関係者と立会いのもと、台城公園、
城山公園の支障木の伐採した。（3月）
④週1回（月曜日）作業員による点検、清掃作業を
実施した。

公園の長寿命化計画を策定
し、今後の維持管理、整備内
容について検討していく必要
がある。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

③④維持管理を継続すること
で、都市公園の整備を充実し
ていく。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①10月に松川公園トイレ改築工事を発注する。工
期3月まで
②年内に看板設置工事の発注を行う。
③2回目の施肥施薬を11月に実施する。台城公園、
城山公園の支障木（不用木）について地元と協議
し、伐採業務を行う。
④引き続き、定期的な清掃、点検作業を実施する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①多目的トイレを整備することで、地域住民の憩い
の場として、都市公園の有効活用が図られる。
②武田氏の城郭、つつじの名所として対外的な集客
が見込まれる台城公園を観光名所として周知してい
くことができる。
③芝生の管理を定期的に行うことで、くつろげる広
場を提供することができる。樹木管理により、眺望
のきく、安全な公園を維持することができる。
④環境整備と安全管理を定期的に行うことで、利用
者に憩いの場を提供することができる。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

H30 建設課 3



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 建設課

標題 担当係 農地整備係

施策大綱

施策小項目

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標4 農業基盤整備の推進

総合計画の
位置付け

地域の特色を活かした農業づくり

農業基盤整備の推進

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○農業用水路の改修
①老朽化する農業用水路を改修する
ために、農地耕作条件改善事業(国
庫補助)や町単土地改良事業を実施
し、農業を維持継続できるよう補助す
る。
②土地改良長寿命化計画の個別計
画策定を進め、計画的更新や整備の
効率化を目指す。
③国道やＪＲを跨ぐ農業用水路の強
度点検を実施し、耐震性の状況を調
査する。
○遊休農地対策
④地域で農地を守るために、多面的
機能支払交付金の事業継続を推進
する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①本年度当初要望した農地耕作条件改善事業樫
原地区において発注予定3工区のうち1工区を発
注。また増野地区より相談のあった農業用水施設
の更新事業化を9月補正にて計上し議決を得た。
②県及び長土連と進め方の協議を実施。実施内容
について方針を決定した。
③事業化に向け長野県、ＪＲと協議を進めて事業の
スケジュールを計画した。また地権者との交渉を進
めた結果、承諾を得ることができた。
④本年度で活動期間の満了を迎える団体組織につ
いて継続するよう呼びかけを実施した。また長寿命
化交付金の利用について年内に工事が終了するよ
う指導、補助を行った。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①当初予定していた農地耕作条件改善事業樫原地区に
おいて、予定していた３つの工区に着手し、一部繰越事業
となったが順調に進捗し完了した。また年度途中に増野防
除組合より相談のあった農業用水施設について、県との
協議の結果、急きょ採択され着手完了した。また町単土地
改良事業についても年度途中の相談に対して柔軟に対応
し、予算内で当初予定より多くの申請に対応することがで
きた。
②個別施設計画の実施の方針、個所選定等は県と協議を
行い進めることができたが、業務委託予定者の長野県土
地改良事業団体連合会が7月豪雨、その他集中豪雨によ
り発生した災害対応に平成31年1月まで追われたことか
ら、本年度の実施を見送り平成31、32年度の2年で実施す
ることとした。
③古町大井水路橋の補修・撤去に関して、2020年度の県
単事業（事業主体長野県）への採択申請を長野県へ提出
した。また2020年度県単事業に必要な概要書（計画書）作
成業務の国庫補助要望を行い（事業主体松川町）事業推
進することができた。
④5年の計画期間を終了する団体について、滞りなく事業
を完了し、実績報告等についても期限内に完了した。

国庫補助事業に対して対応す
る団体は、主に水利組合であ
るが、事業内容を知らない団
体が多く、分かり易い情報発
信が必要である。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

引き続き、農地耕作条件改善
事業、農村地域防災減災事
業、町単土地改良事業に取り
組み、農業用施設の更新を進
め、農業者の安心、安定した
営農環境を整える。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①農地耕作条件改善事業樫原地区について11月
までに残り2工区を発注予定。増野工区においても
10月末には発注して年度内完了を目指す。
②12月中に委託発注を行い冬季の農閑期で水路
状態を把握するべく調査を進める。
③ＪＲ横断部分について測量設計業務委託を発注
して来年度実施予定の概略計画書（国庫補助事
業）の作成準備を行う。また平成32年度ハード事業
着手に向け各機関と調整を滞ることなく進める。
④活動期間満了に向けた書類整備を指導するとと
もに、継続手続きについても助言等を行う。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

老朽化が進む農業用インフラの整備が進捗し、農
業者の安心、安定した営農に寄与することができ
た。また、インフラ整備されていることにより、意欲あ
る担い手に対しても農地の貸し借り等で参入しやす
い環境となることが予想され、遊休農地化の減少に
期待できる。
国庫補助事業を利用することにより比較的大規模
な改修ができるため、より効率的な改修を進めるこ
とができる。
多面的機能支払交付金については、地域が一体と
なって営農に取り組むことにより、お互いに助け合
いながら農地の保全が図られている。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

H30 建設課 4



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 建設課

標題 担当係 建設管理係

施策大綱

施策小項目

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標5 景観行政団体への移行

総合計画の
位置付け

誇りある景観が続くまちづくり

美しい景観の保全

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○景観行政団体への移行
①町独自の景観計画を策定し、地域
の美しい景観の保全を促す。
②屋外広告物パトロールを実施し、
町の景観を阻害する違反広告物の
撤去と屋外広告物の適正化の普及
に努める。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①松川町独自の景観計画を策定するため、6月に
松川町景観策定業務委託を発注した。3カ年の業
務のうち、8月に住民2,000名へのアンケートを実施
し、景観に関する住民の意向調査を行った。
②屋外広告物パトロールを9月に実施した。（違法
広告物報告件数0件）

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①アンケート結果を資料とし、町内9区会ごとに住民
懇談会（ワークショップ）を開催し、住民の意見や意
向を聴取した。

利害関係が生じる施設の計画
への記載について留意する必
要がある。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①計画の基本的な方向性をま
とめ、計画策定委員会（仮称）
を設置し、内容について協議を
すすめる。
②看板などの屋外広告物等に
ついても、景観計画と併せ、独
自基準について検討していく。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①景観基礎調査やアンケート結果を受けて、地区
ごと（区会）に町民懇談会を開催し、景観の基本的
方向性・考え方をまとめていく予定。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①アンケート結果や懇談会の意見から、計画の基
本的な考えをまとめ方向性を検討することができ
る。
②パトロールの継続により適正な町の景観を維持
することができる。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

H30 建設課 5



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 環境水道課

標題 担当係 環境係

施策大綱

施策小項目

〇環境美化活動の推進
①各種団体が実施するごみゼロ運動
及び環境整備活動の支援のため、ご
み袋の提供、分別指導、粗大ごみ処
理を行う。
②環境問題や環境保全に関する情
報を提供するため、エコバスツアー（9
月）、自治会、学校での出前講座を開
催する。
〇環境保全
③環境調査員と連携した不法投棄の
監視と、速やかな処理等を行うと共
に、常習地区への看板設置等の対策
を行う。
④中央道に係る騒音測定及び雑草
木の調査を行い、対策要望を行う（6
月）。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①区長自治会長会(４月）、町公民館年始総会(５月)
で取組みを依頼。町内に広報で周知した。実施計
画に基づき、ごみ袋の提供、分別指導（２団体。名
子５月、古町９月）、粗大ごみ処理を実施した。
②エコバスツアーを予定を早めて７月に実施し、36
名参加。自治会出前講座１件、北小学校の一般廃
棄物最終処分場見学に対応した。
③環境調査員会議(5月)を開催、任務について確認
し、第2四半期まで報告を受けた。住民等から通報
のあった不法投棄29件を処理した。不法投棄禁止
看板を5箇所、犬フン害防止看板を2箇所に設置し
た。広報まつかわ(5月、7月）と音声放送(7月)で不
法投棄情報の広報を実施した。
④自治会要望をとりまとめ、現地確認を行った。騒
音測定を1箇所で実施した(6月)。地元の随時要望
(苦情)3件に対応、NEXCO中日本に対応を要望し
た。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①年間を通じて、自治会等で実施される環境整備
活動に対して、ごみ袋の提供、投棄物の回収を行っ
た。
②自治会出前講座計2件に対応した。
③環境調査員会議(11月)を開催。不法投棄対策に
ついて意見交換を行った。第3四半期まで報告を受
けた。第4四半期報告を取りまとめしている。住民等
から通報のあった不法投棄計55件を処理した。不
法投棄看板を10箇所、犬フン害防止看板を3箇所設
置した。野焼き禁止の広報をホームページと組合回
覧で実施。河川不法投棄情報の音声放送を10月、1
月に実施した。
④地元の随時苦情（要望）4件に対応。NEXCO中日
本に対応を要望した。

①海洋プラスチックごみ問題を
意識した河川ごみの回収を実
施する。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①年間を通じた活動に、無理
のない範囲で取り組んでもらう
よう呼びかけを行う。
②エコバスツアーについては、
分別に課題のあるごみを主体
に計画する。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①ほとんどが５月、６月の活動であり、その後の活
動は随時対応する。
②自治会出前講座の要請があれば対応する。
③第2四半期までの環境調査員報告を取りまとめ、
2回目の環境調査員会議を開催する。第3・第4四半
期の報告を集計する。不法投棄への対応、看板設
置は随時行う。
④地元からの苦情に随時対応する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①自治会を主とした各団体の活動支援を実施でき
た。
②エコバスツアーは７月の午前実施で、ﾊﾞｽ２台分と
多数参加者があった。出前講座は、分別変更の移
行が落ち着いたこともあり、前年より件数が減少し
た。
③会議で看板の設置方法など不法投棄への有効な
対策について情報交換を行うことができた。
④地元からの苦情（要望）に随時対応できている。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標1 生活環境の美化、保全

総合計画の
位置付け

美しく住みよい環境づくり

環境美化運動の推進／環境保全

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

H30 環境水道課 1



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 環境水道課

標題 担当係 環境係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①広報活動を継続する。
②ﾌｰﾄﾞﾘｻｲｸﾙ中止の代替策と
して、生ごみ水しぼり器の有効
性についてモニターを依頼し検
討する。
③継続して適正な分別を広報
する。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①12月、1月の忘新年会の時期に2010運動の広
報、音声放送を実施する。動画CMをインターネッ
ト、ケーブルテレビを通じて拡散する。
②アンケート結果からは、利用者は事業廃止に否
定的回答が多いが、施設は経年化により修繕が増
加しており、施設の稼働状況を確認しながら、今後
の事業のあり方を決定する。
③９月に実施したプラ製容器包装品質調査結果で
は、容器包装以外の混入が多かった。11月予定の
稲葉クリーンセンターごみチェックの結果など、ごみ
分別について繰り返し広報していく。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①長野県では3010運動としてラジオCMなど実施し
た結果、地域での認知度は高まっている。
②機器更新費用は高額になり、、ﾌｰﾄﾞﾘｻｲｸﾙ排出
分を燃やすごみに算入してもコスト上昇はわずかだ
と予想される。
③燃やすごみ排出量前年比では、近隣町村より低
い増加率にとどめることができた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○生ごみの減量
①「捨てられる無駄な食品」を減らす
ため、松川町独自の2010運動を実施
する。チラシの配布、まちづくり懇談
会等での広報及び店舗への働きか
けを進める。
②フードリサイクル事業の利用者減
少を受け、利用者の意識調査を行
い、今後の事業の在り方を決定す
る。
○分別リサイクルの推進
③稲葉クリーンセンター稼働により、
燃やすごみの中に資源ごみが排出さ
れるようになったため、適正な分別を
広報する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①区長自治会長会(４月)で取組依頼とポスターの
配布、まちづくり懇談会（年間）で広報、町食品衛生
協会総会(６月)でチラシ・ポスターの配布を行った。
７月広報に掲載した。７月、８月に音声放送を行っ
た。動画CMを作成し、９月末に公開した。
②アンケートを4月に配布し、7月に結果をまとめ、８
月に議会へ報告した。
③稲葉クリーンセンターでのごみチェック（６月）の
結果とプラ製容器など資源ごみ分別について再認
識してもらう記事を広報に掲載（7月）。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①12月に広報記事掲載、12月、1月に音声告知放
送実施。動画CMにリンクするようホームページ記事
を更新した。
②機器の予定外修繕が2回発生しており、31年度で
フードリサイクル中止の方向づけをした。
③広報でプラ製容器包装の分別（11月）、燃やすご
みの減量化（12月）記事を掲載した。燃やすごみの
増加は南信州広域連合全体の問題であり、11月か
ら市町村事務担当者会議を毎月開催し、ごみ減量
化キャンペーン実施に向けて協議を行った。

②中止について、利用者への
丁寧な説明。
③ごみ分別に関しての問い合
わせは多く、繰り返し広報を実
施していく。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標2 廃棄物の適正処理

総合計画の
位置付け

環境にやさしい暮らしを育むまちづくり

廃棄物の適正処理

H30 環境水道課 2



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 環境水道課

標題 担当係 環境係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

②ガイドラインの内容につい
て、区長自治会長会で説明す
る。
④地方公共団体実行計画策
定マニュアルを基に計画を完
成させる。
⑤長野県が片桐ダムで実施し
ている試験的捕獲（３年目）
を、部奈入倉堤でも実施する
計画がある。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①予算残を把握しながら、事業を推進していく。
②引き続きガイドラインに沿った届出と周囲への説
明会を開催していただくよう業者に対し案内を行う。
業者からの問い合わせに対しては、ホームページ
で内容を公開しQ&Aを充実させる。区長自治会長
会においてガイドラインの説明会開催の協力を依
頼する。
③事業を適正に運営していく。
④計画策定時期は2月であるが、予算編成等繁忙
期を迎える12月頃までに計画の目途をつける。
⑤生涯学習課の活動に協力するとともに、オオキン
ケイギクの開花期以外の写真を提供してもらい、今
後の駆除活動に役立てていきたい。部奈区の入倉
堤でのウチダザリガニ駆除活動に、もんどり籠の手
配などで協力する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①事業により、件数にばらつきがあった。
②ガイドラインの施行により、地域への周知がなく
施設が設置される事例はなくなった。
③事業を適正に運営できた。
④取り組みが遅れ、事業計画策定まで至らなかっ
た。
⑤部奈区では、上記の他に堤の水位を下げて駆除
を実施するなど、継続した取り組みが行われた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○自然エネルギーの活用
①住宅用太陽光発電設備、太陽熱
温水器、薪・ペレットストーブ等の機
器設置補助を推進する。
②再生可能エネルギー発電設備の
設置に関するガイドラインの制定を広
報する。設置業者に届け出の促進を
行う。
③太陽光発電事業を運営する。
④「松川町役場地球温暖化防止実行
計画」次期計画を策定する(2月)。
〇特定外来生物の被害拡大の防止
⑤オオキンケイギクなど、特定外来
生物の拡大を防止するため、駆除の
広報を行う。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①住宅用太陽光発電設備8件、太陽熱温水器1件、
森のエネルギー（薪ストーブ機器設置）2件の補助
を実施した。秋、冬を迎える8月末に森のエネル
ギー推進事業、秋雨の続く9月に雨水貯留施設（雨
水タンク）のホームページ記事を更新した。
②ガイドラインを４月１日に施行し、ホームページな
どで周知を図った。上半期で２件の届出とそのほか
に２件の相談をうけた。ガイドラインに沿った届出を
していないのではないかとの問い合わせは１件あっ
た。太陽光発電設備に対する苦情は３件あり、２件
については業者が対応して解決した。１件について
は、不安相談として受け付けた。
③太陽光発電施設の管理、発電特会の経理、予
算・決算事務を適正に実施。8月の落雷による修繕
を実施（中央公民館）。
④各施設の前年度温室ガス排出量を集計した。
⑤オオキンケイギク駆除の広報を音声放送で実施
した（5月、6月）。生涯学習課のツツザキヤマジノギ
ク保護活動参加にあわせて、オオキンケイギクの駆
除を実施。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①3月末計で、住宅用太陽光発電設備18件、太陽
熱温水器2件、森のエネルギー（薪ストーブ機器設
置）5件の補助を実施した。
②年間6件の届出とそのほかに3件の相談をうけ
た。太陽光発電設備に対する苦情は3件あり、2件
については業者が対応して解決した。1件について
は、不安相談として受け付けた。業者が自治会説明
会を行った結果、設置を断念した事案があった。
③太陽光発電施設の管理、発電特会の経理、予算
事務を適正に実施。設置後５年目になる名子中央
保育園施設の点検を実施した。
④温室ガス排出量を集計し、目標設定時実績（平成
２３年度）と増減を比較した。
⑤部奈区実施の入倉堤でのウチダザリガニ駆除活
動に、もんどり籠の手配などで協力した。

①事業開始して数年経過して
おり、事業ごとに効果検証を行
う。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標3 自然環境の保全

総合計画の
位置付け

豊かな自然と共生するまちづくり

自然環境の保全

H30 環境水道課 3



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 環境水道課

標題 担当係 水道工務係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①引き続き日々の監視と定期
的な現場巡廻を実施する。
②引き続き当番制により即時
に対応する。
③飯田建設事務所との協議及
び進捗状況確認を継続し、送
配水管布設工事を施工する。
補助事業の交付申請等事務
及び道路、河川占用申請を適
時行う。
④次年度も遅延することなく計
画的に発注を行う。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①引き続き日々の監視と定期的な現場巡廻を実施
する。
②引き続き当番制により即時に対応する。
③必要に応じて、建設事務所と計画及び進捗状況
の確認、協議を行う。また、補助事業についての
H31年度の要望を行う。
④残り１箇所の設計及び発注を行い、計画箇所を
年度内完了とする。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

職員の当番制による24時間体制での緊急対応や、
老朽管から耐震管への布設替えなどを実施したこと
で、安全で、安定した水道水の供給をすることがで
きた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○安全安心の水道水の供給
①水道施設・設備の遠方監視装置に
よる確認と現場巡廻を計画的に行
う。
②荒天や施設異常等の緊急時は、
24時間体制で対応する。
○宮ヶ瀬橋架替事業に伴う送配水管
布設事業
③建設事務所等関係機関との協議
等、宮ヶ瀬橋架替事業の進捗に合わ
せて送配水管布設事業をすすめる。
○老朽施設の改修
④大島地区老朽管布設替工事（2箇
所）を施工する（3月）。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①日々の監視と定期的な現場巡廻を実施してい
る。
②当番制により即時に対応をしている。
③建設事務所と計画及び進捗状況の確認、協議を
行った（６、８月）。また、県水大気環境課と補助事
業の要望内容等について事前協議を行った（８
月）。
④１箇所発注した。（８月）

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①日々の監視と定期的な現場巡廻を実施している。
②当番制により即時に対応をしている。
③建設事務所と計画及び進捗状況の確認、協議を
行った（１２月）。県水大気環境課と補助事業の補助
要望（１１月）を行った。天竜川上流河川事務所と河
川占用についての事前協議を行った（１月）。
④予定箇所について、年度末に完了予定。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標4 水道水の供給

総合計画の
位置付け

安心で安定した水づくり

安全で、安定した水道水の供給

H30 環境水道課 4



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 環境水道課

標題 担当係 下水道係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①②③次年度内に事業が完
了できるよう進捗管理を行う。
④下水道関係者の人事等に
併せて次年度もBCPの見直し
を行う。
⑤汚水処理未普及解消を目指
し次年度も継続実施する。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①防食塗装の試験方法に変更があり、後半の工期
に影響が出る可能性がある。進捗に注意しながら
管理・監督を行う。
②10/11開札予定。請負業者決定後速やかに工程
等打合せを実施する。
③耐震補強工事の請負業者決定後速やかに工程
等打合せを実施する。
④BCP見直し後、年内を目途に実施する。
⑤継続して実施する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①防食塗装の試験方法の変更や、引張試験の数値
が思ったように出ず、養生期間を設計よりも長くとっ
たため、事業を繰越することとなった。
②③耐震補強工の入札不調、工事着手後の一部耐
震工法変更による工事中断があったため、事業を
繰越することとなった。
④下水道関係者内で地震災害時の共通認識を持
つことができた。
⑤汚水処理未普及解消（0.6％）につながった。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○下水道処理場の維持管理
①農業集落排水福与クリーンセン
ターの機能強化工事を行う（3月）。
②松川浄化センターの耐震補強工事
を行う（3月）。
③松川浄化センターの固定脱水機設
置と電気計装等更新工事を行う（3
月）。
○危機管理体制の整備
④下水道事業継続計画(下水道ＢＣ
Ｐ)に基づく訓練を、維持管理委託業
者と共同で実施する(9月）。
○合併処理浄化槽の設置促進と適
正管理
⑤合併処理浄化槽設置整備補助事
業を継続して実施する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①5/30入札により請負業者を決定、6月議会を経て
契約締結済み。工事の進捗状況については、施工
計画通り。
②6月議会を経て下水道事業団と建設工事に関す
る協定を締結済み。8月入札が不調に終わり、9月
末現在2回目の入札公告中。
③昨年度繰越分の電気設備工事（機器製作）は9
月末で完了。今年度工事については、耐震補強工
事の進捗状況待ち。
④未着手
⑤継続実施中。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①毎月工程会議を行い工事の進捗管理と、工程毎
に検査を行い工事の品質確保を図った。事業の繰
越に伴い必要となる補助金繰越、契約変更及び議
会報告等の手続きを行った。
②③耐震補強工事の業者決定後に工程等打合せ
を実施し、工事着手した。事業の繰越に伴い補助金
繰越、協定変更及び議会報告等の手続きを行っ
た。
④委託業者を交えて、BCPの内容確認と、災害時
のお互いの対応について情報共有を行った。また
発電機を使用したマンホールポンプ停電時の操作
訓練を実施した。
⑤申請のあった10件について、補助金の交付を
行った。

⑤次年度から国の循環型社会
形成推進交付金の要綱に変
更があり、国庫補助対象外の
浄化槽が発生する。県や他市
町村の状況を把握しながら、
町の合併処理浄化槽設置整
備補助要綱の見直しを行うか
判断する必要がある。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標5 下水道施設の維持管理

総合計画の
位置付け

生活環境を向上させるまちづくり

下水道施設の適正な維持管理／合併処理浄化槽の設置促進と適正管理

H30 環境水道課 5



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 環境水道課

標題 担当係 水道管理係／下水道係

施策大綱

施策小項目

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○上水道事業の健全経営
①毎月の上水道検針、料金請求、収
納事務を適正に行い、正確な料金徴
収事務を行う。
②滞納者に対して、訪問や給水停止
措置等を行い、徴収率の向上を図
る。
○下水道事業の経営の安定
③下水道の経営の安定化を図るた
め、公共下水道と農業集落排水の処
理区統合に向けた検討に着手する。
④下水道事業の公営企業会計移行
を完了する。
○危機管理体制の整備
⑤松川町危機管理マニュアルに基づ
いた訓練を実施する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①毎月の検針業務や日々の料金徴収事務を正確
に行った。
②定期的な訪問や毎月の給水停止に関する措置
を行った。
③処理区統合の概ねのスケジュール整理を行っ
た。
④6/27庁内調整会議を行った。出納及び収納取扱
金融機関について、内部の方向性を決定し、金融
機関との調整を開始した。固定資産台帳整備、会
計システム導入はスケジュールどおり進んでいる。
⑤訓練に関しては未実施。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①毎月の検針業務や日々の料金徴収事務を正確
に行った。
②定期的な訪問や毎月の給水停止に関する措置を
行った。
③内部での方向性を決定し、その事業費について
補助事業として実施できるよう事前の申請手続きを
行った。
④庁内関連部署との調整、出納及び収納取扱金融
機関の指定、関連例規の整備、固定資産台帳整
備、会計システムの導入、当初予算調製及び関係
省庁への報告を行った。

〇下水道事業の経営の安定
公営企業会計移行に伴い、下
水道事業経営戦略（H28策定）
の改定が必要。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

〇下水道事業の経営の安定
処理区統合に向けて必要とな
る全体計画の見直しについ
て、補助金の概算要望手続き
を行う。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①引き続き継続して正確に実施する。
②引き続き訪問や督促、給水停止措置のほか、面
談を行い返済計画を協議する。
③処理区統合に向けて全体計画の見直しが必要と
なるため、その事業費について、補助事業として実
施できるよう事前の申請手続き等を遅滞なく行う。
④関連例規整備について、12月議会へ諮れるよう
準備を進める。金融機関との調整について、年内を
目途に資金口座を用意する。
⑤マニュアルに基づいた訓練を実施する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①正確な料金徴収事務を行うことができた。
②給水停止措置などにより、慢性的な未納の発生
を最小限に抑えることができた。
〇下水道事業の経営の安定
③④経営の安定化を図るため、将来的な経費圧縮
（処理区統合）の方向性決定と、公営企業会計移行
により的確な経営状況の把握に向けての準備を完
了することができた。
⑤下水道業務継続契約（BCP）の改定と委託業者と
の読み合わせを行った。（１月）上水道は、研修会に
出席したほか、倉庫点検を行い、備蓄品の在庫の
確認を行った。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標6 上下水道事業の健全経営

総合計画の
位置付け

安心で安定した水づくり／生活環境を向上させるまちづくり

上水道事業の経営の安定／下水道事業の経営の安定
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 こども課

標題 担当係 学校教育係／保育園係

施策大綱

施策小項目

①学校徴収金の保護者負担軽減
・修学旅行バス代を公費負担し、保
護者負担の軽減を図る。
②準要保護児童生徒就学援助費
・経済的理由により就学が困難と認
められる家庭の負担軽減を図る。
③入学祝い金
・小中学校へ入学する児童生徒の保
護者に対し、入学祝い金（20千円）を
交付する（3月）。
④奨学金
・奨学金を貸与し、生徒の就学を支
援する。
⑤ふるさと学費応援補助金
・奨学金を借りて進学し、卒業後帰町
した者の返済の一部を補助し、人材
の確保と定住促進を図る。
⑥保育料の軽減
・町独自の軽減策を継続し、子育て
世帯の負担軽減を図る。
　　年齢・所得に関わらず、第2子半
額、第3子以降無料

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①予算化し、修学旅行バス代を公費負担とし、保護
者の負担軽減を図っている。
　中学校3年生　　4月18日～20日実施済
②申請を受け付け、教育委員会において決定した。
　88件の申請に対し、83件を可とし、援助費を交付
した。
③未着手（3月）
④申請を受け付け、教育委員会において貸与者を
決定した。
　新規　6件の申請に対し、全て認定とし、支給を
行った。
　　　　　高校　1名　　大学等　5名
　継続　高校　2名　　大学等12名
⑤申請を受付け、本年度の補助の決定を行い、補
助金の交付を行った。
　新規  14名、2年目　6名、3年目　4名
⑥保育料の軽減を行い、子育て世帯の負担軽減を
図っている。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①町内小、中学校の就学旅行バス代の公費負担を
行った。
②準要保護児童生徒就学援助費を交付した。
　小学校78人、中学校57人、計135人
　新入学学用品費を交付した。
　小学校10人、中学校16人、計26人
③入学祝い金を交付するにあたり、対象者に通知を
発送し、支払を終えた。
　小学校106人、中学校112人、計208人
④奨学金の貸与　9月末のとおり
⑤ふるさと学費応援補助金　9月末のとおり
⑥保育料の町単独軽減を実施し、子育て世帯の負
担軽減を図った。

①当初予算に計上し、引き続
き実施する。
②認定時期をなるべく早く行
い、支給を速やかに行う。
③～④について、当初予算に
計上し、引き続き実施する。
⑤住所資格要件について、検
証を進める必要がある。
⑥幼児教育無償化を完全実施
することにより、これまで利用
料が無料になっていた世帯で
も食材費を負担する事になる。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①～⑤については当初予算に
計上し、引き続き実施する。
⑤Ｈ31年度については、従来
の受給資格とするが、検証は
行っていく。
⑥子育て世帯の負担軽減策
「幼児教育無償化」を基に、町
としての対応を検討し、実施し
ていく。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①修学旅行バス代を公費負担し、保護者の負担軽
減を継続する。
　中央小学校6年生　　11月29日～30日
　北小学校6年生　　　10月11日～12日
②援助費の交付を行う。
　平成31年度に入学する児童生徒の保護者に申請
により新入学学用品費を交付する。（3月）
③平成31年度入学する児童生徒の保護者に申請
により入学祝い金を交付する。（3月）
④奨学金の支払いを行う。
⑤3年目となり申請件数も増加している。検証を行
う。
⑥保育料の軽減を継続する。国の保育の無償化に
向けて対応を検討する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①公費負担を行うことにより、修学旅行に関する学
校徴収金の軽減を行うことができた。
②就学援助費の支給により、子育て家庭の支援を
行うことができた。
③入学祝い金の支給により、児童生徒の入学時の
負担軽減を行うことができた。
④町内在住者の進学に伴う学費負担の軽減を図る
ため奨学金の貸付を行った。
⑥議会社会文教委員会で幼児教育無償化の概要
について説明を行い周知した。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標1 子育て世帯の負担軽減

総合計画の
位置付け

次世代の担い手を育てる環境づくり（次世代育成）

子育て世帯への経済的支援

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 こども課

標題 担当係 こども係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①来年度は乳幼児期の言葉の発
達についての講演会を開催する。
③保育園係と情報を共有しなが
ら、入園・一時保育・保育サポー
ト・短期支援といった子育てのサ
ポートを保護者へ提案していく。
⑤ニーズ調査～集計結果を基に、
来年度は担当課による分析を行
う。
⑥サポーティアの配布場所の見直
しを行う。来年度からは母子手帳
交付時に「のびのび」を配布し、妊
娠期からの支援につなげたい。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①支援センター利用のない孤立しがちな家庭へ、乳幼児
健診やブックスタートを通して利用を呼び掛ける。
②必要に応じて専門機関へつなげ、適正な支援を行う。
③事業の周知を行い、保育園の一時保育と合せて、利用
者のニーズに合ったサービスを提供し、保護者の育児負
担の軽減を図る。
④学校等と連携し、個々の児童生徒に合った支援を、医
療や児童家庭支援センターなど専門機関と連携して行う。
⑤11月に子ども子育て会議を開催し、意見を聴取し、ニー
ズ調査（アンケート）を実施する。
⑥サポーティアを継続して発行し、情報提供する。
・のびのびは、編集委員の協力のもとで改訂を行い、年度
内に完了する。
・アプリによる情報提供の内容等を検討し、稼働させる。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①支援センター職員が乳幼児健診に参加することで、母
親との接点がもて、利用につながった。ブックスタート未配
布の家庭へも直接声をかけることができた。
②専門機関と連携することで、個々に合った支援ができ
た。
⑥サポーティアで町内の子育てに関するボランティア団体
を紹介したことで、利用につながった。「のびのび」は、お
母さん達の意見を重視し、より中身の濃いものとなった。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①子育て支援センターおひさまの運
営
・企画事業、子育て講演会、遊びの
広場等を企画運営し、親子にふれあ
いの場を提供する。
・計画により訓練・講習会等を開催
し、利用者の安全の確保を図る。
②子育て相談・支援
・子育てに関する相談・支援を行い、
育児負担の軽減を図る。
③子育てサービスの提供
・子育て短期支援事業、保育サポー
ト事業により育児不安の解消と育児
支援を行う。
④教育相談・支援
・教育相談室において、生徒指導専
門員による教育相談・学習支援等を
行う。
・不登校の児童生徒が増加している
なか、「不登校親の会」を開催し、保
護者の情報交換や悩みの相談の場
を設ける。
⑤子ども・子育て支援事業計画の策
定
・Ｈ31において次期計画（Ｈ32～）を
策定するため、ニーズ調査を実施す
る。
⑥子育てに関する情報の発信
・子育て情報誌「のびのび」の改訂を
行う。
・子育てに関する施策を網羅した「子
育てガイドブック」を作成し、発信す
る。
・情報誌「サポーティア」を毎月発行
し、子育て情報を発信する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①日々読み聞かせやわらべうたなど親子で安心してふれ
あう時間を提供した。企画事業6回（延307名）、子育て講
演会
・地震や火災発生時の避難誘導の訓練を実施し、利用者
の安全確保を図った。避難訓練（毎月）、防災講座（9月）
②保健師や心理士と情報共有しながら、相談事業にあ
たった。
③育児不安の解消と育児支援のため、子育てサービスを
提供した。子育て短期支援事業（20件）、保育サポート事
業（1件）
④学校関係者や児童家庭支援センターと連携し、個々の
支援を行った。電話相談（3件）、面接相談（56件）、訪問
（30件）、不登校親の会（4回・32名）
⑤県ガイドラインと実情を考慮したアンケート内容を各担
当により検討中
⑥毎月情報誌ｻﾎﾟｰﾃｨｱを発行。内容を見直し、子育てに
関わる団体や子育て支援の紹介等を掲載。
・「のびのび」は編集委員候補者の選定中
・ガイドブックは、保健福祉課等と連携し、「子育て支援ア
プリ」に変更する方向で検討。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①お昼ご飯前の時間を利用して、絵本の読み聞かせやわ
らべうた遊びを行った。企画事業13回（延べ876名）子育て
講演会8回（223名）
・毎月避難訓練を行い、安全な避難誘導の仕方を職員で
共有した。また、防犯講座や防災講座を行い、利用者の意
識向上に努めた。
②子育てや発達、離乳食など、さまざまな相談に応じ、必
要に応じて保健師や心理士につなげた。
③子育て短期支援事業14件（46回）低月齢児の預かりに
対応するため、風越乳児院と新たに契約した。
・保育サポート事業3回
④学校や児童家庭支援センター、児童相談所と連携し、
相談支援を行った。
⑤未就学児465名、小学校低学年294名の家庭にアンケー
トを配布したところ、7割の回収率であった。
⑥毎月サポーティアを発行し、子育てに関する情報を発信
した。
・支援センター利用者10名で子育て情報誌「のびのび」編
集委員会を立ち上げ、内容の見直しを行った。（8回）

③今年度は短期支援事業の利用
が多かった。保育サポート事業
は、より利用しやす事業にするた
め、提供会員の増員が必要であ
る。
④不登校児童生徒の中には、家
庭環境の複雑さを抱えるケースも
あり、児童家庭支援センターや児
童相談所との連携が不可欠であっ
た。専門職の採用が必要である。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標2 子育てに対する相談・支援の充実

総合計画の
位置付け

安心して子育てできる地域づくり（子育て支援）

子どもや母親の健康の確保／地域における子育て支援サービスの充実
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 こども課

標題 担当係 学校教育係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

当初予算に計上し、引き続き
実施する。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①児童館・放課後子ども教室の説明会を開催し、申
込みを受け、審査を行い、次年度の運営に備える。
（2月～）
多くの児童の利用により、施設が手狭になってい
る。職員の確保も課題。長寿命化計画の中で検討
する。
②支援を継続する。補助金交付に向け事務を行う。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①放課後児童の安全な居場所として、児童館・放課
後子ども教室を提供することができた。
②特別支援就学援助費を支給し、対象世帯の負担
軽減を行うことができた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①放課後の児童の安全な居場所づく
り
・児童館の運営
　名子児童館・上片桐児童館を運営
し、児童の安全な生活と遊びの場を
確保する。また、児童数が増加する
なかで、施設や職員配置等運営方法
について検討を行う。
・放課後子ども教室の運営
　放課後子ども教室を各小学校に設
置・運営し、児童に学習や様々な体
験、交流活動、文化活動の機会を提
供する。また、活動に児童館の児童
も参加する場を設け、一体化を進め
る。
②特別支援教育就学奨励費
・特別支援学級に在籍する児童生徒
に対し、就学奨励費を支給し、保護
者負担の軽減と児童生徒の支援を行
う。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①児童館・放課後子ども教室を運営
　多くの児童の安全な居場所を確保している。
・夏休みは支援員・保護者の協力により分館を設け
て運営した。
・タブレットを使った学習等、両方の施設の一体化を
図った。
（登録数）
　　児童館　名子　　　通常88名、長期85名（－3名）
　　　　　　　　上片桐　通常72名、長期19名（＋9名）
　　放課後子ども教室　中央小　35名（－7名）
　　　　　　　　　　　　　　　北小　 78名（－5名）
②特別支援教育就学奨励費を該当者に支給し、支
援を行っている。国へ補助金申請を行った。
　　小学校　24名　　　　中学校　19名

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①児童館・放課後こども教室について、大きな事故
なく計画通り実施することができた。
　実績については前記のとおり。
②特別支援教育就学奨励費
　小学校24人、中学校19人、計43人

多くの児童の利用により、施設
が手狭になっている。職員の
確保も喫緊の課題。職員募集
を行うと同時に、運営体制の
長期的な観点から民間業者へ
の業務委託を検討していく。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標3 子育て支援サービスの充実ときめ細やかな対応

総合計画の
位置付け

安心して子育てできる地域づくり（子育て支援）

地域における子育て支援サービスの充実／障がい児へのきめ細やかな対応

H30 こども課 3



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 こども課

標題 担当係 保育園係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

今後も保育の質の向上を目的
とした研修会を実施し、職員の
専門性を高めるための機会を
作っていく。
保育環境を整えるため、施設
の補修等を計画的に行ってい
く。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①引き続き、園を運営し、子どもと保護者への支援
を行う。
・職員研修を実施する。
　下半期の研修計画　10月～2月　5回
　新規採用職員に対し、随時研修を行う。
・10月に入園説明会を行い、入園申込みを受付け、
来年度の職員体制を検討する。
②引き続き小学校への円滑な継続のため、小学校
と連携していく。
　中央小学校　　10月5日開催予定
③発表会を開催し、1年間の保育の振返りを行う。
　2月27日開催予定
④施設の改修等を行い、長寿命化を図る。
　園児が安心安全に過ごせるよう、園環境を整え
る。
　保護者会からの要望事項の検討と対応を行う。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

より良い保育を実施するため、地域、学校、保護者
等と協力し、円滑な保育園運営をすることが出来
た。
施設の老朽化により、補修が必要な箇所が多くある
園について、計画的に修繕を行っていく。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①保育園の運営
・5園を運営し、「幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿」を見通した保育を
行い、子どもたちの健やかな育ちと、
保護者の子育て支援を行う。
・地域資源を生かし、特色ある保育園
づくりを推進する。
・保育の質と保育士の専門性を高め
るため、研修会を計画的に実施す
る。
②小学校との連携
・小学校への円滑な接続のため、合
同研修会を実施し、指導の方法や内
容、幼児・児童の発達について相互
理解を図る。
③保育発表会
・1年間の子どもたちの育ちと保育園
運営を振り返るため、保育発表会を
実施する。
④保育環境の整備
・園児が安心安全に生活できるよう、
保育環境の整備を推進する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①5園を運営
・地域、学校、高齢者施設等との交流や畑づくりな
どを通じて、地域に根ざし特色ある保育園づくりを
進めている。
・専門性を高めるため、研修会を実施（6回）
　園ごとに学年会や勉強会等の園内研修を実施
②保小意見交換会を開催し、学校の授業参観と意
見交換を行い、円滑な接続ができるように連携して
対応した。
　北小学校　　7月19日開催
③未着手
④保育環境を整えるため、施設の改修工事等を実
施した。
・安心安全な園環境となるよう、保護者会の協力に
よる環境整備や保育室内の掲示を行った。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①5園とも、地域・学校・高齢者施設等との交流し、
特色ある保育園づくりを行った。
　専門性を高めるための研修会を年9回実施した。
今年度は、職員同士で意見交換する場として「保育
勉強会」を追加した。
②小学校の授業参観を行い、円滑な接続をするた
めの連携について意見交換会を行った。
　北小学校　7月19日　　中央小学校　10月5日　開
催
③子どもたちの1年間の成長と保育園運営を振り返
るため、保育発表会を実施した。
　上片桐保育園の発表　2月27日　開催
④保護者会と連携し、園ごと計画を立て、環境整備
を行った。
　保育環境を整えるため、掲示及び整理整頓を行っ
た。
　町保護者会連合会からの要望に対して回答した。

特に老朽化の進んでいる双葉
保育園の補修工事を行ってい
く。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標4 安心して子育てできる環境づくり

総合計画の
位置付け

安心して子育てできる地域づくり（子育て支援）

保育サービスの充実／障がい児へのきめ細やかな対応

H30 こども課 4



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 こども課

標題 担当係 学校教育係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①当初予算に計上し、引き続
き実施する。
②業務見直しにより、今年度で
終了する。
③当初予算に計上し、引き続
き実施する。
④次年度は松川町から蓮田市
へ訪問する。
⑤小学校コンピュータ教室及
び校務用パソコンの更新を行
う。
⑥当初予算に計上した改修を
実施する。
⑦2年目になり、具体的なプラ
ンを策定する。
⑧夏になる前にエアコン設置
工事を完了させる。
⑨通学路の安全確保方法を考
えていく。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①継続する。次年度の体制について検討する。
②各部会３回の会議を開催し、支援を継続する。
（11月9日、1月15日、2月25日）
③計画どおり10月、11月に月2回程度、就学相談委
員会を実施し、来年度学級編成に間に合うように判
定を行う。
④完了
⑤来年度の各学校パソコン等機器更新に向けて、
仕様書作成など準備を行う。
⑥引き続き学習環境の整備を行う。
⑦施設の劣化度をまとめ、計画を進めていく。
⑧来年夏までに整備をし、児童生徒の学習環境を
整える。
　冷房設備の平成31年7月稼働に向けてのスケ
ジュール：実施設計　10月～12月、議会議決　1月、
工事　1月～31年6月（繰越）
⑨警察との合同点検で防犯カメラ設置について指
導があり、設置に向け研究と設置要望を行う。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①小学校の英語授業を前倒し実施することができ
た。
②関係部署の情報共有を行い、必要な対応に繋げ
ることができた。
③特別支援が必要な児童生徒について、委員会で
検討し、判定を行うことができた。
④参加した児童は蓮田市の小学生と交流事業によ
り、新しい繋がりを持つことができた。
⑤ICT機器の整備により、児童生徒の学習環境を整
えることができた。
⑥学校環境の整備を行うことができた。
⑦劣化度調査など基本事項が確認できた。
⑧計画どおり進んでいる。
⑨小学校へ危険箇所マップの提供を行うことができ
た。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①英語教育の推進
・学習指導要領の改訂を前倒しで実
施するため、町費でＡＬＴと英語指導
員を配置して英語教育を推進し、児
童の英語スキルの向上を図る。
②教育部会による児童生徒への支
援
・3部会（健康教育・特別支援教育・子
ども支援）を設置し、学校と関係者が
連携して児童生徒の支援を行う。
③児童生徒就学相談委員会
・特別な支援が必要な児童に対し適
切な支援に結び付けるため、委員会
を運営し就学判定を行い、就学を支
援する。
④蓮田市との小学生交流事業
・7月30日・31日に蓮田市の小学生が
来町され、フォレストアドベンチャー・
自然体験・ホームステイなどにより、
町の小学生との交流を深める。
⑤ＩＣＴの整備
・小学校に電子黒板、中学校に大型
テレビモニターを整備する。
・デジタル教科書を導入し、効率的で
分かりやすい授業により、児童生徒
の学力の伸長を図る。
⑥学校施設の整備
・学習環境の向上と利便性を高める
ため、施設の改修を行い、施設の充
実を図る。
⑦学校施設の長寿命化計画の策定
（Ｈ30～Ｈ31）
・学校施設の状況や児童生徒数を考
慮して、将来にわたる小中学校のあ
り方や改修について検討し、長寿命
化計画を策定する。
⑧小中学校への冷房設備の設置
⑨大阪・新潟の事件・事故を受けて、
通学路等の緊急点検を実施する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①英語指導員（町費）1名を配置し、担任・専科教
員・ＡＬＴとともに、小学校の英語教育を推進してい
る。
②3部会ともに2回会議を開催（4月16日、7月12日）
③就学相談委員を委嘱、6月12日から委員会を3回
開催し、就学判定を行った。対象者数9月末現在23
名（昨年30名）
④蓮田市との小学生交流事業を7月30日・31日に
町において実施。蓮田市24名、松川町23名の児童
が参加（ﾌｫﾚｽﾄｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰ・ﾎｰﾑｽﾃｲ・自然体験な
ど）
⑤2学期に間に合うようＩＣＴを整備した。（中央小、
北小：電子黒板各1台、算数のデジタル教科書／中
学校：大型テレビモニター8台）
⑥各学校の改修工事を発注。夏休み中心に工事を
進めた。
⑦長寿命化計画を委託済
⑧小中学校への冷房設備設置を決定。実施設計
委託料を9月補正した。
⑨ブロック塀の調査及び危険箇所の緊急調査を行
い、警察と合同点検を実施した。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①9月末のとおり。
②予定通り5回の部会を実施した。
③就学相談委員会を10回実施した。合計33人の判
定を行った。
④9月末のとおり。
⑤当初予算に計上した導入は全て完了した。
⑥必要な改修は行うことができた。
⑦年度末に、本年度分の完成図書の納品を受け
た。
⑧エアコン設置工事について、翌年度繰越処理を
行った。
⑨通学路の危険箇所マップを作成を行った。

④蓮田市との交流事業を見直
していきたい。
⑤セキュリティポリシーの整備
を進める。
⑧エアコン設置方法について、
反対意見があり工事遂行に多
大な障害となっている。
⑨通学路の安全を確保方法す
るを考えていく。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標5 学校教育の推進と学習環境の整備

総合計画の
位置付け

郷土に誇りのもてる人づくり（学校教育）

知・徳・体（食）の調和がとれた学校教育の推進／子どもの健全育成

H30 こども課 5



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 こども課

標題 担当係 こども係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価 ⑦

今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

学校関係者の虐待に対する意
識の低さもみられるため、実務
者会議を開催し、意識の向
上、ケースの把握・見守りを徹
底する。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①虐待家庭のなかには、養育者の精神疾患や養
育能力の低さなど様々な困難があるため、医療や
保健師等の関係機関と情報共有しながら、引き続
き早期発見、早期支援を行っていく。
②引き続き連携を図り、推進していく。
補助金について、協議会において意見を収集する。
③少年警察補導員会と連携してパトロールを行い、
安全の確保と非行防止を図る。
　12月実施予定

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①町の相談機関のみでは対応できないケースにつ
いては、児童家庭支援センターこっこや児童相談所
とともに対応した。
②収集した意見を基に、補助金交付要綱を改正し
た。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①要保護児童対策地域協議会
・虐待等による要保護児童の早期発
見や適切な保護を行うため、関係機
関と連携して適切な対応を行う。
・実務者会議を定期的に開催し、要
支援児童の状況確認や支援方針の
検討を行い、フォローを行う。
②子ども会育成会連絡協議会
・各地区子ども会育成会と連携して、
子どもたちの多様な人間形成を促
す。
③少年警察補導員会との連携による
青少年の安全の確保と非行防止
・イベントや長期休業等においてパト
ロールを実施し、青少年の安全を確
保するとともに非行防止を図る（6月・
8月・12月他）。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①児童相談所や児童家庭支援センター、保健師と
連携し、虐待ケースについて対応した。
・実務者会議開催に向け、登録されている全ケース
について状況の確認を実施している。
②各地区の子ども会育成会と連携し、子どもたちの
健やかな成長を図っている。
補助金交付要綱を制定し、補助金の交付を行っ
た。
　子ども会育成会連絡協議会　　2回
　役員研修　　1回
　交流研修　　1回（大雨のため、中止とする）
③パトロールを行い、安全の確保と非行防止を図っ
た。
　5月25日（少年警察補導員会）
　8月9日（少年警察補導員会・子ども会育成会連絡
協議会）
　イベント開催時（少年警察補導員会）

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①関係機関と情報共有することで、早期対応に務め
た。
・実務者会議は開催できなかった。
②子ども会育成会連絡協議会を4回、会長会を3回
開催し、交付要綱について意見を収集した。
③年2回のパトロールでは、特に問題は見られな
かった。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標6 子どもたちの安心安全と健全育成

総合計画の
位置付け

郷土に誇りのもてる人づくり（学校教育）

要保護児童への対応等きめ細やかな取り組みの推進／子どもの健全育成

H30 こども課 6



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 こども課

標題 担当係 学校教育係

施策大綱

施策小項目

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①教育委員会の円滑な運営
・定例会（毎月）と臨時会（随時）を開
催し、教育課題等について協議を行
う。
・教育委員の改選に伴う事務処理を
行う（9月）。
②教育懇談会の開催
・教育課題について語り合う教育懇
談会（年2回）を開催し、広く町民の意
見を聞く場を設け、「言える化」を推進
する。
　　第1回（10月）　少子高齢化の中で
のスポーツ振興について
　　第2回（2月）　将来の保育園・小中
学校のあり方について
③広報まつかわに教育委員会通信
「学びじょん・遊びじょん」を毎月掲載
し、教育委員会の「見える化」を推進
する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①計画的に開催している。ＨＰで開催のお知らせと
会議録の公開を行った。
　定例会　　6回
　臨時会　　2回
・9月議会で議会の同意をいただき改選し、事務的
な処理を行った。
　教育長職務代理者の指名
　異動報告
②10月15日開催の第1回教育懇談会に向けて準備
を行った。
③毎月掲載している。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①定例会・臨時会を開催し、教育課題等について協
議を行った。
　定例会　　12回
　臨時会　　4回
・9月に改選を行い、それに伴う事務処理を行った。
11月30日付けで辞任され、4カ月間1名の欠員となっ
たが、3月に選任され、事務処理を行った。
②教育懇談会を開催し、関係者・町民多数参加のも
と、意見交換を行った。
　第1回（教育懇談会）
　　テーマ「子どもたちが運動・スポーツに親しめる
環境づくり」
　第2回（教育シンポジウム）
　　テーマ「将来の松川町の学校はどうあればよい
か」
③毎月掲載した。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

いずれも引き続き実施する。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①毎月の定例会と臨時会を随時開催し、円滑な運
営を行い、教育課題について協議する。
②教育懇談会を開催し、教育課題について、町民
の意見を聞く場を設ける。出された意見を施策に反
映する。
　第1回　　10月15日（月）
　　　　　　　子どもたちがスポーツや運動に親しめる
環境づくり
　第2回　　2月予定
③掲載を継続し、見える化を推進する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

定期的に教育委員会、また教育懇談会を開催し、
教育現場での様々な課題や情報の共有を行い、そ
れぞれの立場の方から意見をもらうことができた。
また、広報などの媒体で教育行政の可視化を続け
ている。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標7 教育委員会の「言える化」「見える化」の推進（教育委員会事務局業務）

総合計画の
位置付け

H30 こども課 7



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 生涯学習課

標題 担当係 生涯学習・男女共同参画係

施策大綱

施策小項目

①公民館活動の充実
・多くの人・団体と関わりを持ち、情報を共
有し、本館専門部員（社会部、体育部、編
集部）と共に考え、課題解決に取り組む。
・「町民自主企画講座」を浸透させ、自主
的・自発的学習を企画からサポートする。
・公民館事業への参加促進の為、公民館
報・チャンネルユーと連携をして積極的に
情報発信を行う。（イベントや社会教育関
係団体紹介等）
②地域課題への取り組み
・地域コミュニティ向上のため、地区公民
館・地区協議会活動について、本館専門
部と連携し、支援する。
・地域課題・生活課題をテーマに第56回
公民館研究集会を開催し、今後の公民館
活動に結び付ける。
③成人式の実施
・新成人が主体的に企画運営する成人式
を挙行する。
④各種講座等の開催
・学ぶことで実生活や地域活動につなが
るまつかわ大学や各種講座・教室を開催
する。
⑤地域人材を活かした学習の推進
・「学びたい」に応える「てらこや」事業を推
進する。
⑥豊かな社会力の育成
・中学生の職場体験の事業所の開拓と受
け入れリストの作成する。
・中学生の力を地域に還元する奉仕活動
「ニコボラ」の取り組む。
・「ボランティアカード」や「活動証明証」に
よる活動への参加を促進する。
・地域行事への参加、ハーフマラソンなど
各種イベントの運営補助を行う。
⑦地域人材を活用した中学生文化系クラ
ブの運営
・文化系クラブでの学びを通した個性の伸
長と地域への愛着心を醸成する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①ツツザキヤマジノギク保護活動を社会教育委員
や町内ボランティアの協力を得て実施するなど、多
くの人・団体と関わり合いながら、各部イベント、活
動等に取り組んだ。
　館報を用い、「町民自主企画講座」の発信を強
化。新たに２つのサークル立ち上げをサポートし
た。
　チャンネルユーと連携を図り社会教育関係団体の
紹介番組を作成して放送中。
②公民館年始総会、合同部員会、館長主事会を通
じ、平成30年度の活動上の課題について相互の情
報交換の場を設定。
③成人式を8月15日に実施（113名参加）。
④まつかわ大学、地域を知る講座等を開催した。
⑤てらこや松中事業を実施した。
⑥町内事業所へ中学生の職場体験依頼をして、職
場体験を実施した。
　ニコボラ活動の参加促進を実施した。
⑦昨年度に引き続き、美術書道クラブを運営。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①本館専門部の事業を計画通り実施した。ツツザキ
ヤマジノギク保護活動は新たな保護区域を関係団
体と協力して造成した。
②地区公民館にスポットを当てた研究集会が好評
だったため、H30年度も引き続き、地区公民館に役
立ち、発信の場となるようにした。
合同部員会、館長主事会を開催し、相互の情報交
換の場を設定した。
③式典は計画、開催から当日もスムーズに進行で
きた。パーティでは実行委員主体となり、新成人の
意見を取り入れた成人式ができた。
④まつかわ大学を4回開催（参加人数のべ525名）、
地域を知る講座を6回開催（参加人数225名）。
⑤てらこや松中41回開催（参加人数のべ1,639名）。
⑥中学生職場体験を実施（124名参加）。
⑦美術クラブ26回、書道クラブ33回開催した。

②共催を行うに当たり、それぞ
れの自主性の維持と、事業の
公平性に注意する。
④まつかわ大学受講者が年々
減少しているため、制度の見
直しを検討する。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①ツツザキヤマジノギク保護
活動は継続的に続けていく。
②本館・地区館共済事業の具
体的検討をする。
③次年度実行員の早期確保と
今年度の成功事例の継承を行
う。
④まつかわ大学はH31年度も4
回講演会を開催し、地域を知
る講座もH30年度と同様に計
画し実施する。
⑤⑥⑦引き続き中学校側と連
携をとり事業継続をする。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①本館専門部（社会部、体育部、編集部）におけ
る、各種イベント・活動において、人や団体との関わ
りや地域とのつながりという点で、今後すべきこと・
求められていることを考える。
②11月に第3回館長主事会を開催予定。半期終了
時の反省や課題の情報交換を行う。
　第56回公民館研究集会に向け、10月以降検討会
議を複数回実施予定。
③実行委員会を中心にアルバム制作を進める。
④まつかわ大学第3講座(12月)、第4講座(2月)を計
画どおり開催する。次年度の講師を選定し、3月ま
でに決定する。
⑤引き続き、「てらこや」事業を計画どおり実施す
る。
⑥引き続き、ニコボラを行う中学生と受け入れる事
業所のつなぎを行う。
⑦引き続き、文化系クラブ「美術・書道クラブ」を計
画どおり実施する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①ツツザキヤマジノギク保護活動は町民の参加者が増加
してきており、認知度も高まっている。
②研究集会では本館専門部活動紹介も併せて行ったこと
で、地区館・本館それぞれの事業認識を行うことが出来
た。
情報交換の場を設定したことで、地域課題について共に
取り組む雰囲気が出来、共催の検討も始まった。
③自主性を持ち、何かを行うことを学んでもらえたと考え
る。式では地元シードルや果樹の紹介も一部行い、地域
のことを知ってもらうことにも繋がった。実行委員から本館
専門部への入部者も獲得できた。
④まつかわ大学の受講者アンケートから、良い講演内容
である声が多く寄せられた。
⑤中学生の学習サポートが行え学習力の向上につながっ
た。
⑥中学生のボランティア精神を養うことができた。
⑦中学校にはない文化系クラブを開催することで、子ども
たちの個性伸長につながった。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標1 社会教育・公民館活動の充実

総合計画の
位置付け

どの世代も活躍できる人づくり(社会教育・スポーツ)

うるおいと生きがいを育む社会教育の充実

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

H30 生涯学習課 1



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 生涯学習課

標題 担当係
生涯学習・男女共同参画係／文

教施設係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①システム利用者数の増加を
図る。
施設管理については、住民要
望、緊急修繕等その都度対応
する。
②町民体育館体補強工事によ
る施設利用について名子原福
与体育館の月曜開館等柔軟な
対応をとっていく。
③旧青年の家について、管理
委託者と連絡を密にし、利用し
やすい管理を目指す。
　産業観光課の動きに応じて、
長野県教育委員会との間に
入っていく。
④旧東小学校について、管理
委託者と連絡を密にし、利用し
やすい管理を目指す。
　地域活動がさらに活発になる
よう協力する。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①インターネットシステム導入にあたり、利用者説
明会を実施する予定。それにともない受け付けルー
ルの見直しを実施し、周知をする。
②31年度の町民体育館耐震補強工事にむけて体
育館利用制限等の説明会を開催する。町営グラン
ドの照明設備工事を3月末までに終了する。
③今後も通常の施設管理を行う。
　予定どおりに補助金が交付されるよう、引き続き
調整をする。
④今後も通常の施設管理を行う。
　地域おこし協力隊や地域の団体が中心となり、
10、11月に開催される「チャレンジ東小」の施設活
用に対して協力する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①窓口受付件数が減り、利用者の利便性が向上し
たと思われる。
②町体耐震工事に関する説明会を早期に設け、あ
る程度、利用者への周知ができた。
③本年度補助金を不執行、補助期間を3年延長とす
ることができ、余裕をもって青年の家あと利用を考え
られるようになった。
④「チャレンジ東小」として、積極的に施設を活用し
てもらえている。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①中央公民館えみりあ等社会教育施
設の管理運営
・社会教育施設受付にインターネット
システムを導入し、利用者の利便性
向上及び受付事務の軽減化を図る。
・施設利用者の要望に応え、緊急修
繕等は都度対応していく。
②体育館・グラウンド等社会体育施
設の管理運営
・町民体育館耐震工事の設計業務の
実施、施設利用者との調整を図り、
翌年度の耐震工事に向けて準備を
進める。
・施設利用者の要望に応え、緊急修
繕等は都度対応していく。
③旧松川青年の家の管理
・管理委託者を通じ、通常の施設管
理を行う。
・改修工事を実施する産業観光課と
長野県教育委員会、工事主体者との
調整役として勤める。
④旧東小学校の有効利用
・管理委託者を通じ、通常の施設管
理を行う。
・地域おこし協力隊と連携しながら地
域等での活用に協力する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①2月運用開始にむけてインターネットシステムを
導入して準備を進めている。中央公民館で予定して
いた修繕工事は予定通りに終了。施設利用者の要
望については都度対応。
②町民体育館耐震補強工事の実施設計業務に着
手した。町営グランド照明設備が故障したため緊急
修繕を進めている。
③管理委託者と連絡を取り合い、通常の施設管理
を進めている。
　産業観光課と長野県教育委員会との間に入り、
平成30年度補助金の不執行、補助期間の延長に
ついての調整をしている。
④管理委託者と連絡を取り合い、通常の施設管理
を進めている。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①インターネットシステムを2月に運用開始した。
②町民体育館耐震補強工事設計業務終了し、議会
への説明と次年度予算計上を行った。町民体育館
の代替え施設利用について、利用者との調整会議
を開催した。町営グランド照明修繕工事を実施し
た。

③通常の施設管理については、管理委託者と連絡
を取り合い、問題なく行うことができた。
　産業観光課と長野県教育委員会との間に入り、
H30年度補助金の不執行、補助期間の延長につい
て話をまとめた。期間の延長については、協議書を
提出した。
④通常の施設管理については、管理委託者と連絡
を取り合い、問題なく行うことができた。
　地元の社会教育関係団体と地域おこし協力隊が
意欲的に東小を活用するなか、協力することができ
た。

①高齢者のシステム活用に対
し丁寧な説明を行う。
②耐震補強工事を計画時期ど
おりに完了させる。
③老朽化箇所や消防署の指
導にどう対応するかが課題。
④地域おこし協力隊が不在と
なり、休日活動時の校舎開放
についての責任の所在が課
題。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標2 社会教育・体育施設の整備及び維持管理

総合計画の
位置付け

どの世代も活躍できる人づくり(社会教育・スポーツ)

うるおいと生きがいを育む社会教育の充実

H30 生涯学習課 2



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 生涯学習課

標題 担当係 文教施設係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①引き続き除籍や要修繕箇所
の改修に努める。
②南信州図書館ネットワークと
相互貸借の効果的な利用、適
切な選書で更なる貸出冊数の
増加につなげる。
③引き続き、おはなし会やおた
のしみ会等を行うとともに、調
べ学習の利用増加を模索す
る。
④学習的利用の増加を目指
し、レファレンスに関する職員
の対応力向上を図る。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①要修繕箇所を解消する。
②ネットワークの活用について引き続き広報する。
　特色あるレイアウトについて話し合いを持つ。
③計画どおりに行う。
④10月末の図書館まつりにて、大人を対象として
ブックコートかけ講座を予定、11月のえほん講演会
では親子連れで参加できるワークショップを予定し
ている。
　レファレンス等の図書館機能について広報する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な

か

っ
た
理
由
等

①完全ではないが、快適な環境に近づけることがで
きた。
②南信州図書館ネットワーク、相互貸借等を効果的
に利用し、貸出冊数を伸ばすことができた。
③おはなし会、おたのしみ会には多くの子どもが参
加し、図書館への関心を高めることができた。
④目新しいブックコートかけ講座や親子で参加でき
るワークショップ型の講演会を開催することができ、
大人の図書館利用を促すきっかけとなった。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①図書館機能の充実
・書架、ブックトラックなどの導入を積
極的に行うとともに適切な除籍を行
い、快適な配架状況を目指す。
・より使いやすい図書館を目指し、要
修繕箇所の解消を進める。
②蔵書・提供資料の充実
・ネットワークシステムの有する機能
を今以上に活用できるよう周知を図
る。
・適切な選書と除籍、南信州図書館
ネットワークの活用等によって、資料
の充実を図り利用者に提供する。（目
標：年間貸出冊数100,000冊）
・郷土資料の収集と保存に努め、資
料の特色による利用促進を図る。レ
イアウトについても研究する。
③子どもの読書活動・生涯学習の推
進
・読み聞かせや各種講座、ボランティ
ア等への読書支援活動を行い、子ど
もたちの知的好奇心を育む。
・学校と連携しながら、調べ学習によ
る利用増加につなげる。
④幅広い世代の読書活動・生涯学習
の推進
・大人でも大いに利用できることの周
知を図るため、大人が興味を引くニー
ズに合わせた特設コーナーの設置や
レファレンスについての広報を行う。
・多様な生涯学習を支える場として、
各種講座やイベントを開催するととも
に、各種施設や団体との連携事業に
取り組む。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①書架、ブックトラックの導入、除籍を随時行った。
予定している要修繕箇所の改修については未着
手。
②ネットワークについて、利用者に対する口頭での
案内や返却日を示したカードの裏面にて広報した。
南信州図書館ネットワークと相互貸借の利用、資料
購入により利用者の希望に沿う資料を用意できて
いる(上半期貸出冊数：57,674冊)。
松川町の郷土資料を一か所に集める等の工夫で、
利用促進を図った。
③金曜おはなし会、おたのしみ会など子どもを対象
とした講座を予定どおり行った。ボランティアの求め
に応じて選書等で協力している。
学校からの希望による、低学年向け町図書館利用
ガイダンス、中央小学校図書館改装工事期間中の
授業受け入れを行った。、調べ学習等での利用が
数件あり、対応した。
④時事に合わせた特設コーナーの設置、大人を対
象としたおりがみ教室等の開催を行った。
国立国会図書館デジタルコレクションの利用登録が
許可となり、レファレンス資料の充実が一歩進ん
だ。

③
進捗度
評価

④
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①書架、ブックトラックの導入を予定どおり行うととも
に、適切な除籍を随時行うことができた。
　放送設備の改修など、進めることができた。
②窓口での案内や返却日を示したカードの裏側を
利用、広報まつかわへ掲載するなど、ネットワーク
機能を広報することができた。
　南信州図書館ネットワークと相互貸借の利用、適
切な選書により資料を充実させ、利用者に提供する
ことができた。（年間貸出冊数：113,056冊）
　松川町の郷土資料を一か所に集める等の工夫
で、利用促進を図った。
③金ようおはなし会、おたのしみ会など子どもを対
象とした講座を予定どおり行うとともに、ボランティア
の求めに応じて読み聞かせの選書等へも協力し
た。
　学校からの希望による低学年向けの町図書館利
用ガイダンス、中央小学校図書館改装工事期間中
の授業受け入れを行った。調べ額等での利用にも
対応した。
④時事に合わせた特設コーナーの設置や大人を対
象としたおりがみ教室等を開催した。
　国立国会図書館デジタルコレクションの利用登録
が完了し、レファレンス資料の充実が一歩進んだ。

①快適な配架環境の実現に
は、更なる環境整備が必要。
②利用しやすいレイアウトやサ
インについてじっくり話し合う場
を設けられると良い。
③④調べ学習やレファレンス
に対応するべく、職員の研修
に力を入れていく必要がある。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標3 利用しやすい図書館の運営

総合計画の
位置付け

どの世代も活躍できる人づくり(社会教育・スポーツ)

魅力ある図書館運営の推進

H30 生涯学習課 3



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 生涯学習課

標題 担当係 生涯学習・男女共同参画係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①出前講座の回数を増やし、
人を呼ぶのではなく出向いて
いき地域とのつながりを図る。
②「松川中学校スポーツ活動
運営委員会」を開催して中学
校部活動の問題に取り組む。
（保護者部活の廃止等）。子ど
ものスポーツにふれる機会の
場としてスポーツクラブ体験会
を開催する。
県教委の指針に基づき「松川
中学校に係る運動部活動の方
針」を策定する。
③第5回大会を9月8日に開催
した。実行委員会を重ねて準
備をする。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①ボッチャを育成会、中学校に呼びかけ、普及を図
る。ウォーキング教室を年内3回実施予定。受講登
録者数46名だが、回を進めるごとに出席率が低下
することが課題。
　出前講座は２件の依頼があり、実施予定。
②「松川中学校スポーツ活動運営員会」や「全国体
力・運動能力、運動習慣等調査」等から出された
「子どもたちの運動をする・しないの二極化」という
課題について、10月15日の第1回教育懇談会で取
り組む。
③各部ごとに第4回大会の反省会を開催し、全体実
行委員会で報告、第5回大会に向けて準備を進め
る。スポーツ振興くじ助成金実績報告書を提出し、
助成金手続きを進める。
　11月4日に開催される第34回駅伝大会を本館体
育部、スポーツ推進委員会とともに準備中。町民の
健康維持増進のため、昨年度より多くの参加チー
ムとなることが課題。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①出前講座の回数が増え、出向く場所も自治会か
ら小学校までと幅広い需要がある。
②教育懇談会で話し合われた子どものスポーツに
ふれる機会の場の提供について、少年少女スポー
ツクラブと連携をとり体験会の開催につながった。
③年々参加者が増えてきており、まつかわハーフマ
ラソン大会の知名度が上がってきている。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①町民ひとり一スポーツの推進
・年齢や障害の有無に関わらず楽し
める地上のカーリング「ボッチャ」の普
及を図る。
・スポーツ推進委員を中心にウォー
キング教室を開催し参加者が自主的
継続的にウォーキングを実施できる
よう促し、町民の運動習慣化につな
げる。
・スポーツ推進委員や本館体育部と
共に、ニュー(軽)スポーツの出前講座
を積極的に行い、地域へ出向いてい
く形で住民誰もが気軽にできる運動
の普及を図る。
②社会体育・中学校運動部への支援
・競技スポーツ奨励のため、体育協
会、少年少女スポーツクラブ連盟へ
の支援を行う。
・「松川中学校スポーツ活動運営員
会」を通じ、中学校運動部活動と町体
育協会・少年少女スポーツクラブ連
盟の活動実態を把握して連携を図
る。
・スポーツ指導者の現状を把握し、指
導者育成に関する支援を行う。
③スポーツイベントの支援
・「第４回南信州まつかわハーフマラ
ソン大会」を、実行委員会を中心に
町、町民、企業、各種団体が共に協
力しあい、実施する。
・町民の健康と交流促進を図るため、
駅伝大会、町民ゴルフ大会等のス
ポーツイベントの支援をする。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①体育部主催スポーツフェスティバル(6月)で東京
オリパラ経済界協議会を講師としてボッチャの普及
を実施した。
　ウォーキング教室は第７回まで終了。ウォーキン
グ、コース紹介をチャンネルユーとタイアップし実施
した。
　自治会や小学校を中心に5回の出前講座を実施
した。
②「松川中学校スポーツ活動運営員会」を開催して
中学校運動部活動活動実態を把握した。
　スポーツ指導者の現状を把握し、指導者育成に
関する支援について補助金交付の検討を行った。
③「第４回南信州まつかわハーフマラソン大会」を9
月9日に開催した。当日は1731名のランナーが参加
し、無事終了。
　7月29日実施の町民ゴルフ大会は216名がエント
リー、実行委員会への支援を行い、無事終了。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①体育部主催スポーツフェスティバル(6月)で種目
の一つとしてボッチャの普及を実施した。ウォーキン
グ教室を計10回実施した。出前講座を計8回実施し
た。
②松川中学校スポーツ活動運営員会を開催し、10
月15日の教育懇談会にて子どものスポーツ離れに
ついての懇談会を行った。参加人数60名。スポーツ
指導者支援の補助金交付要綱を策定した。
③第5回大会に向けて実行委員会を開催し、スポー
ツ振興くじ助成金を申請した。

①出前講座のＰＲを実施する。
②「松川中学校に係る運動部
活動の方針」の策定にあたり、
「松川中学校スポーツ活動運
営委員会」と連携し、また、保
護者周知を図る。
③町民体育館耐震補強工事
による会場変更の対応が必要
である。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標4 地域におけるスポーツ活動の推進

総合計画の
位置付け

どの世代も活躍できる人づくり(社会教育・スポーツ)

心身の健康を育むスポーツ活動の推進

H30 生涯学習課 4



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 生涯学習課

標題 担当係 生涯学習・男女共同参画係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

オリンピックの前年ということも
あり、更なる機運醸成を目指し
てホストタウン計画の遂行をす
る。コスタリカ人との町民交
流、松川町での国際交流イベ
ントを計画、実施していきた
い。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①引き続き情報発信を行う。ホームページへ今まで
の事業を掲載する。
　上半期のスペイン語講座の様子から内容を検討
し、10月からスペイン語講座（2コース）を開講する。
　11月に開催される柔道グランドスラム大会に松川
町を訪れたサンチョ兄弟が出場予定のため、町柔
道クラブと応援計画を検討する。
　10月26日松川中学校でパラリンピアン講演会を開
催した。
　３月の高校生派遣事業にて学校間交流を開催で
きるよう現地と調整する。
　ビデオレターについては、サントドミンゴ中高一貫
校と調整ができたところで、町内調整を行う。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

コスタリカの奇跡上映会、スペイン語会話教室な
ど、多くの方に参加していただき、町民のコスタリカ
への認知度も高まっている。また、住民主体の組織
「コスタリカくらぶ」も立ち上がった。これらの活動が
先進的な取り組みであることを内閣官房から認めら
れ、地域おこし協力隊白井さんが「ホストタウンリー
ダー賞」を受賞した。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①ホストタウン計画に基づく事業実施
・広報やチャンネルユーでコスタリカ
についての情報発信をし、町民への
理解度を深める。
・ホストタウン計画に基づきスペイン
語講座を開設し、コスタリカへの関心
を高める。
・コスタリカ人を招いて町民との交流
会を行い相互理解を深める。
・オリンピック、パラリンピック教育を
通して将来の自信と勇気を育む。（オ
リンピアン、パラリンピアン講演会等）
・コスタリカと松川町の学校間でビデ
オレターや作品交換等を通じて交流
を図る。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①各事業について広報やチャンネルユーで情報発
信した。
　スペイン語講座の前期を５月～８月に開催した。
後期は10月開催に向けて受講生募集を行った。
　８月25日に町民交流会を実施した。新たに、９月
11日にサッカーコスタリカ代表と小中学生含む町民
交流、松川町音楽祭にてコスタリカ国費留学生との
音楽コラボを実施した。また、コスタリカとの交流拡
大を図るため、丸山珈琲と連携し、９月22・23日にコ
スタリカ人15名が来町、交流を行った。
　パラリンピアン講演会を10/26に松川中学校で開
催するように準備を行った。
　３月開催の高校生派遣事業にて学校間交流を図
れるようまちづくり政策課と協力して準備を進めた。
　ビデオレターについては、コスタリカ国サントドミン
ゴ中高一貫校と調整中。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①ホストタウン計画に基づき事業を実施した。
・スペイン語会話教室（前期・後期）36回開催（参加人数の
べ561名）
・6月23日コスタリカの奇跡上映会（参加人数250名）
・7月21日あらいの祇園コスタリカブース出展
・8月25日コスタリカ交流会
・9月9日ハーフマラソンコスタリカブース
・9月11日サッカーキリンチャレンジカップコスタリカ代表応
援（町民応援団15名）
・9月15日楽宴コスタリカブース
・9月22日コスタリカコーヒー生産者との交流（丸山珈琲関
連）
・9月24日松川町音楽祭コスタリカ音楽留学生とのコラボ
・10月26日パラリンピアン講演会（松川中学校全校生徒）
・10月28日みなこいワールドフェスタコスタリカブース
・11月23日柔道グランドスラムコスタリカ選手応援（町民応
援団12名）
・12月9日飯田国際交流の夕べコスタリカブース
・12月25日第1回プラビダ会（参加人数50名）
・2月3日生田芸能文化祭コスタリカブース
・2月23日ふるさと味まつりコスタリカ料理
・3月21日～コスタリカスタディツアー（高校生10名派遣）

・オリンピックが終わってからも
コスタリカとの交流が途切れな
いよう検討する。
・イベント参加者の固定化傾向
がみられるため、更なる周知を
図り多くの方に参加してもらえ
るよう検討する。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標5 コスタリカとの人的・文化的交流の推進

総合計画の
位置付け

どの世代も活躍できる人づくり(社会教育・スポーツ)

うるおいと生きがいを育む社会教育の充実

H30 生涯学習課 5



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 生涯学習課

標題 担当係 文教施設係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①指定になっていない文化財
の看板や修繕について検討を
進め、統一した内容を考える。
②保存団体の維持や継承につ
いての援助方法を考える。
③来館者の増加につながる展
示を行う。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①指定文化財大島城の看板を追加する。
②「わたしたちの松川町」の執筆に入る。
③引き続き展示を行う。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①山城への関心が高まっており、案内を充実するこ
とができた。
②来年度の完成に向けて順調に進んでいる。
③ロビースペースを有効に利用し、来館者数の増加
に努めた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①町の指定文化財の情報提供と歴
史史料の整理
・町内文化財の説明板設置の継続を
するとともにその他の史跡へも目を
向け、統一した内容を考え広げてい
く。
・収蔵品、旧役場文書の整理を完了
させるとともに、公文書の公開につい
てのルールを検討する。
②伝統芸能の継承
・地域の伝統芸能を把握するため実
態調査を行う。
・「わたしたちの松川町」の編集委員
会を立ち上げ、内容の検討、執筆に
入る。
③資料館の運営
・町民に知ってもらいたい貴重な史料
を中心に、収蔵品の継続的なミニ展
示を実施する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①住民の問合せに対し、現地確認、事実確認を行
い、維持についての方針を検討している。指定文化
財の大島城案内看板の移設を行った。
　収蔵品、旧役場文書の整理は順調に行っている。
②伝統芸能の実態調査を実施し、結果をまとめた。
　副読本執筆者会を行い、執筆の依頼をした。
③ロビーで「雛人形」「伊那街道特集」の2度のミニ
展示を行った。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①大島城の看板移設、追加が完了した。
　旧役場文書の整理が完了し、ラベルや目次を整
備する段階となっている。
②伝統芸能の実態調査を完了し、結果をまとめた。
　副読本執筆者会を行い、執筆を依頼した。
③4回のミニ展示と1回の特別展を行った。

①指定のない文化財につい
て、財源確保や所有者の確認
等が課題。
②保存団体の維持や継承につ
ながる補助金要綱や協議会の
立上げの準備をする。
③いかに興味深い展示を行
い、来館者数の増加につなげ
るかが課題。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標6 歴史・伝統文化の継承の推進

総合計画の
位置付け

歴史が伝わり、伝統が継承されるまちづくり(歴史・文化)

歴史・伝統文化の継承

H30 生涯学習課 6



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 生涯学習課

標題 担当係 生涯学習・男女共同参画係

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①第5次男女共同参画プラン
の策定を各委員会を開催して
決定する。
②自治会等の出前講座を地区
推進員と共に開催する。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①2月実施予定の男と女いきいき講座をプラン推進
会議と共に講師を選定・企画運営をする。
　講座情報を公民館報に掲載して周知する。
②出前講座未開催の地区は推進員と調整して開催
していく。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

②2地区で出前講座の開催が地元自治会と調整が
つかず実施できなかった。開催した自治会からのア
ンケート調査の結果、男女共同参画に対する意識
が高まっている意見が多く出された。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①男女共同参画の意識の向上
・男女共同参画プラン推進会議、推
進委員会を開催し、プランの進行管
理をするとともに、事業を実施する。
・公民館報での講座や女性の活躍の
紹介をして、町内全域に向けて男女
共同参画に関する動きを伝える。
・男性の家事や育児対する認識を深
めるため、子育て支援センターおひさ
まの利用者にアンケートを実施して
内容にあった講座開催を実施する。
・「男と女いきいき講座」で活動事例を
とおして男女共同参画を学ぶ。
②自治会等への女性役員の登用の
促進
・地区推進員と協力し、出前講座を実
施して女性役員登用を促進する。
・男女共同参画の概要がわかる学習
資料を作成し出前講座で活用する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①６月に地区推進員会、プラン推進会議、推進委
員会を開催し、今年度事業の持ち方について審議
した。
　男女共同参画について公民館報等で情報発信し
た。
　子育て支援センター利用者へのアンケートを実施
した。学習資料の作成をしてイクメンについての記
事を掲載した。
　男と女いきいき講座については暮らしの知識を学
ぶ講座と合わせて開催することを検討中。
②出前講座を3自治会開催済み。
　学習資料を作成。出前講座で活用していく。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①地区推進員会2回、プラン推進会議1回、推進委
員会1回開催した。「男と女いきいき講座」を開催し
た。（参加人数70名）。
②出前講座を6回開催した（参加人数130名）。

①第4次計画の実施結果を分
析して、取り組みやすい内容
に計画を見直す。
②アンケートからは男女共同
参画の重要性が読み取れる
が、地域のやり方があるため、
改善につながらない。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標7 男女共同参画社会を目指して

総合計画の
位置付け

男(ひと)と女(ひと)が共に取り組む社会づくり(男女共同参画)

男女共同参画に向けたひとづくり／ともに参画できる社会づくり／ともに支え合う家庭づくり

H30 生涯学習課 7



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 生涯学習課

標題 担当係 文教施設係

施策大綱

施策小項目

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①貴重な自然の保護と学習機会の
提供
・あそびの楽校まつかわを実施し、子
どもたちの創造力とたくましさ、協調
性と自立心を育む。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①親子で小八郎登山1回、森のとしょかん1回、森の
こどもえん4回、まつかわウイラースクール4回、福
与田んぼの楽校1回、日曜森のこどもえん1回、森カ
フェinまつかわ2回、野宿にチャレンジ1回、森のこど
もクッキング1回、こども駒ヶ岳登山1回の合計17回
を開催し、263名が参加（年間目標：開催プログラム
計画35回以上、延べ参加人数450名）。天候等によ
る変更があるが、予定どおりプログラムを実施して
いる。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①悪天候などやむを得ない場合を除き、予定どおり
にプログラムが実施できた。目標を大きく上回る979
名の参加があった。

①新規参加者の獲得が課題。
　申し込みの簡素化や容易に
情報が手に入るように工夫し、
参加者の増加につなげる。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

①連泊するプログラムを実施
する。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①「子どもの運動の二極化」の解決の一環として、
幼少期の遊びが重要であることから、延べ参加人
数目標数450人を上回るよう、PRに努め、下半期の
プログラムを実施する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①参加者からは個人ではできないことが専門家の
指導のもとで安全にできること等に好評価をいただ
いている。
プログラムの満足度も高く、子どもたちの成長の一
助となっている。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標8 子どもたちの豊かな社会力の育成

総合計画の
位置付け

どの世代も活躍できる人づくり／豊かな自然と共生するまちづくり

うるおいと生きがいを育む社会教育の充実／自然環境の保全

H30 生涯学習課 8



平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 議会事務局

標題 担当係 ―

施策大綱

施策小項目

○議会基本条例の推進
①町民との意見交換の場として議会
報告会（議会と語る会）の開催につい
て、回数、内容の充実等、議会への
多様な町民参加を促進するための取
組を支援する。
②政策立案・提言や行政監視など、
議会としての機能向上を図るため、
事務局職員の研修参加、先進事例
調査などさらなる知見の充実を図り、
議会の取組を支援する。
③議会定例会、臨時会を始めとする
議会各種会議の日程調整、資料整
備等、円滑な運営をサポートする。
④広報編集技術の向上や内容が伝
わりやすく質の高い議会だよりの発
行を支援する。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①各地区団体等８カ所で議会と語る会を開催する
ため、準備を進めた。開催の内容等の見直しを補
助し、充実を図るなかで、前年度に各地区団体から
出された意見等に対する行政対応の調査などの資
料作成や開催に向けた支援をした。
②岐阜や東京など先進地の視察研修により、先進
地の事例など知見の充実を図るなかで、議会の事
務補助として、議員会議等で交わされた意見、内容
等の集約や文書の作成など事務補助を推進した。
③議会の本会議から、常任委員会、全員協議会、
議員協議会など多岐にわたる各種会議の開催に向
けた調整や通知、資料作成、運営に関する情報提
供、会議記録の作成等を期限の中で実施し、サ
ポートした。
④議会だよりの構成・内容等を広報広聴常任委員
会の広報部を中心に検討いただき、作成における
事務補助と印刷業者との連絡調整を行い、発行を
支援した。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①10月16日から11月8日までの間、各地区団体等８カ所に
おいて議会報告会「議会と語る会」が開催された。会に先
立ち報告会の段取りや会場整備等の事務的な準備を始
め、前年度に各地区団体から出された意見等に対する行
政対応の調査などの資料作成や開催の内容等の見直し
など、充実を図るなかで補助し、開催後に語る会で出され
た意見や要望等の集約等の作成補助をし伝達書として理
事者へ提出された。
②岐阜や東京など先進地の視察研修や埼玉県蓮田市議
会の視察受入れ等により、先進地の事例など知見の充実
を図るなかで、議会の事務補助として、議員会議等で交わ
された意見、内容等の集約や文書の作成など事務補助の
推進を図ることができた。
③議会の本会議、各常任委員会、全員協議会、議員間の
会議など、多岐にわたる各種会議の開催に向けた調整や
通知、資料作成及び段取り、運営に関する情報提供、会
議記録の作成等を期限の中で迅速に実施しサポートし
た。
④年４回発行の議会だよりの構成・内容等を広報広聴常
任委員会の広報部を中心に検討いただき、作成における
事務補助と印刷業者との連絡調整を行うと共に、広報研
修会にも参加し、より内容の充実した広報発行を支援し
た。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

事務局として、近隣町村の議
会の視察や事務局間の情報
交換を充実させ、他町村の議
会運営の状況や内容などを参
考に、当町議会のあり方等資
料作成に努める。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①10月16日から11月8日までの間、各地区団体等８
カ所で開催予定の議会報告会の段取りや資料作
成、会場準備等の支援を行う。
②10月末に埼玉県蓮田市議会の視察受入れを行
う予定であり、情報や意見交換を行い知見の習得
に努める。
③引き続き議会の各種会議等における円滑なサ
ポートを推進する。
④議会だよりの発行支援を継続実施する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①町議会の取組み状況の説明を始め、地域住民や
団体の皆様からの意見や要望などを議員の方々が
直接お聞きできる機会として大切な会であり、会の
運営をサポートしより内容の充実したものとして継
続実施をしていく。
②③事務局としてのレベルアップを図り、議会への
支援を充実していく。
④発行支援による内容の充実した広報政策を推
進。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標1 開かれた議会運営の推進

総合計画の
位置付け

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 議会事務局

標題 担当係 ―

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

次年度は中部伊那町村議会
協議会の当番町であり、関係
町村からの課題の検討及び情
報の共有を図り、上部機関へ
の提言に向けた支援をする。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①下伊那北部ブロック町村議会の当番町として、下
伊那北部ブロック議員総会を１０月に開催するた
め、段取りから通知、資料作成等の開催に向けた
準備を滞りなく進める。中部伊那議会協議会におい
て、11月の中部伊那町村議会研修会の分科会集
約をはじめ、県知事提言に向けて関係町村と連携
し事務の遂行にあたる。
②高森町との意見交換会の開催日程や研修内容、
視察など段取り等調整を進め、当番町として事業を
実施する。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

①下伊那北部５町村における課題の検討及び情報
の共有を図る中で、地域の現状と課題の解決を上
部機関への提言で示すことにより、進展が図られて
いる。
②隣接の高森町議会との意見交換等を実施するこ
とにより、身近な議会との交流が図られ、情報交換
等により相互の連携が図られた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

①関係町村共通の課題の検討及び
情報の共有を図り、上部機関への提
言に向けた支援をするとともに、中部
伊那議会協議会及び北部ブロック町
村議会の構成議会として、関係町村
と連携し遂行にあたる。
②北部町村の議会運営の調整や隣
接の高森町議会との意見交換等を実
施する（本年度は北部ブロック及び高
森町との交流の当番町として計画、
立案をし各種事業を実施する）。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①本年度は下伊那北部ブロック町村議会の当番町
であり、５月に視察研修を計画し実施した。８月に北
部５町村各議会からの議題の取りまとめを行い、議
員研修会を開催した。そこで審議し採択された案件
を９月の県議会開会日に合わせて知事・建設部長・
教育長・警察本部長へ要望・提言し、県議会への陳
情を行った。１０月の議員総会の実施に向け、準備
を進めた。
中部伊那町村議会協議会については、関係町村と
の事務連携を図り打合せを進め、松川町議会の議
題として、４項目の提言を提出し、総会に向けて中
部伊那４町村から出されたの提言を検討していく。
②高森町との意見交換会の日程など調整を進めて
行く。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①本年度は下伊那北部ブロック町村議会（５町村）の当番
町であった。
５月に先進地視察研修として、インバウンドを見据えた着
地型観光視察を計画し実施した。
８月に北部５町村各議会からの提言議題の取りまとめを
行い、議員研修会では南信州振興局長を始め県職員を助
言者として迎え、講演会を交えて開催した。その後、審議
し採択された案件を９月の県議会開会日に合わせて知
事・建設部長・教育長・警察本部長へ要望・提言し、県議
会への陳情を行った。
１０月に下伊那北部ブロック議員総会を開催した。段取り
から通知、資料作成等、開催に向けた準備を進め、総会を
滞りなく実施した。
２月に県提言議題一つである「免許センター関係」につい
て、県警察本部による説明会を実施した。
中部伊那町村議会協議会については、関係町村との事務
連携を図り打合せを進め、松川町議会の議題として、４項
目の提言を提出し、県への提言に繋げた。
②高森町との交流意見交換会の開催日程や研修内容等
の調整を進め、当番町として事業を実施した。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標2 関係町村議会との連携

総合計画の
位置付け
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 議会事務局

標題 担当係 ―

施策大綱

施策小項目

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

定期的な監査を計画実施し、
監査内容の精査を進めるとと
もに、住民監査請求など近年
になかった監査にも迅速に対
応するため知識の高揚を図
る。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①事業の合規性、経済性、効率性等の観点から監
査を推進し、年間計画に沿った監査を引き続き実施
する。
②11月の上半期定期監査時において、前回指摘事
項の処理経過などの確認を行い、監査委員に示す
なかで担当課等に改善を促す。
③監査内容の精査を進めるとともに、住民監査請
求など近年になかった監査にも対応できるように研
鑽を積んでいく。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な

か

っ
た
理
由
等

町の事務事業を合規性、経済性、効率性等の観点
から定期監査、決算審査、行政監査等の監査を実
施し、監査指摘及び指導事項について各課へ伝
え、改善を要する事項については具体的な改善の
実施を促すことで、適正な運営に繋げた。 ⑧

課
題
・
特
記
事
項
等

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○町の事務事業を合規性、経済性、
効率性等の観点から定期監査、決算
審査、行政監査等の監査を実施
①監査委員の指示により、会計書類
の点検、財務や行政運営に関する各
監査資料の収集などを適切に実施す
る。
②監査指摘及び指導事項について
各課へ伝えるとともに、改善を要する
事項については具体的な改善の実
施を促す。
③新地方公会計制度に伴う監査指
標等の対応及び監査内容の精査を
進める。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①例月出納検査は、一般会計・水道会計・清流苑
会計を毎月中旬に計画し実施している。また、毎月
末は現金監査を実施している。7月2日から７月11日
にわたり、平成29年度下半期定期監査を実施し、
監査資料の収集や各課における会計書類の提出
及び状況説明の取りまとめを行い、監査講評をまと
めるなど事務的補助を実施した。また平成30年度
上半期定期監査を11月に実施するよう計画し、段
取りを進めている。
決算審査では、監査資料の収集、内容点検等の決
算資料の精査を実施。決算審査意見書の書類作
成における事務等の補助を行い、当該意見書は議
会の議決をいただいた。
②定期監査時など、前回指摘事項の処理経過等の
確認を行い、監査委員に示すなかで改善を促した。
③決算審査などにおいて、新たな公会計制度を念
頭においた監査資料等を準備して監査委員へ提示
した。住民監査請求等の法的な精査等の補助を実
施した。また、代表監査委員の改選期であり、新た
に大島代表監査委員が就任された。引継ぎや監査
日程の調整など、速やかな調整を行っている。

③
進捗度
評価

④
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①例月出納検査は、一般会計・水道会計・清流苑
会計を毎月中旬に計画実施し、毎月末は現金監査
を滞りなく実施した。
7月に平成29年度下半期定期監査と、11月に平成
30年度上半期定期監査を実施し、監査資料の収集
や各課における会計書類の提出及び状況説明の取
りまとめを行い、監査講評をまとめるなどの事務的
補助を実施した。
決算審査では、監査資料の収集、内容点検等の決
算資料の精査を実施。決算審査意見書の書類作成
における事務等の補助を行い、当該意見書は議会
の議決をいただいた。
②定期監査時など、前回指摘事項の処理経過等の
確認を行い、監査委員に示すなかで改善を促した。
③決算審査などにおいて、新たな公会計制度を念
頭においた監査資料等を準備して監査委員へ提示
した。住民監査請求等の法的な精査等の補助を実
施した。また、代表監査委員の改選期であり、新た
に大島代表監査委員が就任された。業務の引継ぎ
や監査方法の説明、監査日程の調整など、速やか
に対応した。

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標3 財務や事業に関する監査の実施

総合計画の
位置付け
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平成 30 年度　組織目標進捗状況 担当課 議会事務局

標題 担当係 ―

施策大綱

施策小項目

具体的内容 ９月末時点の実施状況（中間評価） ３月末時点の達成状況（年度末評価） 次年度に向けた取り組み（引継事項）

○選挙事務の適正、円滑な執行と投
票意識の高揚を推進
①法令に基づき、公正・公平・中立な
選挙事務を確保し、適正且つ円滑な
選挙の管理執行を図る。
②明るい選挙推進協議会と連携を図
り、投票への参加ときれいな選挙の
実現や18歳以上の投票について、広
報活動を行う。

①
実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①長野県知事選挙の選挙事務を法令に基づき推
進し、適正かつ円滑に実施した。
また、期日前投票のPRを随時チャンネルユー等で
行うとともに、今回から期日前投票に用いる申請書
を投票券に記載し、投票者の期日前投票手続きと
受付事務の簡素化を実施した。
県への報告書類や補助金等精算書作成を随時進
めている。
②明るい選挙推進協議会を開催し、広報活動の取
組みを支援した。投票参加の呼びかけとして、地元
高校の玄関前にてチラシを配布するなど、選挙へ
の関心の向上を目指した。

③
進捗度
評価 ④

実
施
し
た
取
り
組
み

（
活
動
実
績
等

）

①長野県知事選挙の選挙事務を法令に基づき推進
し、適正かつ円滑に実施した。期日前投票のPRを
随時ケーブルテレビ等で行い、今回から期日前投
票に用いる申請書を投票券に記載し、投票者の期
日前投票手続きと受付事務の簡素化を実施した。
長野県知事選挙終了後、県への各種報告書類の作
成や、補助金等精算書作成を迅速に実施した。
平成31年4月に予定されている長野県議会議員選
挙と松川町長選挙では、準備から投票までの間が
年度をまたぐため、事務処理が複雑となるが、計画
を密に進めている。
②明るい選挙推進協議会を開催し、広報活動の取
組みを支援した。投票参加の呼びかけとして、地元
高校の玄関前にてチラシを配布するなど、選挙への
関心の向上を目指した。研修会等へ参加し、知識の
向上を図った。

⑥
達成度
評価

⑦
今
後

（
次
年
度

）
の
取
り
組
み
予
定

既に準備を手掛けている長野
県議会議員選挙と松川町長選
挙では準備から投票までの間
が年度をまたぐため計画を密
に進めていく。
次年度では５月に土地改良区
の選挙があり、７月には参議
院議員通常選挙が予定されて
いることから、適正、円滑な執
行に取り組む。

②
下
半
期
の
取
り
組
み
予
定
・
課
題
等

①平成31年4月に予定されている長野県議会議員
選挙と松川町長選挙に向けた準備を進める。
当該選挙では準備から投票までの間が年度をまた
ぐため、事務処理が複雑となるが、計画を密に進め
ていく。

⑤
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
・
実
施
で
き
な
か

っ

た
理
由
等

法令に基づき、公正・公平・中立な選挙事務の遂行
を常に意識したことで、適正且つ円滑な選挙の管理
執行が図られた。

⑧
課
題
・
特
記
事
項
等

【評価基準】
Ａ：業務処理を予定どおりに実施しつつ、更なる取
り組みも実施できた（実施できている）
Ｂ：業務処理を予定どおりに実施できた（実施でき
ている）
Ｃ：業務処理を概ね予定どおりに実施できた（実施
できている）
Ｄ：業務処理を予定どおりに実施できなかった（実
施できていない）

目標4 明るい選挙の推進と適正な選挙事務

総合計画の
位置付け
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